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白
澤
浩
理
事
の
司
会

に
よ
り
、
済
陽
高
穂
副

会
長
か
ら
開
会
の
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
会
議
に

先
立
っ
て
、
物
故
者
126

名
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷

を
捧
げ
た
。
伊
藤
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
白

澤
理
事
よ
り
会
務
報
告

が
あ
っ
た
。
各
議
事
に

つ
い
て
は
鈴
木
信
夫
副

会
長
、
田
邊
政
裕
理
事

か
ら
説
明
が
あ
り
審
議

承
認
さ
れ
た
（
議
事
要

旨
は
23
面
に
掲
載
）。
総

会
に
引
き
続
き
、
平
成

24
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓

会
賞
の
表
彰
式
（
関
連

記
事
は
６
・
７
面
に
掲

載
）
と
白
澤
卓
二
順
天

堂
大
学
加
齢
制
御
医
学

講
座
教
授
の
特
別
講
演

が
行
わ
れ
た
（
講
演
内

容
は
２
面
に
掲
載
）。

平
成
₂₄
年
度
　
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催
　

会
長
挨
拶

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

伊　

藤　

晴　

夫
（
昭
39
）

　

平
成
24
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
、
平
成
24
年
６
月
16
日
︵
土
︶

午
後
４
時
よ
り
、
銀
座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
日
は
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
、

平
成
24
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会

総
会
に
ご
出
席
戴
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回

は
東
京
ゐ
の
は
な
会
が
当
番
幹

事
で
し
た
。
御
苦
労
さ
ま
で
し

た
。ゐ

の
は
な
同
窓
会
で
は
、
現

在
、
医
学
部
創
立
１
３
５
周
年

記
念
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
１
３
５

周
年
記
念
誌
は
５
月
31
日
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
０

０
周
年
記
念
誌
の
発
刊
後
35
年

間
の
集
大
成
で
あ
り
ま
す
。
瀧

口
正
樹
編
集
委
員
長
を
は
じ
め

関
係
し
た
皆
様
の
ご
努
力
に
感

謝
致
し
ま
す
。
二
つ
目
の
千
葉

大
学
医
学
部
の
伝
統
の
言
語
化

は
、
田
邊
政
裕
先
生
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
お

よ
び
ロ
ゴ
と
し
て
纏
ま
り
ま
し

た
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
「
獅

胆
鷹
目
、
行
う
に
女
手
を
以
て

す
」
と
い
う
古
く
か
ら
千
葉
大

学
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
格

言
を
工
学
部
の
宮
崎
紀
郎
名
誉

教
授
に
素
晴
ら
し
い
図
案
に
し

て
戴
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

中
山
恒
明
教
授
の
「
ま
ず
始
め

る
こ
と
、
始
め
た
ら
止
め
な
い

こ
と
」
か
らbegin.continue

の
ロ
ゴ
と
な
り
ま
し
た
。
最
重

要
の
柱
で
あ
り
ま
す
新
同
窓
会

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催 

１

会
長
挨
拶 

1

特
別
講
演 

２

就
任
挨
拶 

３
〜
５

叙
勲
感
想 

５
〜
６

同
窓
会
賞
受
賞 

６
〜
７

各
地
ゐ
の
は
な
会 

８
〜
10

ク
ラ
ス
会 

10
〜
16

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

17

雑
文
雑
談 

17

追
悼
文 

18

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

19

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

20

会
員
か
ら 

21

著
書
紹
介 

21
〜
22

議
事
要
旨 

22
〜
24

人
事
異
動 

24

評
議
員 

25

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

26
〜
27

会
館
設
立 

28
〜
34

猪
之
鼻
奨
学
会 

34

記
念
誌 

35

編
集
後
記 

36

紙
面
紹
介

館
設
立
は
現
在
入
札
の
段
階
で

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
遂
行
の
た

め
皆
様
方
か
ら
多
大
な
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
は
、
清

水
栄
司
編
集
委
員
長
は
じ
め
、

編
集
委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に

よ
り
ま
し
て
大
変
充
実
し
て
参

り
ま
し
た
。
９
月
号
（
本
号
）

か
ら
は
全
面
カ
ラ
ー
化
と
な
り

ま
す
。
更
に
、
鈴
木
信
夫
副
会

長
の
ご
尽
力
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
会
報
の
充
実
も
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
通
し
て

若
い
会
員
の
参
加
が
期
待
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

本
年
３
月
に
白
衣
式
は
第
二

回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
喜
ば

し
い
こ
と
に
、
今
回
は
こ
の
費

用
の
大
部
分
を
ゐ
の
は
な
同
窓

会
が
支
援
致
し
ま
し
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
は
、
近

学
術
賞

加
藤　

直
也
（
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
疾
患
制
御
ゲ
ノ
ム
医

学
ユ
ニ
ッ
ト
、
特
任
准
教
授
、

昭
61
卒
）

　

 「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
肝
癌
の

病
態
解
明
と
治
療
応
用
」

鈴
木　

浩
太
郎
（
千
葉
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
ア
レ
ル
ギ

ー
・
臨
床
免
疫
学
、
特
任
助
教
、

平
６
卒
）

　

 「
肥
満
細
胞
脱
顆
粒
の
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」

第
17
回
（
２０１２
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

授
賞
者
決
定

年
類
似
の
賞
も
増
え
て
参
り
ま

し
た
の
で
、
よ
り
特
色
の
あ
る

同
窓
会
賞
と
す
べ
く
、
規
程
を

改
訂
致
し
ま
し
た
（
25
面
に
掲

載
）。
こ
の
他
、
同
窓
会
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
努
力
を
多
数

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
各
位
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国

2010
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
女
性
が
86
才
、
男
性
が
79
才

で
、
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
、

人
生
80
才
時
代
に
突
入
し
た
。

20
世
紀
に
は
平
均
寿
命
が
50
才

か
ら
80
才
へ
と
30
才
も
飛
躍
的

に
延
伸
し
現
在
も
延
び
続
け
て

い
る
。
2001
年
に
は
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

が
解
明
、
我
々
の
ゲ
ノ
ム
に
は

２
万
３
千
個
の
遺
伝
子
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
が
、
果
た
し

て
我
々
の
ゲ
ノ
ム
の
中
に
寿
命

を
制
御
し
て
い
る
遺
伝
子
は
存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
双
生
児

の
疫
学
研
究
か
ら
、
寿
命
が
遺

伝
素
因
ば
か
り
で
な
く
、
環
境

要
因
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
環
境
要
因

の
中
で
も
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
重
要
な
要
因
と
し
て
栄
養

っ
た
。
ガ
レ
ン
テ
教
授
の
研
究

は
酵
母
と
い
う
単
純
な
生
物
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
最
近
で

は
マ
ウ
ス
な
ど
の
哺
乳
動
物
で

も
、Sir2

の
相
同
遺
伝
子

（SirT1

遺
伝
子
）
が
寿
命
を
制

御
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、

Sir2

遺
伝
子
が
活
性
化
さ
れ
る

と
動
物
の
寿
命
が
延
び
る
こ
と

が
実
験
で
証
明
さ
れ
た
。
ガ
レ

ン
テ
教
授
は
酵
母
や
線
虫
の
研

究
か
ら
、
こ
れ
ら
の
生
物
で
は

摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
制
限
さ
れ
た

と
き
にSir2

遺
伝
子
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

酵
母
で
発
見
さ
れ
た
活
性
化
因

子
Ｎ
Ａ
Ｄ
は
我
々
の
体
中
に
も

存
在
し
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
制

限
さ
れ
る
と
、
細
胞
内
の
Ｎ
Ａ

Ｄ
濃
度
が
高
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
は

細
胞
レ
ベ
ル
で
の
栄
養
状
態
を

反
映
し
た
因
子
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ

Ｄ
はSir2

に
結
合
す
る
こ
と
に

よ
りSir2

を
活
性
化
す
る
の
で
、

過
剰
に
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
し
て

い
る
状
況
で
はSir2

遺
伝
子
は

活
性
化
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
長
寿
遺
伝
子

Sir2

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は

適
正
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
を
維
持

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
古
く
か
ら
日
本
で
は

「
腹
８
分
目
」
と
い
う
目
安
が
あ

っ
た
が
、
ガ
レ
ン
テ
教
授
の
実

験
条
件
は
こ
れ
よ
り
も
多
少
厳

し
い
、「
腹
７
分
目
」
も
し
く
は

「
腹
６
分
目
」
の
条
件
だ
っ
た
。

と
運
動
と
生
き
が
い
が
寿
命
に

及
ぼ
す
影
響
を
取
り
上
げ
た
。

カ
ロ
リ
ー
制
限
に
よ
り
、
動
物

の
寿
命
が
延
び
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
講
演
会
で
は
米

国
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
カ
ゲ
ザ

ル
の
カ
ロ
リ
ー
制
限
の
実
証
研

究
を
紹
介
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ガ
レ
ン
テ
教
授
に
よ
る
長

寿
遺
伝
子Sir2

の
発
見
に
よ
り
、

カ
ロ
リ
ー
制
限
に
よ
り
長
寿
遺

伝
子
が
活
性
化
さ
れ
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
赤
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
て
い

る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
レ
ス
ベ

ラ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、Sir2

を
活

性
化
し
生
活
習
慣
病
を
改
善
す

る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
マ
ウ
ス

を
用
い
た
実
験
で
実
証
さ
れ
た
。

ま
た
、
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
の
中

に
は
、
カ
テ
キ
ン
や
ク
ル
ク
ミ

ン
な
ど
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

発
症
を
予
防
す
る
効
果
が
動
物

実
験
や
疫
学
調
査
で
認
め
ら
れ

た
食
材
が
あ
り
、
高
齢
期
の
食

事
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
動
的
な
百
寿
者
で
は
、

イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
が
高
い
こ

し
か
し
、
マ
ウ
ス
や
酵
母
実
験

の
条
件
か
ら
短
絡
的
に
我
々
の

適
正
カ
ロ
リ
ー
を
決
め
る
の
は

危
険
が
あ
る
の
で
、
ヒ
ト
で
の

長
寿
遺
伝
子
を
活
性
化
す
る
た

め
の
適
正
カ
ロ
リ
ー
を
知
る
に

は
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
々
が
毎

日
食
べ
て
い
る
食
事
の
内
容
が

細
胞
の
老
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
重
要
な
環
境

要
因
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　

フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
説
と

　

老
化
制
御

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
わ
ず
か

に
漏
出
す
る
酸
素
が
、
活
性
酸

素
に
変
化
す
る
。
活
性
酸
素
は
、

非
常
に
毒
性
が
強
い
酸
素
種
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

最
初
に
障
害
を
受
け
る
の
が
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
自
身
で
あ
る
。

次
に
活
性
酸
素
は
、
細
胞
膜
、

た
ん
ぱ
く
質
、
さ
ら
に
は
細
胞

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ま
で
障
害
を
及
ぼ
す
。

障
害
を
う
け
た
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
は
そ
の
機
能
が
低
下
し
、
ま

す
ま
す
活
性
酸
素
を
産
生
す
る

よ
う
に
な
る
。
最
終
的
に
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
分
解
さ
れ

て
、
細
胞
自
身
が
機
能
不
全
に

陥
っ
て
い
く
。
活
性
酸
素
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
だ
け
で
は
な

く
、
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
傷
つ
け

て
い
く
の
で
、
何
度
も
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
障
害
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、

と
か
ら
、
低
Ｇ
Ｉ
食
材
な
ど
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
助
け
る

食
材
や
食
べ
方
を
紹
介
し
、
環

境
要
因
が
長
寿
遺
伝
子
の
ス
イ

ッ
チ
を
オ
ン
に
し
て
加
齢
の
ス

ピ
ー
ド
を
制
御
す
る
加
齢
制
御

の
考
え
方
を
解
説
し
た
。

　

 

長
寿
遺
伝
子
を
ス
イ
ッ
チ

　

オ
ン
に
す
る

人
の
体
は
60
兆
も
の
細
胞
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
体
の
中

の
一
つ
一
つ
の
細
胞
が
そ
れ
ぞ

れ
２
万
３
千
個
の
遺
伝
子
を
持

っ
て
い
る
。
遺
伝
子
の
中
に
は

老
化
や
寿
命
を
制
御
し
て
い
る

遺
伝
子
が
50
個
か
ら
100
個
程
度

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
遺
伝
子

は
あ
る
条
件
下
で
は
不
活
性
化

し
、
細
胞
を
老
化
さ
せ
た
り
、

あ
る
と
き
に
は
活
性
化
し
、
老

化
の
プ
ロ
セ
ス
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
よ
り
細
胞
の
若
さ
を
保
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最

近
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ガ
レ
ン
テ

教
授
は
生
活
様
式
に
よ
り
長
寿

遺
伝
子
が
活
性
化
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
ガ
レ

ン
テ
教
授
の
発
見
し
た
長
寿
遺

伝
子
で
あ
るSir2

遺
伝
子
は
全

身
の
細
胞
の
老
化
の
プ
ロ
セ
ス

を
日
々
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
や

２
型
の
糖
尿
病
の
よ
う
な
生
活

習
慣
病
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

傷
が
深
く
な
り
修
復
が
で
き
な

く
な
り
、
最
終
的
に
は
修
復
不

能
に
な
る
。
本
来
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は

傷
を
修
復
す
る
機
能
を
持
っ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
修
復

が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
過
剰
に

障
害
を
う
け
れ
ば
、
細
胞
自
体

の
機
能
も
失
わ
れ
、
異
常
に
分

裂
を
す
る
よ
う
に
な
り
細
胞
は

癌
化
す
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
も
っ
て

い
る
遺
伝
情
報
も
次
世
代
に
正

確
に
伝
わ
ら
な
く
な
る
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
老
化
を
促
進
す
る

結
果
に
な
る
。
こ
れ
が
活
性
酸

素
に
よ
る
老
化
で
あ
る
。

一
方
、
我
々
の
か
ら
だ
は
、

活
性
酸
素
を
分
解
す
る
機
能
を

持
っ
て
い
る
。
２
種
類
の
解
毒

酵
素
が
存
在
す
る
。
最
初
の
酵

素
が
、
ス
ー
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド

デ
ィ
ス
ム
タ
ー
ゼ
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
）、

次
の
酵
素
が
、
カ
タ
ラ
ー
ゼ
や

GPx

と
い
わ
れ
る
酵
素
で
あ
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｄ
は
、
活
性
酸
素
を
酸
素

と
過
酸
化
水
素
に
分
解
し
、
カ

タ
ラ
ー
ゼ
やGPx

は
過
酸
化
水

素
を
酸
素
と
水
に
分
解
す
る
。

こ
の
２
種
類
の
酵
素
が
共
同
的

に
働
い
て
、
活
性
酸
素
を
無
毒

化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
毒

酵
素
の
解
毒
能
力
を
超
え
て
無

毒
化
で
き
な
く
て
残
っ
て
し
ま

う
活
性
酸
素
が
細
胞
の
老
化
、

そ
し
て
体
の
老
化
を
促
進
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ｃ
ｖ
活
性
酸
素
の
発
生
は
生

活
習
慣
や
、
環
境
要
因
に
大
き

く
左
右
さ
れ
て
い
る
。
喫
煙
や

過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
、
加

工
食
品
や
食
品
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
残
留
農
薬
な
ど
、
体
の

中
で
活
性
酸
素
を
発
生
す
る
要

因
と
な
る
。
ま
た
、
過
度
の
運

動
や
睡
眠
不
足
も
活
性
酸
素
の

発
生
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
環
境
要
因
と
し

て
は
、
大
気
汚
染
な
ど
、
呼
吸

器
系
を
介
し
て
吸
入
さ
れ
る
有

害
物
質
も
体
内
で
活
性
酸
素
を

生
じ
る
要
因
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
要
因
は
極
力
排
除
す
る
こ
と

が
、
活
性
酸
素
の
発
生
を
最
小

限
に
抑
え
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

野
菜
や
果
物
の
中
に
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
フ
ィ

ト
ケ
ミ
カ
ル
（
植
物
化
学
物
質
）

は
い
ず
れ
も
、
試
験
管
内
で
活

性
酸
素
を
中
和
す
る
活
性
が
あ

る
。
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と

で
体
の
中
で
過
剰
に
発
生
し
た

活
性
酸
素
を
除
去
す
る
薬
理
効

果
が
あ
り
、
野
菜
中
心
の
食
生

活
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
取
は

ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
常
生
活
の

中
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
を
制

御
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

 

特
別
講
演 

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
生
き
る
た
め
に

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

加
齢
制
御
医
学
講
座　

白　

澤　

卓　

二
（
昭
57
）
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平
成
24
年
４
月
１
日
付
で
千

葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理
機

構
の
機
構
長
（
教
授
）
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
諸
先
生
方
に
御
支
援
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
54
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
故
奥
田

邦
夫
教
授
が
主
宰
す
る
第
一
内

科
（
現
、
消
化
器
・
腎
臓
内
科

学
）
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
内
科
、
第
二
内
科
、
呼
吸

器
内
科
で
内
科
一
般
の
初
期
研

修
の
後
、
栃
木
県
の
上
都
賀
総

合
病
院
、
静
岡
県
の
清
水
厚
生

病
院
で
消
化
器
を
中
心
に
し
た

内
科
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
昭

和
57
年
に
千
葉
大
学
へ
も
ど
り
、

小
俣
政
男
先
生
（
東
京
大
学
消

化
器
内
科
名
誉
教
授
）
が
主
宰

さ
れ
て
い
た
第
２
研
究
室
に
入

り
、
研
究
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
同
研
究
室
に
は
現
、

消
化
器
・
腎
臓
内
科
学
（
消
化

器
内
科
）
教
授
の
横
須
賀
收
先

生
を
は
じ
め
、
伊
藤
よ
し
み
先

生
、
内
海
勝
夫
先
生
、
森
順
子

先
生
が
い
ら
し
て
研
究
の
初
歩

を
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
俣
先
生
は
、
当
時
の

臨
床
教
室
と
し
て
は
き
わ
め
て

斬
新
な
分
子
生
物
学
的
手
法
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
血
清
や

肝
組
織
な
ど
の
臨
床
検
体
や
実

験
動
物
の
組
織
を
用
い
て
肝
炎
、

肝
癌
の
病
態
解
明
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
、
私
も
そ
の
研
究
の

一
端
に
従
事
致
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
昭
和
58
年
か
ら
60
年
に

東
京
の
大
塚
に
あ
っ
た
癌
研
究

所
に
通
い
、
小
池
克
郎
先
生
の

指
導
の
も
と
、
遺
伝
子
操
作
の

勉
強
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
４
年
に
小
俣
先

生
が
東
京
大
学
に
移
ら
れ
て
か

ら
は
、
横
須
賀
先
生
の
指
導
の

も
と
、
肝
臓
病
の
基
礎
的
、
臨

床
的
研
究
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
特
に
Ｂ
型
、

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
抗
ウ

イ
ル
ス
剤
に
よ
る
治
療
効
果
予

測
、
長
期
生
命
予
後
な
ど
の
調

査
、
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管

理
機
構
は
、
平
成
16
年
に
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
と
有
害
廃
棄
物

処
理
施
設
が
統
合
し
て
発
足
し

た
組
織
で
す
。
初
代
の
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
長
は
故
木
下
安
弘

教
授
、
２
代
目
が
前
機
構
長
の

長
尾
啓
一
教
授
で
、
私
は
３
代

目
（
機
構
長
と
し
て
は
２
代
目
）

に
な
り
ま
す
。
当
機
構
は
学
生

保
健
部
、
労
働
衛
生
部
、
環
境

安
全
部
の
３
部
門
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
学
生
保
健
部
で

は
学
生
・
大
学
院
生
・
研
究
生

の
、
労
働
衛
生
部
で
は
教
員
・

事
務
職
員
の
定
期
健
康
診
断
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
、
一
般

診
療
、
健
康
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
安
全
部
で

は
学
内
の
研
究
室
で
使
用
す
る

化
学
物
質
の
管
理
、
実
験
廃
液

の
適
正
処
理
、
研
究
室
の
作
業

環
境
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就　

任　

挨　

拶

千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構

機
構
長
・
教
授　

今　

関　

文　

夫
（
昭
54
）

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　
　

麻
酔
科
学

教
授　

磯　

野　

史　

朗
（
昭
59
）

産
業
医
あ
る
い
は
委
託
さ
れ
た

衛
生
管
理
者
が
定
期
的
に
職
場

巡
視
を
行
い
、
管
理
・
指
導
を

行
い
、
適
正
な
職
場
環
境
の
保

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
肝
臓
病
の
患
者
さ

ん
の
病
気
を
治
す
こ
と
に
苦
心

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
健
康
な
人
が
病
気
に
な
ら
ず

心
身
の
健
康
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
、
病
気
に
な
っ
て
も
早
期

に
治
療
介
入
で
き
る
よ
う
な
、

学
校
保
健
医
、
産
業
医
の
視
点

で
、
千
葉
大
学
に
集
う
す
べ
て

の
学
生
、
教
職
員
の
健
康
管
理
、

環
境
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

は
今
後
と
も
一
層
の
御
指
導
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
６
月
１
日
付
け
で
、

西
野
卓
前
教
授
の
後
任
と
し
て

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

中
核
研
究
部
門
呼
吸
・
循
環
治

療
学
研
究
講
座
麻
酔
科
学
研
究

領
域
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
、
昭
和
59
年
に
千
葉

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
麻
酔
科

に
入
局
し
た
後
、
千
葉
県
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
、
松
戸
市
立
病

院
、
君
津
中
央
病
院
、
県
西
総

合
病
院
で
研
修
し
、
平
成
元
年

に
帰
局
し
ま
し
た
。
以
来
、
約

２
年
半
の
留
学
期
間
を
除
い
て

現
在
ま
で
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
で
麻
酔
科
医
と
し
て
勤

務
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

日
本
の
麻
酔
学
の
草
分
け
で
あ

る
初
代
米
澤
利
英
教
授
、
緩
和

医
療
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
水

口
公
信
第
２
代
教
授
、
呼
吸
に

関
す
る
臨
床
研
究
を
世
界
レ
ベ

ル
に
高
め
た
西
野
卓
第
３
代
教

授
と
す
べ
て
の
歴
代
麻
酔
科
教

授
の
指
導
を
受
け
、
こ
の
間
の

当
教
室
お
よ
び
当
教
室
か
ら
輩

出
さ
れ
た
先
輩
た
ち
の
発
展
を

目
の
当
た
り
に
し
て
参
り
ま
し

た
。医

学
部
学
生
の
頃
よ
り
勉
学

に
熱
心
な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
局
一
年
目
に
西

野
前
教
授
か
ら
麻
酔
薬
の
呼
吸

抑
制
に
関
す
る
研
究
の
指
導
を

受
け
て
以
来
、
臨
床
研
究
の
面

白
さ
と
人
体
の
不
思
議
に
魅
了

さ
れ
、
臨
床
医
を
継
続
し
つ
つ

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1990

年
に
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
医
学
部

内
科
（
カ
ナ
ダ
）John 

Rem
m

ers

教
授
の
下
に
留
学

し
、
閉
塞
型
睡
眠
時
無
呼
吸
の

病
態
生
理
研
究
を
開
始
し
、
以

来
現
在
に
至
る
ま
で
愚
直
な
ま

で
に
こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
疾
患
は

周
術
期
気
道
管
理
を
安
全
に
行

う
た
め
に
も
非
常
に
重
要
で
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
臨
床
研
究
と
臨

床
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

は
、
周
術
期
に
お
け
る
合
併
症

管
理
の
重
要
性
で
す
。
周
術
期

患
者
の
死
亡
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
術
前
あ
る
い
は
術
中
呼
吸
循

環
合
併
症
で
す
。
そ
の
た
め
、

術
前
か
ら
重
篤
な
合
併
症
を
有

す
る
患
者
の
場
合
は
、
最
適
な

手
術
療
法
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
周
術
期
気
道
管

理
の
安
全
性
向
上
に
加
え
て
、

今
後
は
様
々
な
呼
吸
循
環
あ
る

い
は
代
謝
疾
患
の
適
切
な
周
術

期
管
理
確
立
を
目
指
す
臨
床
研

究
を
発
展
さ
せ
る
所
存
で
す
。

こ
れ
ら
の
臨
床
研
究
を
通
し
て

医
局
員
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
合

併
症
管
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

な
る
こ
と
で
、『
考
え
る
麻
酔
』

を
実
践
し
、『
断
ら
な
い
麻
酔
』

の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

同
門
あ
る
い
は
他
大
学
麻
酔

科
に
多
く
の
人
材
が
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
今
回
私
が
教
授
と

し
て
選
ば
れ
た
の
は
運
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
私
が
臨

床
経
験
を
積
み
臨
床
研
究
を
前

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

西
野
前
教
授
や
麻
酔
科
同
僚
ば

か
り
で
な
く
、
様
々
な
診
療
科

の
先
生
方
と
の
幸
運
な
出
会
い

が
あ
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
今
野
昭
義
前
教
授

は
、
帰
国
し
て
ま
も
な
く
提
案

し
た
臨
床
研
究
を
後
押
し
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
歯
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
、
呼
吸
器
内
科
、
神

経
内
科
、
脳
神
経
外
科
な
ど
の

先
生
方
と
の
共
同
研
究
で
得
た

知
識
が
病
態
生
理
解
明
を
大
き

く
推
進
す
る
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。
麻
酔
科
学
は
全
身
管
理

の
学
問
で
す
が
、
麻
酔
科
学
領

域
の
み
の
知
識
と
能
力
で
重
要

疾
患
の
周
術
期
管
理
研
究
を
進

め
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
領
域
の
方
々
と

の
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
当

教
室
の
研
究
の
幅
を
広
げ
つ
つ

質
を
向
上
さ
せ
、
結
果
的
に
診

療
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
す
。

麻
酔
科
学
は
、
外
科
学
よ
り

発
生
し
た
医
学
で
す
が
現
在
で

は
周
術
期
に
全
身
管
理
を
行
う

内
科
医
と
し
て
の
側
面
が
大
き

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
我
々

の
能
力
は
集
中
治
療
や
救
急
医

学
領
域
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
当
教
室
の
看
板
の

一
つ
で
も
あ
る
疼
痛
・
緩
和
医

療
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
る

麻
酔
科
医
の
魅
力
を
学
生
や
研

修
医
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

将
来
の
千
葉
大
学
あ
る
い
は
地

域
の
麻
酔
科
医
療
を
一
緒
に
担

え
る
優
秀
な
仲
間
を
増
や
す
と

い
う
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
今

後
と
も
診
療
・
教
育
・
研
究
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。
ゐ
の
は

な
同
窓
会
の
皆
様
に
は
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
、

本
年
３
月
１
日
付
で
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー

に
着
任
致
し
ま
し
た
中
川
彰
子

と
申
し
ま
す
。
私
は
昭
和
57
年

に
鹿
児
島
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
て
、
九
州
大
学
医
学
部
神
経

精
神
医
学
教
室
に
入
局
し
ま
し

た
。
精
神
医
学
一
般
の
研
修
を

終
え
る
頃
に
、
当
時
大
学
に
お

ら
れ
た
日
本
で
の
行
動
療
法
の

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
、
山
上
敏

子
先
生
の
研
究
室
に
出
入
り
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
の
研
究
室
で
は
主

と
し
て
強
迫
性
障
害
の
臨
床
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
以
来
現

在
ま
で
こ
の
難
治
で
慢
性
化
、

重
症
化
す
る
疾
患
と
格
闘
し
て

参
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
行
動

療
法
一
般
の
臨
床
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
６
〜
８
年

に
は
ロ
ン
ド
ン
の
精
神
医
学
研

究
所
の
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
マ
ー
ク

ス
教
授
の.

ユ
ニ
ッ
ト
に
留
学
す

る
機
会
を
得
て
、
臨
床
研
究
の

手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

日
本
よ
り
も
行
動
療
法
が
進
ん

で
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、

行
動
療
法
の
治
療
者
不
足
は
深

刻
で
、
英
米
で
共
同
開
発
し
た

電
話
回
線
を
用
い
た
強
迫
性
障

害
の
自
己
治
療
の
効
果
研
究
を

行
い
ま
し
た
。
帰
国
後
に
は
ま

ず
、
強
迫
性
障
害
の
行
動
療
法

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
た
ち
あ
げ

て
、
本
疾
患
と
行
動
療
法
に
よ

る
治
療
に
つ
い
て
の
心
理
教
育

的
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
行
動
療
法
の

治
療
者
、
施
設
不
足
は
深
刻
で
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
メ
ー
ル

相
談
の
内
容
か
ら
、
い
か
に
有

効
な
治
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難

し
い
か
を
痛
感
し
、
我
が
国
で

の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
薬
物
療
法
と

の
効
果
比
較
）
を
出
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
頃
か
ら
準
備
を
始

め
て
、
治
療
前
後
のfM

RI

に

よ
る
、
脳
機
能
画
像
検
査
も
含

め
た
、
強
迫
性
障
害
の
行
動
療

法
、
薬
物
療
法
、
統
制
治
療
の

効
果
比
較
研
究
（RCT

）
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
行
動

療
法
は
薬
物
療
法
よ
り
も
強
迫

性
障
害
に
対
し
て
有
意
に
有
効

で
、
有
効
な
治
療
は
脳
機
能
異

常
も
正
常
化
さ
せ
る
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
記
の
研
究
が
軌
道
に
乗
り

始
め
た
平
成
16
年
に
、
縁
あ
っ

て
川
崎
医
科
大
学
の
精
神
科
学

教
室
に
異
動
し
ま
し
た
。
九
州

大
学
で
の
臨
床
研
究
に
週
１
回

通
院
し
て
参
加
で
き
て
い
た
患

者
さ
ん
と
は
違
い
、
難
治
で
重

症
な
強
迫
の
紹
介
患
者
さ
ん
を

診
察
し
て
い
る
う
ち
に
、
か
な

り
の
割
合
で
発
達
障
害
（
自
閉

症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
）
の
方

が
二
次
障
害
と
し
て
強
迫
性
障

害
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
発
達
障
害
の
問

題
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
環
境
調
整
や
治
療
上
の
工
夫

が
必
要
で
、
初
診
か
ら
早
い
段

階
で
気
付
い
て
適
切
な
治
療
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
発
達
障
害
を
基
盤
に

も
つ
強
迫
性
障
害
の
臨
床
上
の

特
徴
に
つ
い
て
の
臨
床
研
究
を

行
い
、
い
く
つ
か
の
有
用
な
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
よ
り
専
門
的
な
発
達
障
害

に
つ
い
て
の
勉
強
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
学
の
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ

ン
タ
ー
の
清
水
栄
司
先
生
か
ら

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
認

知
行
動
療
法
の
治
療
者
を
育
て

る
こ
と
、
お
よ
び
強
迫
性
障
害
、

不
安
障
害
の
臨
床
研
究
を
実
践
、

指
導
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ち

ら
に
来
さ
せ
て
い
た
だ
く
決
心

を
致
し
ま
し
た
。
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

期
に
も
恵
ま
れ
、
千
葉
大
学
医

学
部
附
属
病
院
神
経
精
神
科
、

同
麻
酔
科
、
松
戸
市
立
病
院
神

経
内
科
で
の
初
期
研
修
で
は
、

熱
意
あ
る
ご
指
導
の
も
と
、
大

変
質
の
高
い
充
実
し
た
研
修
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
５
年
よ
り
２
年
間
、
千
葉

県
立
こ
ど
も
病
院
に
勤
務
し
、

精
神
科
部
長
の
佐
藤
眞
理
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
の

精
神
医
療
の
礎
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
病
院

で
は
、
諸
先
生
方
を
は
じ
め
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
１
型
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
に
も
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
を
支
援
す
る
家
族
会
や

糖
尿
病
キ
ャ
ン
プ
な
ど
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
医

療
の
垣
根
を
越
え
た
支
援
体
制

の
連
携
の
大
切
さ
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
千
葉
市
療
育
セ
ン

タ
ー
、
千
葉
市
教
育
セ
ン
タ
ー

等
の
勤
務
を
通
じ
て
、
地
域
に

密
着
し
た
支
援
の
あ
り
方
を
多

く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
小
児
の
１
型
糖
尿
病
の
精
神
障

害
」
の
研
究
テ
ー
マ
で
は
、
博

士
論
文
と
し
て
、
千
葉
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
小
児
病
態
学

教
授　

河
野
陽
一
先
生
に
も
ご

指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
12
年
に
千
葉
大
学
精
神

医
学
教
室
の
教
授
に
御
着
任
さ

れ
ま
し
た
、
伊
豫
雅
臣
教
授
の

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
、

平
素
は
誠
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
１

日
よ
り
、
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
附
属
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
、
こ

こ
ろ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支

援
室
特
任
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
．

私
は
平
成
２
年
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
千
葉
大
学

医
学
部
精
神
医
学
講
座
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
佐
藤

甫
夫
教
授
を
は
じ
め
教
官
の
先

生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と

に
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
、
同

温
か
な
ご
指
導
の
も
と
、
平
成

13
年
よ
り
、
千
葉
大
学
精
神
医

学
教
室
助
手
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
精
神
神
経
科
で
は
、
多
く

の
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

か
ら
の
格
別
の
ご
指
導
の
も
と

に
、
診
療
や
教
育
に
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究

面
に
お
い
て
も
、
千
葉
大
学
社

会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
の
橋
本
謙
二
教
授
を
は
じ
め
、

諸
先
生
方
か
ら
多
く
の
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
よ

り
平
成
19
年
ま
で
、
英
国
ロ
ン

ド
ン
大
学
精
神
医
学
研
究
所
・

モ
ー
ズ
レ
イ
病
院
に
て
、
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
・
ト
レ
ジ
ャ
ー
教
授
の

ご
指
導
の
も
と
、
摂
食
障
害
の

臨
床
研
究
に
従
事
す
る
機
会
を

賜
り
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
精
神

神
経
科
、
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
診

療
部
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
平
成
22
年
よ
り
、
千

葉
大
学
大
学
院
認
知
行
動
生
理

学
教
室
、
精
神
神
経
科
、
社
会

精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
先
生
方
の
ご
協
力
を
賜
り
、

千
葉
認
知
行
動
療
法
士
研
修
コ

ー
ス
に
お
い
て
、
多
職
種
の
訓

練
生
の
皆
様
と
共
に
、
様
々
な

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
領
域
で
の

実
践
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
着
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
多
く
の
先
生
方
の

数
々
の
お
力
添
え
、
ま
た
、
家

族
の
支
え
の
賜
で
あ
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
化
時
代
を
迎
え
、
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
問
題
の
専
門
家

の
育
成
へ
の
ニ
ー
ズ
が
益
々
高

ま
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
将
来
の
担
い
手

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
心
を
育
む
支
援
体
制
づ
く
り

を
使
命
と
し
て
、
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
問
題
の
支
援
に
取
り
組

む
専
門
家
の
育
成
に
向
け
て

日
々
尽
力
し
て
参
り
た
く
存
じ

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
先
生
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
附
属

　
　

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授　

中　

川　

彰　

子
（
鹿
児
島
大
・
昭
57
）

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
附
属

　
　

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授　

中　

里　

道　

子
（
平
２
）

　

叙
勲
、
褒
賞
そ
の
他
祝
事
に
関
係
さ
れ
た
方
は
是

非
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
編
集
部
で

も
絶
え
ず
注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
接

し
得
な
い
事
態
も
あ
り
ま
す
。
お
喜
び
は
な
る
べ
く

早
く
、
同
窓
の
皆
様
に
も
お
分
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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平
成
24
年
４
月
１
日
付
け
で
、

金
沢
医
科
大
学
医
学
部
総
合
内

科
学
教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
59
年
３
月
金
沢
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
４

月
吉
田
尚
教
授
（
現
名
誉
教
授
）

の
主
宰
さ
れ
る
千
葉
大
学
医
学

部
第
二
内
科
に
入
局
さ
せ
て
戴

き
、
内
科
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
齋
藤
康
講
師
（
現
学

長
）
の
主
宰
さ
れ
る
脂
質
代
謝

研
究
室
に
て
脂
質
異
常
症
、
動

脈
硬
化
症
の
研
究
を
推
進
致
し

ま
し
た
。
1989
年
に
米
国UCLA

、

1993
年
にNIH

に
留
学
さ
せ
て
戴

き
、
主
に
脂
質
代
謝
の
重
要
な

酵
素
で
あ
る
リ
ポ
蛋
白
リ
パ
ー

ゼ
（LPL

）
と
肝
性
リ
パ
ー
ゼ

（HTGL

）
に
関
す
る
研
究
を
す

す
め
ま
し
た
。UCLA

で
は

LPL

欠
損
症
の
遺
伝
子
解
析
、

HTGL

遺
伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン

グ
を
、NIH

で
はHTGL

欠
損

マ
ウ
ス
にadenovirus

を
用
い

た
ヒ
トHTGL

遺
伝
子
導
入
の

手
法
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
後
、

1998
年
４
月
、
千
葉
大
学
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
兼
第
二
内
科
助
手

を
拝
命
し
、
千
葉
大
学
附
属
病

院
に
て
、
脂
質
異
常
症
の
診
療
、

LPL
と
内
臓
型
肥
満
の
関
連
性

な
ど
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
て

が
け
る
一
方
で
、
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
（
当
時
）
に
て
千
葉
大

学
の
職
員
の
方
々
、
学
生
の
検

診
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2003
年
に
出
身
大
学
の
金
沢
大
学

に
大
学
院
医
学
系
研
究
科
生
活

習
慣
病
講
座
（
寄
附
講
座
）
が

設
置
さ
れ
る
に
伴
い
、
そ
の
客

員
教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

寄
付
講
座
で
は
、
特
に
運
動
や

食
事
と
代
謝
マ
ー
カ
ー
改
善
と

の
関
係
を
み
た
臨
床
研
究
を
て

が
け
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
共

同
研
究
を
通
し
て
、
金
沢
大
学

医
学
部
第
二
内
科
動
脈
硬
化
研

究
室
と
の
連
携
を
深
め
て
参
り

ま
し
た
。
2005
年
４
月
か
ら
は
脂

質
研
究
講
座
（
寄
付
講
座
）
に

お
い
て
馬
渕
宏
教
授
の
も
と
、

症
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

を
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
と
い
う
疾
患
を
通
し
て
習

得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
担
当
し
て
お
り
ま

す
金
沢
医
科
大
学
総
合
内
科
学

は
漢
方
外
来
、
女
性
総
合
診
療

外
来
、
生
活
習
慣
病
外
来
が
統

合
さ
れ
こ
の
４
月
か
ら
新
た
に

発
足
し
た
部
門
で
す
。
今
後
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
脂
質
異
常

症
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
臨

床
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

診
療
に
お
い
て
、
他
科
の
医
師
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
と
の
良

好
な
人
間
関
係
、
協
働
体
制
を

確
立
し
、
や
り
が
い
が
あ
る
と

思
え
る
部
署
を
構
築
致
し
ま
す
。

教
育
に
お
い
て
、
卒
前
、
卒
後

教
育
で
一
人
の
患
者
を
前
に
し

た
時
に
病
気
を
診
る
の
で
は
な

く
て
患
者
さ
ん
と
い
う
人
間
を

診
る
と
い
う
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
を
強
調
し
て
指
導
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
と
も
、
こ
れ

ま
で
に
私
が
研
修
医
時
代
か
ら

長
年
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
千
葉
大
学
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
先
生
方
と
の

絆
を
大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
に
も
若
輩
、
浅
学
の

者
で
す
が
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
の

部
長
を
務
め
た
あ
と
同
セ
ン
タ

ー
武
蔵
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
長
を
へ
て
み
た
び
精

神
保
健
研
究
所
に
戻
り
所
長
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
こ
と

を
や
や
自
嘲
的
に
「
趣
味
は
転

勤
」
と
い
っ
て
き
ま
し
た
。

国
立
研
究
所
の
所
長
を
最
後

に
公
務
員
生
活
に
終
止
符
を
打

ち
、
そ
の
後
は
岐
阜
県
に
あ
り

ま
す
中
部
学
院
大
学
大
学
院
教

授
を
10
年
務
め
た
あ
と
、
2011
年

４
月
か
ら
清
泉
女
学
院
大
学
・

清
泉
女
学
院
短
期
大
学
の
学
長

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
一

貫
し
て
精
神
障
害
者
の
医
療
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ゐ
の
は

な
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
、今
春
の
叙

勲
者
の
名
前
が
４
名
載
っ
て
い

ま
し
た
が
私
の
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
学
に
貢
献
も

し
な
か
っ
た
か
ら
気
づ
か
れ
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、あ
ら
た
め

て
卒
業
後
の
50
年
を
振
り
返
る

と
そ
れ
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
の
お
手
配
に
よ
り
現
在

は
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。）

昭
和
41
年
３
月
に
大
学
院
を

修
了
し
ま
し
た
が
、
大
学
院
在

学
中
か
ら
群
馬
県
渋
川
市
に
あ

る
榛
名
病
院
で
管
理
職
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
長
野
県

立
駒
ヶ
根
病
院
か
ら
国
立
下
総

療
養
所
、
国
立
精
神
衛
生
研
究

所
と
渡
り
歩
き
、
さ
ら
に
厚
生

省
に
も
勤
務
し
ま
し
た
し
国
立

国
府
台
病
院
に
も
勤
務
し
ま
し

た
。
琉
球
大
学
の
医
学
部
づ
く

り
に
飛
ん
で
い
っ
た
か
と
思
う

と
教
育
学
部
に
招
か
れ
て
障
害

児
教
育
学
科
の
主
任
教
授
を
務

め
ま
し
た
が
本
土
に
戻
り
、
東

京
都
狛
江
保
健
相
談
所
長
を
し

た
か
と
思
う
と
東
京
都
立
中
部

総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

部
長
に
転
じ
、
そ
こ
か
ら
古
巣

り
、
病
院
現
場
か
ら
地
方
行
政

国
行
政
の
レ
ベ
ル
や
社
会
福
祉

法
人
理
事
長
と
し
て
精
神
障
害

者
の
地
域
生
活
支
援
に
関
わ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
褒
章
が
、
国
立

の
研
究
所
所
長
を
務
め
た
か
ら

と
い
う
の
で
は
な
く
精
神
障
害

者
の
み
な
ら
ず
知
的
障
害
者
や

認
知
症
高
齢
者
の
地
域
生
活
支

援
へ
の
関
わ
り
を
誉
め
て
い
た

だ
い
た
も
の
な
ら
ば
有
り
難
く

お
受
け
し
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
す
。
馴
染
み
深
い
厚
生
労
働

省
の
２
階
の
大
広
間
で
授
章
伝

達
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
席

に
同
級
生
の
横
山
健
郎
君
と
ご

一
緒
で
き
た
の
は
望
外
の
喜
び

で
し
た
。

平
成
24
年
春
の
叙
勲
に
際
し

て
、
は
か
ら
ず
も
瑞
宝
小
綬
章

を
頂
く
栄
光
に
浴
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
30
年
に
亘
る
千
葉
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
働
き
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
が

ん
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
関
係
者
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
昭
和
38
年
に
医
学
部
を

卒
業
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
後
、

大
学
院
生
と
し
て
故
百
瀬
剛
一

泌
尿
器
科
教
授
の
薫
陶
を
受
け
、

大
学
院
修
了
後
は
主
に
膀
胱
が

ん
と
凍
結
手
術
の
研
究
・
治
療

に
携
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
47
年
11
月
に
開
院
し
ま

し
た
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
に

出
向
を
命
じ
ら
れ
て
、
48
年
１

月
に
赴
任
し
平
成
15
年
３
月
定

年
退
職
す
る
ま
で
奉
職
し
ま
し

た
。
当
時
の
が
ん
の
治
療
技
術

金
沢
医
科
大
学
医
学
部
総
合
内
科
学

教
授　

小　

林　

淳　

二
（
金
沢
大
・
昭
59
）

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
中
綬
章

瑞
宝
中
綬
章
に
値
す
る
か
ど
う
か

吉　

川　

武　

彦
（
昭
36
）

瑞
宝
小
綬
章

叙
勲
に
あ
た
っ
て長　

山　

忠　

雄
（
昭
38
）

は
、
現
在
の
水
準
と
比
べ
る
と

非
常
に
稚
拙
な
も
の
で
あ
り
、

泌
尿
器
科
領
域
の
が
ん
に
対
す

る
診
断
・
手
術
方
法
・
放
射
線

治
療
・
化
学
療
法
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
新
し
い
技
術
の
開
発

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
緩
和
医
療
に
も
取

り
組
み
、
第
22
回
日
本
癌
治
療

学
会
（
昭
和
59
年
）
で
は
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
末
期
癌
患
者
の
ケ
ア
」
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
と
し
て
企
画

し
、
こ
れ
は
学
会
の
場
で
が
ん

患
者
の
ケ
ア
が
話
題
と
な
っ
た

記
念
す
べ
き
シ
ン
ポ
で
し
た
。

そ
の
後
、
麻
酔
科
教
授
故
水
口

公
信
先
生
達
と
共
に
千
葉
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
研
究
会
を
設
立
、

そ
の
他
に
日
本
死
の
臨
床
研
究

会
、
日
本
緩
和
医
療
学
会
、
日

本
臨
床
死
生
学
会
な
ど
に
も
関

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
全
て
の
人

が
回
避
出
来
な
い
死
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
、
特
に
医
療
従

事
者
に
は
必
要
で
あ
る
と
の
思

い
で
今
ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。平

成
９
年
４
月
に
期
せ
ず
し

て
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
長
を

拝
名
し
ま
し
た
。
巡
り
あ
わ
せ

も
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
診
療
施

設
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参

加
、
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
と

M
IT

の
利
根
川
進
教
授
グ
ル
ー

プ
と
の
研
究
交
流
、
が
ん
セ
ン

タ
ー
創
立
25
周
年
事
業
、
第
40

回
全
国
が
ん
（
成
人
病
）
セ
ン
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タ
ー
協
議
会
総
会
、
千
葉
が
ん

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
創
立
30

周
年
事
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
組
織
整
備

に
関
し
て
は
、
懸
案
で
あ
っ
た

セ
ン
タ
ー
内
禁
煙
、
乳
腺
外
科

の
独
立
、
画
像
診
断
部
の
整
備
、

病
院
全
体
の
退
院
登
録
の
実
施
、

輸
血
療
法
科
の
新
設
、
凍
結
組

織
保
存
管
理
シ
ス
テ
ム
、
院
外

処
方
・
外
来
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病

院
の
指
定
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
施
設
整
備
で
は
、

外
来
化
学
療
法
室
の
増
築
、
直

線
加
速
装
置（CLINAC

装
置
）

の
導
入
、
緩
和
医
療
セ
ン
タ
ー

の
開
設
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
期
せ
ず
し
て
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
の
指
定
要
件
で
あ
り

先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

定
年
後
、
第
６
回
日
本
緩
和

医
療
学
会
を
会
長
と
し
て
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
し
、
こ
れ
を
機

に
緩
和
医
療
は
日
本
癌
治
療
学

会
の
一
部
門
と
し
て
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
臨
床
死
生
学
会

の
理
事
長
を
今
も
続
け
て
お
り
、

ま
た
今
年
４
月
か
ら
は
城
西
国

際
大
学
に
新
設
さ
れ
た
地
域
福

祉
・
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所

長
と
し
て
、
医
療
関
連
の
薬
学

部
・
福
祉
学
部
・
看
護
学
部
の

学
内
３
学
部
横
断
的
な
教
育
・

研
修
・
研
究
の
取
り
組
み
に
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
健
康
が
許
さ
れ
る
限
り
社
会

お
よ
び
千
葉
県
に
貢
献
し
て
行

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発

展
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

　
　
　

疾
患
制
御
ゲ
ノ
ム
医
学
ユ
ニ
ッ
ト

加　

藤　

直　

也
（
昭
61
）

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
ゐ
の

は
な
同
窓
会
学
術
賞
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
感
激
し
て
お
り

ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
と
肝
癌
の
病
態
解
明
と

治
療
応
用
」
で
す
。
私
は
千
葉

大
学
を
昭
和
61
年
に
卒
業
後
、

故
奥
田
邦
雄
教
授
が
主
催
さ
れ

て
い
た
第
一
内
科
に
入
局
、
小

俣
政
男
先
生
（
前
東
京
大
学
消

化
器
内
科
教
授
）、
横
須
賀
收
先

生
（
現
消
化
器･

腎
臓
内
科
学

教
授
）
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

医
学
研
究
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

当
時
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｃ

型
肝
炎
の
臨
床
と
研
究
に
従
事

し
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
スRNA

の
定
性
法
お
よ
び
定
量
法
を
確

立
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

効
果
が
ウ
イ
ル
ス
量
に
規
定
さ

れ
る
こ
と
を
初
め
て
報
告
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、「
血

中
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
スRNA

の

定
性
と
定
量
─
特
に
そ
の
臨
床

的
有
用
性
に
つ
い
て
─
」
に
よ

り
、
千
葉
大
学
に
て
学
位
を
取

得
し
ま
し
た
。
1992
年
か
ら
は
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
に
て

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
研
究
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
1993
年
に
小
俣

教
授
主
宰
の
東
京
大
学
第
二
内

科
（
現
消
化
器
内
科
）
に
入
局
、

引
き
続
き
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、

肝
癌
の
臨
床
と
研
究
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
蛋
白
の
機
能
解
析

を
、
炎
症
・
発
癌
の
観
点
か
ら

行
い
ま
し
た
。NS5A

蛋
白
に

転
写
活
性
化
能
が
あ
り
、p53

と
結
合
し
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
阻

害
す
る
こ
と
、
コ
ア
蛋
白
が

N
F
κB

、M
A

P kinase

、

TGF
β

の
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝

達
系
を
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど

を
見
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
研

究
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

蛋
白
が
Ｃ
型
肝
炎
に
お
け
る
炎

症
や
線
維
化
・
発
癌
に
直
接
関

連
し
て
い
る
可
能
性
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
は
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
か
ら
逃

避
す
る
機
構
、p53

やRNA

干

渉
を
阻
害
し
持
続
感
染
す
る
機

構
な
ど
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

と
自
然
免
疫
と
の
関
連
に
つ
き

研
究
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
肝
炎

に
関
し
て
も
、
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

治
療
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
る

耐
性
機
序
を
解
明
し
、
耐
性
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
新
た
な
治
療

法
を
提
唱
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
肝
癌
の
網
羅
的

遺
伝
子
発
現
解
析
や
発
癌
に
寄

与
す
る
宿
主
側
因
子
の
解
析
を

行
い
、
新
た
な
治
療
法
と
そ
の

分
子
機
序
解
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
に
は
、M

ICA

遺
伝

子
多
型
が
Ｃ
型
肝
癌
の
な
り
や

す
さ
に
関
連
す
る
こ
と
を
見
出

し
、Nature Genetics

誌
に
発

表
し
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
の
特
任
准
教

授
と
し
て
、
引
き
続
き
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
と
肝
癌
の
研
究
お
よ

び
臨
床
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
は
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻

害
薬
な
ど
の
新
た
な
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
が
開
発
さ
れ
、
い
よ
い
よ

全
て
の
患
者
に
お
い
て
ウ
イ
ル

ス
駆
除
、
す
な
わ
ち
治
癒
が
目

指
せ
る
将
来
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
に
お
い

て
は
、
ウ
イ
ル
ス
駆
除
に
は
至

ら
な
い
も
の
の
、
核
酸
ア
ナ
ロ

グ
に
よ
り
そ
の
増
殖
を
確
実
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
の
研
究
を
開
始
し

た
頃
か
ら
考
え
れ
ば
、
感
慨
も

ひ
と
し
お
で
す
。
そ
れ
で
も
し

ば
ら
く
は
肝
癌
の
問
題
は
残
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
肝
炎
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

は
異
な
る
肝
発
癌
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
本

受
賞
を
励
み
に
、
今
ま
で
の
研

究
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
小

俣
政
男
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

諸
先
生
方
に
深
謝
致
し
ま
す
。

学
術
賞

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
に
よ
せ
て

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

第
十
八
回（
二
〇
一
三
年
度
）ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ

り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に

高
い
貢
献
を
し
た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功
労
賞　
　
　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学

お
よ
び
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し

た
者
。

二
、
表
彰

　

①
社
会
貢
献
賞　
（
三
件
以
内
）　 

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功
労
賞　
　
　
（
一
件
）　　
　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　

 　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　

 　

 

審
査
結
果
は
二
〇
一
三
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共

に
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

 
申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

＊
規
定
改
定
に
つ
い
て
25
面
に
掲
載
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千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
・
臨
床
免
疫
学

鈴　

木　

浩
太
郎
（
平
₆
）

こ
の
た
び
は
学
術
賞
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
わ
た
し
の
略

歴
を
記
し
ま
す
。
平
成
六
年
に

千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
二

内
科
に
入
局
。
大
学
病
院
で
一

年
間
の
研
修
の
後
、
社
会
保
険

船
橋
中
央
病
院
、
横
浜
労
災
病

院
で
内
科
の
研
修
を
終
え
た
後
、

平
成
十
年
よ
り
千
葉
大
学
大
学

院
医
学
研
究
院
細
胞
治
療
学
に

て
齋
藤
康
教
授
の
指
導
の
下
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
お
け
る
エ

フ
ェ
ク
タ
ー
細
胞
で
あ
る
肥
満

細
胞
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
学
位
取
得
後
、
平
成
十

六
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
ラ
ホ
ヤ
に
あ
る
ソ
ー

ク
研
究
所
に
留
学
しVerma

博

士
の
指
導
の
下
で
行
っ
た
「
肥

満
細
胞
脱
顆
粒
機
構
の
解
明
」

に
対
し
て
、
今
回
学
術
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
の
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
ま
す
と
ど
の
職
場
に
お
い

学
術
賞

て
も
模
範
と
す
る
べ
き
尊
敬
で

き
る
諸
先
生
方
に
巡
り
会
う
こ

と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
せ
ず

に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
船
橋
中

央
病
院
で
は
櫻
田
正
也
先
生
に
、

横
浜
労
災
病
院
で
は
西
川
哲
男

先
生
に
、
細
胞
治
療
学
講
座
で

は
、
岩
本
逸
夫
先
生
、
そ
し
て

今
で
も
引
き
続
き
ご
指
導
い
た

だ
い
て
い
る
中
島
裕
史
先
生
に
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
学
はScience

で
あ
り
、そ

れ
に
基
づ
い
た
診
断
、
治
療
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
し

か
し
、
そ
の
背
景
に
は
病
気
で

苦
し
む
患
者
さ
ん
や
心
配
す
る

ご
家
族
へ
の
深
い
愛
情
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
医
師
と
し
て
あ
る
べ
き
姿

勢
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
、

先
に
挙
げ
た
先
生
た
ち
と
直
接

話
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
隣
で
そ
の
働
き
ぶ
り

を
拝
見
し
て
い
る
だ
け
で
、
医

療
や
研
究
に
対
す
る
弛
む
こ
と

の
な
い
向
上
心
、
情
熱
と
い
っ

た
も
の
を
肌
で
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
留

学
し
て
そ
の
よ
う
な
思
い
は
さ

ら
に
強
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ソ
ー
ク
研
究
所
は
、Jonas 

Salk

博
士
（
1914
〜
1995
）
に
よ
り

建
立
さ
れ
た
研
究
所
で
す
。
研

究
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

“Where cures begin

”で
あ

り
、
す
べ
て
の
研
究
は
患
者
さ

ん
を
救
う
た
め
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
うSalk

博

士
の
意
志
が
今
で
も
強
く
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。Salk

博
士

は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

わ
た
し
の
尊
敬
し
て
い
る
点
は

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Salk

博
士
が
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

特
許
を
放
棄
し
た
お
か
げ
で
今

で
も
世
界
中
の
多
く
の
子
供
た

ち
が
ポ
リ
オ
の
脅
威
か
ら
守
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。Salk

研
究

所
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
今

で
も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
嬉
し
い
と
同
時
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

Salk

研
究
所
に
は
今
で
もSalk

博
士
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
“Hope lies in dreams, 

in imagination, and in the 
courage of those who dare 
to m

ake dream
s into 

reality.

”（
希
望
は
、
夢
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
す
る
人
の
、
夢
、

想
像
、
勇
気
、
の
中
に
あ
る
。）。

今
後
もSalk

博
士
の
意
志
を
忘

れ
ず
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、

リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
制
圧
の
た
め

に
診
療
、
研
究
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
び

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年　

春
の
叙
勲

　

旭
日
小
綬
章

　
　
　

藤
森　

宗
徳
（
昭
37
）

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　
　

吉
川　

武
彦
（
昭
36
）

　
　
　

横
山　

健
郎
（
昭
36
）

瑞
宝
小
綬
章

　
　

長
山　

忠
雄
（
昭
38
）

　
　

深
尾　
　

立
（
昭
39
）

　
　

荒
木　

國
興

　
　
　

（
日
本
大
・
昭
38
）

平成24年千葉大学校友会総会
日　　時　1₀月27日（土）　14時₀₀分～

場　　所　千葉大学けやき会館大ホール（千葉大学西千葉キャンパス）

総　　会　14時₀₀分～14時5₀分

講 演 会（名誉教授懇談会と合同）15時₀₀分～16時2₀分

　①：「千葉からアジアへ、アジアからアフリカへ　─結核疫学調査と医療・対策の進展─」

　　　講　師：小野崎　郁　史（世界保健機構STOP結核部メディカルオフィサー（ジュネーブ））

　②：「「長嶋学の創造」─長嶋ＶＳ野村─　学生はどちらを求めるか」

　　　講　師：明　石　要　一（千葉大学副理事（渉外担当）・教育学部教授）

在校生によるアトラクション（名誉教授懇談会と合同）16時2₀分～16時4₀分

懇 親 会（名誉教授懇談会と合同）16時45分～18時15分

場　　所：生協第一食堂　会費　5,₀₀₀円

祝　

叙　

勲
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る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
記

憶
障
害
が
改
善
す
る
と
、
患
者

が
怒
ら
な
く
な
り
介
護
が
楽
に

な
る
が
、
認
知
症
そ
の
も
の
は

改
善
し
な
い
そ
う
で
す
。
会
場

か
ら
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

少
人
数
な
が
ら
も
活
気
の
あ
る

講
演
会
で
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
場
に
部
屋

を
移
し
、
全
員
で
、
福
武
先
生

を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影
を
行
っ

た
後
、本
位
田
泰
介
先
生
の「
乾

杯
」
の
御
発
声
で
、
懇
親
会
に

移
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
席
で

も
、
福
武
先
生
を
中
心
に
、
認

知
症
や
介
護
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
青
木
謹
（
昭
36
）、
本
多

満
（
昭
37
）、
原
久
彌
（
昭
34
）、

福
武
敏
夫
（
昭
56
）、
本
位
田
泰

介
（
昭
28
）、
佐
伯
陳
哉
（
昭

35
）、
関
谷
信
平
（
昭
38
）

後
列
：
辻
博
勝
（
平
２
）、
武
内

重
樹
（
北
里
・
昭
53
）、
林
宗
寛

（
昭
60
）、
伊
賀
寧
（
聖
マ
リ
・

平
２
）、
渡
辺
啓
治
（
昭
61
）、

水
谷
正
彦
（
昭
52
）、
天
野
晋

（
平
３
）、
相
正
人
（
島
根
・
平

９
）

 

（
辻　

博
勝
）

　

松
戸
ゐ
の
は
な
会

平
成
24
年
３
月
10
日
（
土
）、

平
成
23
年
度
松
戸
ゐ
の
は
な
会

は
千
葉
大
学
医
学
研
究
院
病
原

分
子
制
御
学
教
授
の
野
田
公
俊

先
生
を
お
招
き
し
、「
ミ
ク
ロ
の

世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

題
す
る
御
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
野
田
教
授
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
全
国
の
小
学

生
・
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

と
し
て
、
同
題
名
の
出
張
講
演

（
無
料
）
を
な
さ
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
生

は
250
校
５
万
５
千
人
を
超
え
る

そ
う
で
す
（
平
成
23
年
12
月
現

在
）。松戸

ゐ
の
は
な
会
で
は
「
中

学
生
向
け
講
演
」
を
し
て
頂
く

各
地
ゐ
の
は
な
会

 
だ
よ
り

栃
木
ゐ
の
は
な
会

総
会
開
催
報
告

平
成
24
年
１
月
24
日
（
日
）

栃
木
ゐ
の
は
な
会
は
宇
都
宮
市

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
て

ゐ
の
は
な
同
窓
会
・
伊
藤
晴
夫

会
長
、
ゐ
の
は
な
会
茨
城
県
支

部
・
渕
上
隆
代
表
、
群
馬
ゐ
の

は
な
会
・
鈴
木
守
会
長
、
東
京

ゐ
の
は
な
会
・
済
陽
高
穂
会
長

を
御
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。特

別
講
演
は
「
最
新
の
子
宮

が
ん
予
防
薬
に
つ
い
て
］
と
題

し
て
、
獨
協
医
科
大
学
産
婦
人

科
教
授
深
澤
一
雄
先
生
に
戴
き
、

ま
た
獨
協
医
科
大
学
学
長
稲
葉

憲
之
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
戴
き

ま
し
た
。続
く
懇
親
会
で
は「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
医
療
問
題
に
つ
い
て
」

と
「
今
後
の
健
康
保
険
制
度
」

な
ど
に
関
し
て
話
題
が
も
り
あ

が
っ
た
。

Ｐ
Ｍ
６
：
00
、
来
年
度
で
の

再
開
を
約
し
て
中
締
め
を
し
ま

し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
糸
井
久
雄
（
昭
26
）、
大

井
利
夫
（
昭
35
）、
柴
﨑
晃
（
昭

28
）、
伊
藤
晴
夫
（
昭
39
）、
坂

田
早
苗
（
昭
34
）、
淵
上
隆
（
昭

36
）、
鈴
木
守
（
昭
39
）、
済
陽

高
穂
（
昭
45
）

二
列
目
：
杉
田
敏
夫
（
昭
50
）、

布
川
武
男
（
昭
32
）、
本
多
陸
人

（
昭
42
）、
松
岡
明
（
昭
52
）、
早

乙
女
勇
（
昭
48
）、
星
野
聰
（
昭

43
）、
稲
葉
憲
之
（
昭
47
）、
上

山
滋
太
郎
（
昭
33
）、
斎
藤
弘
司

（
昭
43
）、
深
澤
一
雄
（
昭
55
）

後
列
：
門
馬
公
経
（
昭
42
）、
高

原
正
信
（
昭
57
）、
山
﨑
一
馬

（
昭
51
）、
須
田
啓
一
（
昭
52
）、

十
川
康
弘
（
昭
55
）、
大
宮
安
紀

彦
（
昭
53
）、
大
内
聡
（
昭
63
）、

山
西
友
典
（
昭
57
）、
長
井
千
輔

（
昭
50
）、
戸
邉
豊
総
（
旭
川
医

大
・
平
元
）、
森
偉
久
夫
（
昭

51
）、
岩
本
容
武
（
平
５
）、
崎

尾
秀
彰
（
昭
44
）、
貝
淵
俊
光

（
平
５
）

 

（
大
宮
安
紀
彦
）

安
房
ゐ
の
は
な
会

平
成
24
年
３
月
８
日
（
木
）

午
後
７
時
よ
り
、
安
房
ゐ
の
は

な
会
学
術
講
演
会
が
、
南
房
総

富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
於
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
房
ゐ
の

は
な
会
会
長
・
青
木
謹
先
生
よ

り
、
会
員
の
親
睦
・
交
流
を
深

め
よ
う
と
い
う
御
発
案
が
あ
り
、

今
年
度
よ
り
定
例
総
会
の
他
に

学
術
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
記
念
す
べ
き
第
１
回

目
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
亀
田
総
合
病
院
神
経

内
科
部
長
・
福
武
敏
夫
先
生
を

お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
武
先
生
に
は
、
渡
辺
啓
治

先
生
の
座
長
で
、「Dementia

（
認
知
症
）
の
臨
床
」
と
題
し
て

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
の
長
年
に
亘
る
臨
床
経
験

を
も
と
に
、
認
知
症
の
診
断
か

ら
治
療
ま
で
、
門
外
漢
の
自
分

で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
例
を

挙
げ
て
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

現
在
の
記
憶
障
害
が
元
で
、
過

去
の
記
憶
に
沿
っ
て
行
動
し
よ

う
と
す
る
た
め
に
、
怒
り
や
戸

惑
い
、
意
味
不
明
な
言
動
を
す
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よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
細

菌
・
ウ
ィ
ル
ス
・
酵
母
・
カ
ビ

な
ど
の
微
生
物
（
ミ
ク
ロ
の
世

界
）
が
ヒ
ト
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
係
わ
っ
て
い
る
の
か
や
、

彼
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
の
対
応

を
誤
る
と
生
命
が
脅
か
さ
れ
る

事
態
を
招
く
こ
と
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
て
頂

き
ま
し
た
。

会
員
の
大
半
は
学
生
時
代
以

来
接
し
た
こ
と
の
な
い
微
生
物

学
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
て
引
き
込
ま
れ
て

行
っ
た
よ
う
で
す
。
教
授
か
ら

の
突
然
の
質
問
に
戸
惑
っ
た
り

も
し
ま
し
た
が
、
忘
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
り
新
し
い

知
識
を
習
得
し
た
り
な
ど
心
地

よ
い
学
習
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
小
中
高
校

生
が
理
科
分
野
に
関
心
と
驚
き

を
も
つ
た
め
に
はearly expo-

sure

が
大
切
で
あ
る
と
の
野
田

教
授
の
思
い
が
よ
く
伝
わ
る
講

義
で
し
た
。

専
門
的
な
事
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
す
る
と
い
う
野
田
教
授

の
話
法
を
、
私
ど
も
が
患
者
さ

ん
に
病
状
を
説
明
す
る
際
に
活

か
し
て
い
ま
す
。

第
13
巻
（
平
成
23
年
度
）
ま

で
手
作
り
で
あ
っ
た
「
松
戸
ゐ

の
は
な
会
報
」
を
第
14
巻
（
平

成
24
年
度
）
よ
り
冊
子
に
切
り

替
え
る
予
定
で
す
。
な
お
、
現

在
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
長
：
小
野
和
則
（
昭
51
）、
副

会
長
：
石
島
秀
紀
（
昭
60
）・
飯

田
哲
（
昭
62
）、
幹
事
：
田
代
淳

（
昭
60
）・
青
木
俊
郎
（
昭
63
）・

武
田
直
己
（
平
２
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
香
西
襄
（
昭
38
）、
篠
原

寛
休
（
昭
35
）、
野
田
公
俊
教

授
、
植
村
研
一
（
昭
34
）、
小
野

和
則
（
昭
51
）、
渡
辺
寛
（
昭

41
）

後
列
：
澁
谷
潔
（
昭
61
）、
田
代

淳
（
昭
60
）、
堂
垂
伸
治
（
昭

60
）、
石
島
秀
紀
（
昭
60
）、
北

野
邦
孝
（
昭
46
）、
篠
塚
正
彦

（
昭
51
）、
武
田
直
己
（
平
２
）、

藤
塚
光
慶
（
昭
43
）、
大
塚
薫

（
昭
47
）、
小
林
伸
行
（
昭
41
）、

山
口
卓
秀
（
昭
57
）、
宮
本
茂
樹

（
昭
51
）、
木
村
亮
（
昭
57
）、
岩

井
直
路
（
昭
57
）、
青
木
俊
郎

（
昭
63
）、
島
田
薫
（
昭
57
）、
齊

藤
丈
夫
（
昭
61
）

撮
影
時
不
在
：
菊
地
浩
之
（
昭

61
）（於

：
聖
徳
大
学
10
号
館
12
Ｆ

セ
レ
ネ
）

 

（
小
野
和
則
）

江
戸
川
ゐ
の
は
な
会

総
会
開
催

５
月
19
日
（
土
）、「
平
成
24

年
度
江
戸
川
ゐ
の
は
な
会
総
会
」

が
墨
田
区
の
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京
「
蓬
菜
」
に
て
開
か

れ
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
13
名
出

席
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
講
演
は
、
千
葉
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
放
射
線
科
、

宇
野
隆
教
授
よ
り
「
放
射
線
治

療
の
進
歩
と
今
後
」
の
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
日
々
進
化
す
る

放
射
線
治
療
の
最
新
の
情
報
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
の
診

療
に
非
常
に
役
立
つ
お
話
で
し

た
。次

い
で
、
東
邦
大
学
医
療
セ

ン
タ
ー
佐
倉
病
院
整
形
外
科
、

中
川
晃
一
教
授
よ
り
「
関
節
炎

の
治
療
に
関
す
る
最
新
の
話
題
」

の
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
リ
ウ

マ
チ
疾
患
の
新
し
い
知
見
や
膝

関
節
の
治
療
は
日
進
月
歩
を
感

じ
ま
し
た
。

総
会
は
、
小
野
健
次
郎
先
生

（
昭
39
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
23
年
度
の
収
支
報
告
と
円
滑

に
進
行
し
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
懇
親
会
へ
と
移
り

歓
談
し
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
伊
谷
昭
幸
（
昭
30
）、
藤

山
嘉
信
（
昭
30
）、
宇
野
隆
（
昭

63
）、
中
川
晃
一
（
平
２
）、
小

野
健
次
郎
（
昭
39
）、
一
志
典
夫

（
専
25
）、
秋
田
徹
（
昭
51
）

後
列
：
竹
内
孝
治
（
平
３
）、
森

照
男
（
昭
53
）、
宮
澤
浩
（
昭

63
）、
岡
本
和
久
（
平
２
）、
松

尾
直
樹
（
平
８
）、
岡
田
吉
弘

（
平
２
）、
小
島
博
之
（
平
３
）、

道
下
崇
史
（
平
15
）

 

（
岡
本
和
久
）

君
津
木
更
津
ゐ
の
は
な
会

平
成
24
年
度
総
会
報
告

平
成
24
年
５
月
30
日
木
更
津

市
の
東
京
ベ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
地
区
同
窓
会
の
年
次
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
当
地
区
は
110
名

の
会
員
を
数
え
る
が
、
今
回
は

38
名
の
出
席
を
み
た
。

ま
ず
会
長
の
松
清
央
先
生

（
昭
43
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
昨

年
ご
逝
去
さ
れ
た
葛
田
瑞
世
先

生
（
昭
25
）、
元
医
師
会
長　

鹿

間
敏
夫
先
生
（
慈
恵
医
大
・
昭

29
）
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続
い

て
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
会

員
の
動
向
報
告
が
な
さ
れ
た
。

地
区
医
師
会
か
ら
青
柳
博
会
長

（
昭
49
）
が
、
一
般
社
団
法
人
化

に
向
か
っ
て
舵
を
切
っ
た
こ
と

を
報
告
し
た
。
ま
た
当
会
員
の

北
村
伸
哉
が
会
長
を
し
、
本
年

度
当
地
で
開
催
さ
れ
る
日
本
航

空
医
療
学
会
に
対
し
て
寄
付
、

協
力
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
放
射
線
医
学
の

教
授
に
な
ら
れ
た
宇
野
隆
先
生

に
お
い
で
い
た
だ
き
、『
放
射
線

治
療
の
進
歩
と
今
後
』
の
御
講

演
を
頂
い
た
。
照
射
野
を
よ
り

精
緻
に
し
て
き
た
歴
史
、
３
Ｄ

照
射
か
ら
４
Ｄ
照
射
へ
の
進
歩

を
お
聞
か
せ
頂
い
た
。
こ
れ
か

ら
も
理
工
学
と
医
学
の
協
力
の

分
野
に
お
い
て
千
葉
大
学
の
こ

れ
か
ら
の
発
展
が
確
信
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
会
員
以
外
の
研

修
医
や
若
い
医
師
に
も
た
く
さ

ん
参
加
し
て
頂
き
、
当
地
区
の

長
老
会
員
の
薬
丸
比
呂
志
先
生

（
昭
16
）
の
大
変
矍
鑠
た
る
乾
杯

で
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
も
木
更
津
の
夜
の
街
に
繰
り

出
し
旧
交
を
温
め
、
医
療
の
問

題
や
人
生
感
に
つ
い
て
熱
く
語

り
合
っ
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
土
屋
俊
一
（
金
沢
・
昭

51
）、
鈴
木
紀
彰
（
昭
50
）、
礒

部
勝
見
（
横
市
大
・
昭
43
）、
福

山
悦
男
（
昭
36
）、
神
田
勝
夫

（
昭
22
）、薬
丸
比
呂
志（
昭
16
）、

宇
野
隆
（
昭
63
）、
松
清
央
（
昭

43
）、
青
柳
博
（
昭
49
）、
片
海

七
郎
（
東
邦
大
・
昭
40
）、
田
中
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寿
一
（
昭
43
）

二
列
目
：
太
田
正
志（
熊
本
大
・

平
６
）、
岡
陽
一
（
昭
56
）、
須

田
純
夫
（
昭
52
）、
永
島
薫
（
昭

56
）、
畦
元
亮
作
（
昭
58
）、
氷

見
壽
治
（
昭
55
）、
藤
巻
春
香

（
平
23
）、米
浦
直
子（
群
馬
大
・

平
18
）、
栗
田
健
郎
（
平
23
）、

諏
訪
部
信
一
（
平
３
）

三
列
目
：
吉
田
明
弘
（
昭
44
）、

渡
部
良
夫
（
昭
63
）、
山
田
慎
一

（
平
７
）、佐
田
諭
己（
大
分
大
・

平
23
）、
柳
澤
真
司
（
昭
60
）、

清
水
弘
則
（
平
４
）、
清
水
わ
か

子
（
昭
62
）、
遠
藤
博
久
（
昭

61
）、
北
村
伸
哉
（
平
元
）

後
列
：
李
元
浩
（
昭
53
）、
平
田

貴
（
昭
59
）、
山
本
健
介
（
昭

44
）、
島
居
傑
（
平
20
）、
林
洋

輔
（
平
23
）、
河
木
潤
（
島
根

大
・
平
３
）、
鮎
沢
溶
一
（
北

里
・
平
元
）、
竹
内
修
（
東
海

大
・
昭
61
）、
山
口
敏
広
（
北
里

大
・
昭
54
）

 

（
岡　

陽
一
）

　

い
す
み
ゐ
の
は
な
会

庭
樹
萎
び
る
ば
か
り
の
炎
威

の
中
、
平
成
24
年
文
月
29
日

（
日
）
の
午
后
４
時
よ
り
、
南
外

房
に
位
置
し
て
居
る
い
す
み
地

区
医
師
会
員
の
第
一
回
目
と
な

る
「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
」
を
大

原
の
割
烹
伝
九
郎
で
発
足
開
催

致
し
ま
し
た
。

い
す
み
医
師
会
に
は
約
20
名

ほ
ど
の
同
窓
会
員
が
所
属
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は
７
名
の

参
加
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
開
催
を
大
変
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
寧
日
な
く
御
活
躍

下
さ
っ
て
黄
泉
の
国
に
召
さ
れ

た
鈴
木
一
郎
先
生
（
昭
24
）
森

川
二
郎
先
生
（
昭
25
）
の
冥
福

を
祈
り
、
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。中

村
一
也
先
生
の
御
発
声
で

乾
杯
し
、
暑
さ
に
負
け
ず
皆
で

大
い
に
飲
み
食
べ
て
、
と
て
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
中
嶋
弘
道

先
生
の
中
締
め
の
あ
と
も
、
殆

ん
ど
の
先
生
方
が
二
次
会
に
参

卒
後
60
周
年
記
念
ク
ラ
ス
会

（
昭
28
）　

昭
和
28
年
千
葉
大
学
医
学
部

卒
業
ク
ラ
ス
会
を
平
成
24
年
５

月
19
日
、
東
京
銀
座
ロ
ー
ラ
ン

で
開
催
し
た
。

早
い
も
の
で
卒
業
後
60
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
級

生
は
大
方
80
歳
な
か
ば
に
な
り
、

病
床
に
あ
る
者
、
物
故
者
も
47

名
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
伴
者
・
物
故
者
の
家
族
を
含

め
て
27
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

金
子
敏
郎
君
の
開
会
の
挨
拶
、

物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
各
自

近
況
報
告
を
し
て
盛
会
で
あ
っ

た
。次

会
は
戸
賀
崎
・
近
藤
・
松

本
君
等
が
幹
事
に
横
浜
で
開
く

事
を
決
め
閉
会
し
た
。

ク
ラ
ス
会

加
さ
れ
、
歌
と
踊
り
で
熱
帯
夜

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。

発
起
人
の
一
人
で
あ
る
井
出

勝
康
先
生
（
昭
40
）
は
、
当
日

体
調
を
く
ず
さ
れ
て
欠
席
に
な

り
ま
し
た
が
、
第
二
回
以
降
は

も
う
少
し
涼
し
い
時
期
に
開
催

し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で

話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
必
ず
し
も
全
員
の
先

生
に
は
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
次
回
は
全
員
の
先
生

に
声
を
か
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず

つ
会
を
育
て
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
山
本
和
男
（
鳥
取
大
・

昭
62
）、
中
村
一
也
（
慶
応
大
・

昭
22
）、
赤
松
徹
（
昭
48
）、
中

嶋
弘
道
（
昭
43
）

後
列
：
土
屋
博
（
旭
川
医
大
・

平
７
）、
木
元
博
史
（
昭
61
）、

坂
中
進
（
平
元
）（

坂
中　

進
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報 第161号（11） ク ラ ス 会  

写
真
右
か
ら

前
列
：
福
島
通
夫
、
中
島
哲
二
、

永
瀬
敏
行
、
永
瀬
夫
人
、
中
野

夫
人
、
窪
田
叔
子
、
鈴
木
日
出

和
、
佐
野
迪
雄

二
列
目
：
山
森
喬
夫
、
中
野
繰

一
、
大
津
正
典
、
荒
木
晃
、
佐

藤
忠
夫
、
渡
辺
四
郎
、
野
口
晃

平後
列
：
和
田
房
治
、
大
原
一
夫
、

奥
平
昌
彦
、
根
本
幸
一
、
島
崎

淳 

（
島
崎　

淳
） 　

山
紫
会卒業

52
周
年

（
昭
34
）　

平
成
24
年
３
月
25
日
御
茶
ノ

水
銀
座
ア
ス
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
（
昼
食
会
）。
平
成
21
年
11
月

に
卒
業
50
周
年
記
念
の
山
紫
会

を
開
催
し
た
後
、
22
年
度
内
に

は
51
周
年
の
会
を
開
催
の
予
定

で
23
年
３
月
13
日
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
と
決
め
て
32
名
の
出

席
連
絡
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、

直
前
の
11
日
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
て
中
止
と
な
り
、
改

め
て
幹
事
の
長
尾
佳
子
さ
ん
、

松
本
博
雄
君
、
吉
井
勇
君
、
谷

嶋
俊
雄
君
、
神
田
芳
郎
君
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
参
加
者
は
31
名
で
あ

つ
た
。
こ
の
間
残
念
な
事
に
関

泰
男
君
、
長
山
浩
二
君
が
逝
去

さ
れ
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

皆
喜
寿
を
超
え
る
年
齢
と
な
り
、

現
役
を
退
い
て
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
人
生
を
楽
し
む
人
も
増

え
て
い
る
。

今
回
は
長
尾
さ
ん
と
谷
嶋
君

の
発
案
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
韋
文
鑑
君
がskype
（
ス
カ

イ
プ
）
と
い
う
衛
星
通
信
を
介

し
て
参
加
、
時
差
を
調
整
し
て

深
夜
の
参
加
は
大
変
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
久
し
ぶ
り
に
み
ん

な
と
顔
を
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
べ

り
し
、
こ
ち
ら
の
会
の
楽
し
い

雰
囲
気
も
十
分
に
伝
わ
っ
た
様

子
だ
っ
た
。
次
回
は
新
し
い
開

催
地
で
開
催
の
予
定
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
谷
嶋
俊
雄
、
塩
川
喜
之
、

三
浦
光
彦
、
藤
田
昌
宏
、
横
山

哲
夫
、
清
水
順
三
郎
、
松
本
博

雄
、
津
金
澤
督
雄
、
植
田
伸
夫
、

松
原
保
、
飯
田
静
夫

後
列
：
片
山
純
男
、
吉
井
功
、

横
山
宏
、
田
口
勝
、
野
口
徹
男
、

永
井
順
、
植
村
研
一
、
神
田
芳

郎
、
高
木
良
章
、
遠
藤
幸
男
、

清
水
精
子
、
吉
川
保
雄
、
長
尾

佳
子
、
飯
田
暢
子
、
高
橋
功
、

小
林
充
尚
、
荒
木
英
爾
、
山
本

成
元
、
赤
星
至
朗
、
矢
野
柾
多

 

（
飯
田
静
夫
） 　

ゐ
の
は
な
37
会

卒
後
50
周
年
記
念

ク
ラ
ス
会
報
告　

（
昭
37
）　

今
年
は
猪
鼻
山
の
医
学
部
を

卒
業
し
て
50
周
年
を
迎
え
た
の

で
、
１
年
に
１
度
の
逢
瀬
七
夕

に
縁
起
を
担
ぎ
卒
後
50
周
年
記

念
ク
ラ
ス
会
を
恒
例
の
帝
国
ホ

テ
ル
扇
の
間
で
開
催
し
た
。
足

元
が
明
る
い
内
に
と
幹
事
の
配

慮
で
午
後
１
時
の
開
会
と
し
た

が
、
返
信
の
コ
メ
ン
ト
で
、
未

だ
診
療
時
間
内
な
の
で
、
休
診

し
て
の
参
加
は
出
来
ず
、
と
数

人
に
お
叱
り
を
受
け
た
。
殆
ど

が
後
期
高
齢
者
な
の
で
、
連
日

休
日
か
午
前
診
療
か
と
早
と
ち

り
し
た
幹
事
が
早
計
だ
っ
た
と

反
省
、
来
年
は
休
日
昼
間
と
し

よ
う
。
記
念
会
と
し
て
、
早
め

に
案
内
状
を
出
し
た
割
に
は
少

な
く
59
名
中
30
名
の
参
加
で
あ

っ
た
。
事
前
に
ゐ
の
は
な
同
窓

会
事
務
局
よ
り
、
今
年
度
か
ら

卒
後
50
年
生
各
自
に
卒
後
50
周

年
記
念
メ
ダ
ル
と
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
る
と
の
連
絡
を
受
け
た

の
で
、
復
信
の
な
い
会
員
に
は

そ
の
旨
を
伝
え
る
案
内
状
を
１

ケ
月
前
に
再
送
し
た
が
、
反
応

は
数
字
が
示
す
通
り
で
あ
っ
た
。

診
療
で
２
名
遅
刻
で
し
た
が
、

祝
賀
に
来
ら
れ
た
ゐ
の
は
な
同

窓
会
理
事
の
田
邉
政
裕
教
授
を

囲
み
集
合
写
真
撮
影
後
、
幹
事

　

爾　

久　

会（
昭
29
）　

毎
年
一
回
ク
ラ
ス
の
会
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
６
月

16
日
エ
ド
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。
天
気
予
報
は

激
し
い
雨
と
い
う
の
で
困
っ
た

こ
と
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
予

定
ど
お
り
18
名
と
ご
婦
人
２
名

集
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
昨
年
来
逝
去
さ
れ
た
竹

内
信
輝
、
大
藤
正
雄
の
両
君
、

お
よ
び
一
年
上
の
窪
田
靖
夫
先

生
（
窪
田
叔
子
君
の
夫
君
）
の

ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
し
、
つ
い

で
本
日
最
年
長
の
永
瀬
君
の
開

会
の
辞
か
ら
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
傘
寿
を
超
し
た
全
員
も
何

ら
か
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
爾

久
会
の
活
力
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
残
念
な
の
は
、
注
文

の
酒
が
あ
ま
っ
て
お
り
、
酒
量

減
少
で
し
た
。
来
年
の
再
開
を

期
し
、
数
名
の
寮
歌
の
の
ち
最

若
年
の
和
田
君
の
言
葉
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。 （

幹
事
：
金
子
敏
郎
、
戸
賀
崎
義
洽
、
奥
井
勝
二
）

卒後60周年記念クラス会（昭28）
出席者の寄書き
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杉
岡
の
司
会
で
開
会
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
か
ら
の
卒
後
50
周
年

感
謝
状
と
記
念
メ
ダ
ル
の
件
の

経
緯
と
返
信
の
あ
つ
た
全
会
員

の
コ
メ
ン
ト
・
フ
ァ
イ
ル
を
提

示
し
出
席
報
告
、
昨
年
の
会
計

報
告
後
、
無
念
に
も
卒
後
50
周

年
を
迎
え
ず
幽
明
境
を
異
に
し

た
16
名
の
物
故
会
員
を
偲
び
黙

祷
。田

邉
教
授
が
次
ぎ
に
会
議
予

定
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
か
ら
の
賀
状
、
記

念
メ
ダ
ル
贈
呈
式
を
前
倒
し
、

石
山
淳
一
君
が
代
表
し
て
拝
受

し
た
。
感
謝
状
の
文
面
「
〜
前

文
略
、
千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た　

こ
こ
に
永
年
の
功

績
を
讃
え
る
と
と
も
に
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
会
長　

伊
藤
晴
夫
。
わ
が
身
を
省
み
て

こ
の
感
謝
状
に
相
応
し
い
か
赤

面
の
至
り
で
恐
縮
至
極
で
あ
る
。

記
念
メ
ダ
ル
は
田
邉
教
授
の
解

説
に
よ
る
と
「
千
葉
医
学
」
の

伝
統
で
あ
る
「
獅
胆
鷹
目
行
以

女
手
」
を
図
案
化
し
た
獅
子
と

鷹
と
赤
い
ハ
ー
ト
を
女
性
の
優

し
い
双
手
で
支
え
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
メ
ダ
ル
に
習
い
、

女
手
で
の
シ
ャ
ン
パ
ン
乾
杯

を
！
と
の
掛
け
声
あ
り
、
本
日

の
紅
２
点
の
中
、
茅
ケ
崎
か
ら

の
矢
野
靖
子
さ
ん
の
乾
杯
発
声

で
祝
賀
懇
親
会
へ
、
以
後
、
進

行
役
は
幹
事
岩
倉
君
が
担
当
、

各
自
、
現
況
、
来
し
方
行
く
末

の
３
分
厳
守
の
ス
ピ
ー
チ
で
、

生
涯
現
役
、医
師
定
年
、悠
々
？

自
適
、
晴
耕
雨
読
、
ガ
ン
や
生

活
習
慣
病
と
共
存
・
天
職
続
行
、

新
医
学
書
再
読
、
地
域
社
会
ヘ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
原
発
事
故
被

曝
者
医
療
へ
余
生
を
、
な
ど
な

ど
大
い
に
吹
き
放
題
、
盛
り
上

が
っ
た
。
岩
倉
座
長
の
巧
き
裁

量
に
て
２
時
間
半
ピ
タ
リ
で
お

開
き
、
感
謝
状
と
記
念
メ
ダ
ル

に
速
現
の
集
合
写
真
を
手
に
流

れ
散
会
と
し
た
。
加
齢
と
帰
路

を
考
慮
し
て
２
次
会
は
設
定
せ

ず
、ア
フ
タ
ー
・
フ
ォ
ー
は
各
自
、

自
己
責
任
に
て
お
願
い
し
た
。

今
回
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
役

員
方
の
企
画
実
行
さ
れ
た
卒
後

50
周
年
記
念
事
業
の
ご
高
配
に

深
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
事
前

に
出
席
者
分
周
到
に
準
備
配
送

し
て
頂
い
た
事
務
局
の
清
水
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
半
世

紀
以
上
前
、
多
く
の
キ
ラ
星
の

よ
う
に
輝
く
名
物
教
授
に
良
き

薫
陶
を
受
け
た
千
葉
医
学
シ
ュ

ー
レ
不
肖
？
の
ゐ
の
は
な
37
ク

ラ
ス
と
し
て
、
今
回
の
事
業
に

よ
り
、
筆
者
の
み
な
ら
ず
誰
も

が
卒
業
時
の
千
葉
医
学
の
原
点

に
帰
り
、
愛
学
心
、
母
校
愛
を

鼓
舞
さ
れ
た
と
思
う
。
急
速
、

千
葉
大
学
医
学
部
135
周
年
記
念

事
業
に
謝
礼
の
意
を
込
め
て
、

参
加
者
の
賛
同
を
得
て
、
そ
の

場
で
協
賛
を
し
ま
し
た
こ
と
を

付
記
い
た
し
ま
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
杉
岡
昌
明
、
中
山
博
、

奥
山
隆
保
、
宍
倉
正
胤
、
田
邉

教
授
、
矢
野
靖
子
、
油
井
真
知

子
、
岩
倉
弘
毅

二
列
目
：
石
山
淳
一
、
黒
岩
璋

光
、
土
井
修
、
福
士
和
夫
、
十

林
賢
児
、
中
村
嘉
孝
、
伊
東
治

武三
列
目
：
勝
田
貞
夫
、
本
多
満
、

瀬
川
襄
、
小
野
幸
雄
、
大
原
啓

介
、
油
井
信
春

四
列
目
：
砂
倉
瑞
良
、
高
梨
健

治
、
柳
澤
健
一
郎
、
満
野
博
章
、

伊
藤
文
雄

最
後
列
：
大
野
孝
則
、
高
井
満
、

松
江
寛
人
（
小
林
總
介
、
山
根

友
二
郎
は
診
療
に
て
集
合
写
真

撮
影
に
間
に
合
わ
ず
）

 

（
杉
岡
昌
明
）

＊ 

記
念
メ
ダ
ル
関
連
記
事
は
17

面
に
掲
載

　

参
旧
会
2012
年（

昭
39
）　

開
港
150
周
年
の
余
韻
に
浸
る

横
浜
市
で
、
５
月
12
、
13
日
の

両
日
、
2012
年
度
の
参
旧
会
は
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
と

い
え
ば
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
60
年
安
保
が
一
段
落
し
、

高
度
成
長
が
緒
に
就
い
た
頃
で
、

医
学
界
で
は
や
が
て
来
る
医
局

改
革
の
嵐
の
先
駆
け
と
な
っ
た

イ
ン
タ
ー
ン
廃
止
運
動
が
始
ま

っ
た
年
で
し
た
。

出
席
者
数
は
36
（
う
ち
梅
ち

ゃ
ん
先
生
は
４
）
名
で
、
48
年

前
の
卒
業
生
85
名
の
42
％
に
相

当
し
ま
す
。
こ
れ
に
14
名
の
奥

様
達
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

総
数
は
50
名
に
達
し
ま
し
た
。

当
夜
の
宿
と
な
る
ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
、
ひ
と
ま
ず

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た
後
、
向
か

い
の
山
下
公
園
の
埠
頭
に
移
動

し
、
往
時
、
シ
ア
ト
ル
航
路
に

就
航
し
、
廃
船
後
は
資
料
館
と

し
て
岸
壁
に
係
留
さ
れ
て
い
る

氷
川
丸
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影

を
す
る
こ
と
か
ら
、
行
事
は
始

ま
り
ま
し
た
。

浜
風
が
心
地
好
く
、
折
か
ら

の
西
日
に
照
ら
さ
れ
て
、
参
加

者
の
頬
は
、
一
年
振
り
の
再
会

に
紅
潮
し
て
い
ま
し
た
。

競
争
社
会
を
生
き
抜
き
、
10

年
程
前
に
現
役
を
退
き
、
第
二

の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
る
元
大

学
教
授
や
病
院
要
職
者
、
跡
目

相
続
を
終
え
て
な
お
、
医
療
の

最
前
線
に
留
ま
り
、
奮
闘
し
て

い
る
一
国
一
城
の
主
、
歩
ん
だ

道
は
異
な
っ
て
も
、
皆
一
様
に

功
成
り
名
を
遂
げ
た
安
堵
感
と

満
足
感
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

横
浜
中
華
街
の
大
通
り
に
面
し

た
満
珍
楼
が
宴
会
会
場
で
、
冒

頭
に
、
清
水
天
君
の
叙
勲
の
祝

賀
と
、
２
名
の
物
故
会
員
（
瓜

生
東
一
君
、
本
間
誠
君
）
に
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
会
次
第
に
入

り
ま
し
た
。

古
希
も
過
ぎ
、
も
う
少
し
で

後
期
高
齢
者
に
達
し
よ
う
と
す

る
老
人
達
の
話
題
が
、
も
は
や

世
俗
の
手
柄
話
な
ど
で
は
な
く
、

お
互
い
の
健
康
問
題
で
あ
る
の

は
理
の
当
然
で
、
こ
の
夜
の
発

言
の
多
く
が
闘
病
談
で
し
た
。

悪
性
腫
瘍
を
排
除
し
、
生
活
習
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慣
病
を
克
服
し
、ロ
コ
モ（
運
動

器
症
候
群
）
と
付
き
合
い
、
物

忘
れ
と
戦
い
な
が
ら
、
一
堂
に

会
し
た
旧
友
の
姿
、
お
互
い
を

大
い
に
勇
気
付
け
合
い
ま
し
た
。

そ
の
筆
頭
が
富
岡
玖
夫
君
で
、

脳
梗
塞
を
患
い
、
再
起
が
危
ぶ

ま
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
奇
跡
の

復
活
を
遂
げ
、
６
年
振
り
に
、

常
任
幹
事
、
崎
山
樹
君
介
添
え

の
車
格
子
で
、
こ
の
日
は
る
ば

る
市
川
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
を
と

ば
し
て
駆
け
付
け
て
く
れ
、
乾

杯
の
音
頭
を
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。現

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
を
擁

す
る
こ
と
が
我
が
参
旧
会
の
ご

自
慢
で
す
が
、
伊
藤
晴
夫
君
か

ら
同
窓
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

関
す
る
内
輪
話
、
そ
の
他
を
た

っ
ぷ
り
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。翌

日
の
午
前
は
自
由
時
間
で
、

中
華
街
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る

者
、
ベ
イ
エ
リ
ア
を
散
策
し
、

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
大
桟
橋
に
足

を
延
ば
す
者
、
ホ
テ
ル
で
昨
夜

の
話
の
続
き
を
す
る
者
と
様
々

で
し
た
。

午
後
は
マ
リ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ

号
に
よ
る
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
で

し
た
。
船
が
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を

く
ぐ
り
湾
外
に
滑
り
出
た
頃
、

食
事
を
済
ま
せ
て
、
三
々
五
々
、

展
望
デ
ッ
キ
に
出
ま
し
た
が
、

彼
方
に
平
坦
に
連
な
る
房
総
半

島
と
鋸
山
の
刃
形
が
臨
め
、
千

葉
を
離
れ
た
会
員
達
は
、
し
ば

し
望
郷
の
念
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

灘
高
卒
が
幹
事
と
な
り
、
神
戸

で
開
か
れ
る
来
年
の
、
卒
後
49

周
年
の
会
を
楽
し
み
に
、
家
路

に
付
き
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
山
本
夫
人
、
角
張
夫
人
、

万
本
夫
人
、
小
野
夫
人
、
冨
岡

玖
夫
、
重
松
夫
人
、
塚
田
夫
人
、

山
口
夫
人
、
宍
戸
夫
人
、
永
山

（
奥
野
）
恵
美
子
、
碓
井
貞
仁

二
列
目
：
三
浦
夫
人
、
深
尾
夫

人
、
三
浦
徹
蔵
、
高
根
夫
人
、

角
張
雄
二
、
上
原
朗
、
山
下
（
竹

内
）
明
美
、
本
村
八
恵
子
、
川

西
（
吉
田
）
恭
子
、
遠
藤
毅
、

高
根
健
、
河
野
守
正
、
村
上
信

乃
、
大
塚
嘉
則
、
宍
戸
英
雄
、

塚
田
正
男

三
列
目
：
山
本
弘
、
木
内
政
寛
、

滝
沢
和
彦
、
清
水
夫
人
、
伊
藤

晴
夫
、
山
下
武
広
、
根
岸
敬
矩
、

小
野
健
次
郎

四
列
目
：
深
尾
立
、
坂
田
晃
康
、

万
本
盛
三
、
飯
田
義
信
、
林
學
、

清
水
天
、
栗
林
士
郎
、
山
口
正

敏
、
崎
山
樹
、
重
松
秀
一

 

（
山
本　

弘
）

　

ち
よ
に
会

 

（
昭
42
）　

６
月
３
日
（
日
）
の
昼
下
が

り
、
平
成
24
年
度
の
「
ち
よ
に

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

は
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
考
慮
し

て
、
前
回
と
同
様
、
東
京
タ
ワ

ー
真
下
に
あ
る
と
う
ふ
屋
「
う

か
い
」
で
す
。
水
辺
の
花
が
美

し
く
彩
る
庭
先
で
、
み
な
さ
ん

を
ひ
と
り
ず
つ
力
強
い
握
手
で

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

禿
頭
や
白
髪
の
進
行
し
た
友
は

数
多
く
、
少
し
足
元
の
お
ぼ
つ

か
な
い
友
も
い
る
。
し
か
し
、

皆
、
昔
の
面
影
を
残
す
英
知
あ

ふ
れ
る
笑
顔
を
持
ち
、
卒
後
45

年
の
風
雪
に
耐
え
た
堂
々
た
る

風
格
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
36
名
と
い
う
多
数

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
愛
媛
県
、

栃
木
県
、
浜
松
市
、
つ
く
ば
市

な
ど
遠
方
か
ら
も
久
し
ぶ
り
に

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。
開
会
に
先
立
ち
今
回
は

他
界
さ
れ
た
同
級
生
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
つ
い
で
昨
年
幹

事
の
伊
藤
君
か
ら
の
会
計
を
報

告
し
、
ま
た
昨
年
秋
に
小
柳

（
楊
）
君
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

「
ち
よ
に
会
」
有
志
の
会
（
台
湾

の
客
家
料
理
）
の
盛
況
ぶ
り
を

報
告
し
た
。
つ
づ
い
て
守
屋
総

幹
事
の
音
頭
で
乾
杯
し
大
宴
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
み
な
さ
ん

身
体
の
こ
と
を
憂
慮
さ
れ
て
い

る
せ
い
か
、
ビ
ー
ル
や
お
酒
よ

り
も
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
注
文
が
多

い
の
に
は
驚
き
で
す
。
宴
た
け

な
わ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
恒
例

に
従
い
、
出
席
者
全
員
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
近
況
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
だ
現
役
の
第
一

線
で
医
療
を
続
け
て
お
り
、
仕

事
の
現
状
や
成
果
を
熱
っ
ぽ
く

語
る
友
が
多
い
一
方
で
、
健
康

を
害
し
た
時
に
同
級
生
の
的
確

な
診
断
や
紹
介
に
よ
り
と
て
も

良
い
結
果
が
得
ら
れ
た
と
感
謝

し
て
い
る
友
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
厳
し
い
医
療
の
現

場
か
ら
引
退
し
穏
や
か
な
日
々

を
楽
し
ん
で
い
る
友
や
、
ゴ
ル

フ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
趣

味
を
披
露
す
る
友
な
ど
多
種
多

様
の
人
生
が
垣
間
見
ら
れ
、
卒

業
後
の
長
い
歳
月
と
人
間
模
様

の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
龍
野
君
が
朗
々
た
る

声
量
で
「
千
葉
大
学
学
歌
（
若

い
空　

若
い
土
・
・
・
）」
を
歌

い
、
太
田
君
は
口
笛
の
演
奏
を

披
露
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
和

気
あ
い
あ
い
の
２
時
間
30
分
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
次
回

幹
事
の
森
田
・
小
柳
君
か
ら
来

年
６
月
２
日
（
日
）
に
同
じ
会

場
で
開
催
す
る
旨
を
報
告
し
て

も
ら
い
、
最
後
に
み
ん
な
で
抒

情
歌
「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
河
野
泉
、
冠
木
敦
子
、

能
勢
晴
美
、
番
場
菊
、
高
橋
稔
、

板
谷
喬
起
、
更
科
廣
實
、
龍
野

勝
彦
、
田
中
弘
一
、
関
三
千
代
、

小
柳
朝
明

二
列
目
：
中
村
謙
介
、
髙
部
吉

庸
、
内
藤
準
哉
、
守
屋
秀
繁
、

大
沼
直
躬
、
関
隆
郎
、
遠
藤
保

利
、
小
林
茂
雄
、
森
田
喜
崇
子
、

太
田
東
吾

後
列
：
福
田
武
隼
、
高
崎
健
、

高
橋
弘
昭
、
谷
口
克
、
勝
俣
剛

志
、
森
田
清
、
吉
野
紘
正
、
牧

野
英
一
、
西
牟
田
敏
之
、
宮
本

忠
昭
、
片
倉
透
、
伊
藤
達
雄
、

本
多
陸
人
、
忍
頂
寺
紀
彰

　
訃
報
：
闘
病
生
活
を
続
け
て
い

た
牧
邁
君
が
６
月
10
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

（
更
科
廣
實
）

　

郷
士
会

 

（
昭
54
）　

平
成
24
年
４
月
28
日
東
京
駅

近
く
の
丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ

ー
内
「
過
門
香
」
に
て
、
郷
士

会
（
昭
和
48
年
入
学
or 

54
年
卒

業
）
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、

４
月
に
千
葉
大
学
総
合
安
全
衛

生
管
理
機
構
長
に
就
任
し
た
今

関
文
夫
君
の
祝
い
も
兼
ね
て
行

っ
た
。
郷
士
会
会
長
の
巽
浩
一

郎
君
の
開
会
挨
拶
後
、
参
加
者

中
年
長
者
の
嶋
田
耿
子
さ
ん
の

乾
杯
で
会
は
始
ま
っ
た
。
す
で

に
日
本
医
師
会
常
任
理
事
に
就

任
し
て
い
る
石
川
広
巳
君
や
帝

京
大
学
病
理
学
教
授
の
近
藤
福

雄
君
を
祝
う
こ
と
も
で
き
、
参

加
者
全
員
が
喜
び
の
時
間
を
過

ご
し
た
。
何
と
総
勢
35
名
と
連

休
直
前
の
土
曜
に
し
て
は
、
同

期
の
桜
が
数
多
く
参
集
し
た
。

誰
も
が
意
気
軒
高
で
、
気
持
ち

だ
け
で
も
春
満
開
の
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
中
華
料
理
と
飲
み

放
題
の
お
酒
、
勝
手
気
ま
ま
な

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
宴
た
け
な
わ

の
中
で
、
遠
来
者
の
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。「
ゆ
と
り
教

育
」
を
受
け
て
き
た
医
学
生
で

困
っ
て
い
る
稲
葉
英
夫
君
（
金

沢
大
学
）、
生
気
活
発
な
難
波
宏

樹
君
（
浜
松
大
学
）、
東
京
に
出

て
く
る
の
が
め
っ
き
り
減
っ
た

と
嘆
く
鶴
田
好
孝
君
（
山
梨
県

開
業
）
な
ど
多
く
の
同
級
生
が

近
況
を
語
る
な
か
で
、
時
間
が

た
つ
の
も
忘
れ
る
楽
し
い
会
で

あ
っ
た
。
今
回
は
幸
い
新
た
な

物
故
者
も
な
く
、
次
回
も
元
気

に
再
開
で
き
る
こ
と
を
願
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
古
関
啓
二
郎
君

の
三
本
締
め
で
閉
会
と
し
た
。

な
お
飲
み
足
り
な
い
（
話
し
足

り
な
い
）
連
中
で
、
２
次
会
も

多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
の
こ
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と
で
あ
る
。
次
回
は
多
く
の

〝
桜
〟
が
還
暦
前
後
に
な
る
頃
、

隅
田
川
花
火
見
物
に
合
わ
せ
開

催
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
杉
田
克
生
、
桜
山
由
利
、

萬
伸
子
、
嶋
田
耿
子
、
今
関
文

夫
、
角
南
祐
子
、
巽
浩
一
郎
、

難
波
宏
樹
、
稲
葉
英
夫

二
列
目
：
巷
岡
博
、
石
川
広
巳
、

近
藤
福
雄
、
古
関
啓
二
郎
、
篠

遠
仁
、
沼
田
勉
、
軍
司
祥
雄

三
列
目
：
五
十
嵐
忠
彦
、
桜
山

豊
夫
、
青
柳
裕
、
斎
藤
博
明
、

鈴
木
良
一
、
今
井
均
、
鶴
田
好

孝
、
西
山
秀
木

四
列
目
：
内
山
勝
弘
、
宮
本
恒

彦
、
田
川
雅
敏
、
梶
川
工

後
列
：
杉
浦
信
之
、
永
瀬
裕
三
、

栗
原
正
利
、
下
条
直
樹
、
龍
岡

穂
積
、
齋
藤
正
仁
（
な
お
後
方

は
列
が
不
整
な
ら
び
に
逆
光
で

写
真
不
明
瞭
、
小
林
繁
樹
君
は

途
中
退
席
）

 

（
杉
田
克
生
）

卒
後
30
周
年
記
念
ク
ラ
ス
会

 

（
昭
57
）　

平
成
24
年
２
月
11
日
（
土
）

に
卒
後
30
周
年
を
記
念
し
て
昭

和
57
年
卒
ク
ラ
ス
会
を
日
本
橋

の
サ
リ
ュ
・
コ
パ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
は
、
平
成
13
年
以

来
久
し
ぶ
り
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
過
去
の
ク
ラ
ス
会

で
最
高
の
60
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
久
し
振
り
の
対
面
で
顔
を

思
い
出
す
の
に
時
間
を
要
す
る

同
級
生
も
い
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
学
生
時
代
に
戻
り
、

各
自
の
近
況
報
告
に
時
間
も
忘

れ
瞬
く
間
に
時
が
経
ち
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

10
年
後
の
40
周
年
記
念
ク
ラ

ス
会
を
必
ず
開
催
す
る
こ
と
を

約
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
１
右
か
ら

前
列
：
川
島
利
彦
、
龍
野
一
郎
、

岩
井
直
路
、
江
石
清
行
、
木
村

文
夫
、
小
野
直
美
、
村
松
千
鶴

子
、
稲
次
潤
子
、
ピ
ア
ス
洋
子
、

角
谷
明
子

後
列
：
木
下
由
彦
、
斎
藤
幸
雄
、

瀧
澤
史
佳
、
下
山
直
人
、
烏
谷

博
英
、
板
橋
孝
、
小
沢
義
典
、

小
川
真
、
高
野
進
、
白
澤
浩
、

石
津
谷
義
昭
、
小
森
功
夫
、
唐

木
章
夫
、
高
原
正
信
、
大
澤
一

仁
、
天
野
穂
高

写
真
２
右
か
ら

前
列
：
丹
野
隆
明
、
櫻
田
美
江

子
、
松
本
玲
子
、
島
田
薫
、
吉

田
康
秀
、
難
波
清
、
守
月
る
み

子
、
和
久
真
一
、
永
田
博
史
、

松
島
常
、
鈴
木
康
子

後
列
：
豊
泉
惣
一
郎
、
小
田
秀

明
、
丸
山
尚
嗣
、
幡
野
雅
彦
、

土
屋
広
明
、
村
松
正
明
、
渡
辺

泰
、
吉
野
克
正
、
三
浦
巧
、
中

村
清
吾
、
福
澤
茂
、
矢
島
鉄
也
、

西
沢
延
宏
、
山
本
恭
平
、
角
田

隆
文
、
中
沢
功
、
守
月
理
、
山

西
友
典
、
古
川
敬
芳
、
山
口
卓

秀
、
安
原
一
彰

（
写
真
外
）
山
本
達
郎
、
粒
良
幸

正
。

 

（
白
澤　

浩
）

　

昭
和
62
年
卒クラ

ス
会　

学
生
時
代
か
ら
「
長
老
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
佐
藤
直
秀
さ
ん

の
呼
び
か
け
で
卒
業
25
周
年
記

念
ク
ラ
ス
会
が
2012
年
６
月
２
日

（
土
）
15
時
、
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ

マ
ー
レ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
卒

業
生
112
名
の
う
ち
高
柳
（
旧
姓

奥
田
）
さ
ん
は
仙
台
か
ら
、
伊

佐
さ
ん
は
沖
縄
か
ら
駆
け
付
け

る
な
ど
58
名
の
懐
か
し
い
顔
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会
は

長
老
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
亡

く
な
っ
た
２
名
の
仲
間
、
加
藤

敬
さ
ん
、
松
本
忠
男
さ
ん
へ
の

黙
祷
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
は
順
番
に
近
況
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
と
変

わ
ら
ず
若
々
し
い
パ
パ
の
雰
囲

気
そ
の
ま
ま
の
青
柳
さ
ん
、
大

分
貫
禄
が
出
た
小
林
さ
ん
、
ブ

レ
イ
ン
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
の

写真2（昭57）

写真1（昭57）
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清
水
さ
ん
、
欠
席
し
て
い
る
の

に
話
題
の
中
心
と
な
っ
て
し
ま

う
菅
谷
さ
ん
な
ど
仕
事
の
こ
と

や
家
族
の
こ
と
な
ど
楽
し
い
話

や
困
っ
た
話
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
学
生
の
こ
ろ
に
は
日
中

ほ
と
ん
ど
会
っ
た
こ
と
が
な
い

人
も
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
６

年
間
を
共
に
過
ご
し
た
仲
間
、

み
ん
な
仲
良
く
や
っ
て
き
た
ん

だ
な
あ
と
ア
ラ
フ
ィ
フ
？
に
な

っ
た
今
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
頃
は
ス
ト
レ
ー
ト
研

修
に
進
む
人
が
多
か
っ
た
た
め

卒
後
10
年
間
ぐ
ら
い
は
千
葉
大

関
連
病
院
な
ど
で
な
ん
と
な
く

つ
な
が
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
25
年

経
つ
と
よ
り
広
い
範
囲
に
散
ら

ば
り
、
会
う
機
会
も
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
現
在
千

葉
大
学
で
医
学
部
の
学
生
教
育

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
先
日

10
人
ぐ
ら
い
の
６
年
生
と
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
に
行
っ
た
と
き
学
生

た
ち
が
「
卒
業
し
た
ら
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
会
う
こ
と
は
２
度
と

な
い
よ
ね
。」
と
話
し
て
い
る
の

を
聞
い
て
、
初
期
研
修
の
た
め

卒
後
す
ぐ
に
全
国
に
バ
ラ
バ
ラ

に
旅
立
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
現

在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
同
期
会
は

ま
た
違
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な

と
感
じ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会
の

後
は
女
子
会
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ

に
男
子
会
も
合
流
し
ま
し
た
。

女
子
は
そ
の
後
お
泊
り
女
子
会

で
朝
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト

レ
ス
発
散
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

長
老
の
人
望
の
お
か
げ
も
あ
り

多
く
の
人
数
が
集
ま
り
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
も
よ
ろ
し
く
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
清
水
わ
か
子
、
高
柳
玲

子
（
奥
田
）、
川
村
真
代
（
飯

塚
）、
朝
比
奈
真
由
美
（
金
子
）、

佐
藤
直
秀
、
秋
元
英
里
、
橘
川

志
延（
大
場
）、今
井
美
絵（
嶋
）、

坂
本
明
美
（
牛
島
）

二
列
目
：
伊
野
宮
秀
志
、
森
永

達
夫
、
伊
佐
真
之
、
一
瀬
雅
典
、

安
原
晃
一
、
加
藤
大
介
、
遊
座

潤
、
外
川
明
、
二
宮
栄
一
郎
、

国
行
洋
史
、
佐
々
木
一

三
列
目
：
青
柳
正
彦
、
三
枝
敬

史
、
小
山
秀
彦
、
北
靖
彦
、
崔

馨
、
早
田
浩
明
、
篠
浦
拓
、
松

迫
正
樹
、
中
馬
敦
、
小
林
敏
生
、

関
根
康
雄

四
列
目
：
石
塚
俊
治
、
中
村
剛
、

向
井
秀
泰
（
何
）、
山
内
雅
人
、

高
松
俊
彰
、
宮
内
義
浩
、
坂
本

直
哉
、
新
見
將
泰
、
本
杉
英
昭
、

内
山
隆
司
、
米
本
司
、
鈴
木
裕

五
列
目
：
飯
嶋
義
浩
、
福
田
浩

之
、
大
曽
根
義
輝
、
青
江
知
彦
、

押
田
正
規
、
滝
沢
太
一

最
後
列
：
関
川
敏
彦
、
本
田
崇
、

篠
塚
典
弘
、
山
口
浩
史
、
宮
原

重
佳
、
橋
場
良
、
下
村
進

 

（
朝
比
奈
真
由
美
）

平
成
３
年
卒
同
期
会

私
た
ち
平
成
３
年
医
学
部
卒

業
生
は
、
卒
業
以
来
、
同
期
会

は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
末
、
同
級
生
の

小
川
和
彦
さ
ん
が
大
阪
大
学
放

射
線
治
療
学
講
座
教
授
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓

会
報
に
よ
り
多
く
の
同
級
生
は

こ
の
吉
報
を
知
る
こ
と
と
な
っ

た
と
存
じ
ま
す
。

同
級
生
初
の
教
授
就
任
で
あ

り
、
教
授
就
任
祝
賀
会
の
企
画

が
盛
り
上
が
り
、
平
成
24
年
６

月
９
日
、
京
葉
文
化
プ
ラ
ザ
に

て
、
小
川
和
彦
君
教
授
就
任
祝

賀
会
、
平
成
３
年
卒
同
窓
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
川
千
秋
さ
ん
、
安
藤
（
松

本
）
道
子
さ
ん
の
司
会
で
開
始
、

発
起
人
の
吉
田
耕
さ
ん
、
植
田

育
也
さ
ん
の
挨
拶
、
伊
藤
一
茂

さ
ん
、
梅
原
敬
司
さ
ん
に
よ
る

乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。

小
川
和
彦
教
授
は
、
千
葉
大

学
放
射
線
科
か
ら
琉
球
大
学
へ

赴
任
さ
れ
た
後
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
も
そ
こ
そ
こ
に
研
究
に
打

ち
込
ま
れ
、
業
績
を
重
ね
ら
れ

て
い
ら
し
た
と
の
こ
と
。
千
葉

大
放
射
線
科
の
同
僚
で
あ
っ
た
、

小
熊
栄
二
さ
ん
か
ら
、
深
夜
ま

で
診
療
と
勉
強
に
打
ち
込
ん
だ

研
修
医
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
級
生
一

同
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
小

川
教
授
誕
生
を
と
て
も
嬉
し
く
、

誇
ら
し
く
思
っ
た
の
で
し
た
。

小
島
広
成
さ
ん
が
撮
影
さ
れ

た
、
学
生
時
代
の
実
習
、
卒
業

式
後
の
謝
恩
会
の
映
像
が
ス
ク

リ
ー
ン
で
流
さ
れ
、
若
か
っ
た

学
生
時
代
の
自
分
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
一
方
、
今
回
、
21
年
ぶ
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り
の
再
会
と
な
っ
た
同
級
生
も

多
か
っ
た
わ
け
で
す
。
会
っ
て

話
し
て
み
る
と
、
個
性
と
い
う

も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
参
加
者
64

名
、
予
定
の
３
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
有
志

は
四
次
会
ま
で
行
き
、
始
発
で

帰
宅
と
な
っ
た
方
も
い
ら
し
た

と
か
。

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
も
、
今
回
の
会

を
契
機
と
し
て
進
行
し
て
い
ま

す
。
業
者
に
発
注
見
込
み
、
完

成
後
に
郵
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
の
祝
賀
会
、
同
期
会
の
は

が
き
が
、
お
手
元
に
届
い
て
な

い
平
成
３
年
卒
の
方
は
お
手
数

で
す
が
、nobuko.ishizuka@

gmail.com 

ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
市
川
千
秋
、
松
本
伸
行
、

小
島
博
之
、
吉
田
耕
、
梅
原
敬

司
、
小
川
和
彦
、
伊
藤
一
茂
、

安
藤
（
松
本
）
道
子
、
松
野
（
吉

田
）
展
俐
代
、
阿
部
（
山
田
）

朝
美
、
石
塚
伸
子

二
列
目
：
佐
藤
一
樹
、
五
十
嵐

琢
司
、
阿
部
径
和
、
天
野
晋
、

竹
内
孝
治
、
堀
江
美
正
、
加
藤

俊
哉
、
小
熊
栄
二
、
加
藤
肇
、

倉
持
宏
明
、
坂
下
美
彦
、
三
池

聡三
列
目
：
土
井
茂
治
、
草
塩
公

彦
、
小
林
信
雄
、
大
嶋
博
一
、

小
笠
原
明
、
下
枝
宣
史
、
山
口

賢
一
、
塚
本
喜
昭
、
酒
井
光
弘
、

小
島
広
成
、
清
水
孝
徳
、
土
屋

正
一
、
土
合
克
己
、
関
根
（
大

本
）
由
樹
、
渡
辺
紀
彦
、
石
原

（
米
倉
）
あ
ゆ
み
、
島
英
樹
、
諏

訪
部
信
一
、
松
澤
康
雄

四
列
目
：
矢
野
嘉
政
、
石
塚
満
、

斎
藤
雅
彦
、
三
浦
文
彦
、
杉
岡

充
爾
、
関
直
人
、
畠
山
健
次
、

大
石
嘉
則
、
高
瀬
美
咲
、
白
鳥

享
、
松
野
公
紀
、
増
田
公
男

最
後
列
：
国
府
田
正
雄
、
尾
崎

裕
昭
、
青
木
重
陽
、
大
渕
聡
己

写
真
に
写
っ
て
い
な
い
方
々
：

植
田
育
也
、
清
水
（
冲
永
）
聡

子
、
清
水
公
一
、
永
田
真
樹
、

宍
倉
（
伯
野
）
め
ぐ
み
、
岩
澤

（
浜
岡
）
朋
子

 

（
石
塚
伸
子
）

　

千
葉
大
学
医
学
部

平
成
４
年
の
会　

「
千
葉
大
学
医
学
部
平
成
４
年

卒
、
昭
和
61
年
入
学
、
仲
間
だ

と
思
う
人
、
集
っ
て
卒
後
20
年

祭
を
や
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
い

う
掛
け
声
の
も
と
、
平
成
24
年

７
月
７
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
開
催
。
潤

間
（
渡
辺
）
励
子
さ
ん
と
川
平

幹
事
ら
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
携
帯
電
話
、facebook

な
ど
、
文
明
の
利
器
を
利
用
し

な
が
ら
人
集
め
に
奔
走
、
開
催

の
運
び
と
な
っ
た
。
遠
く
は
富

山
、
浜
松
か
ら
、
総
勢
51
名
が

参
加
、
懐
か
し
の
面
々
と
ご
対

面
。
乾
杯
の
音
頭
は
富
山
大
学

附
属
病
院
泌
尿
器
科
診
療
教

授
・
小
宮
顕
君
の
発
声
の
も
と
、

ま
ず
は
飲
み
物
と
食
事
で
歓
談
。

天
国
か
ら
の
参
加
で
あ
る
舘
岡

亜
希
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
さ
い

た
ま
市
三
田
眼
科
・
三
田
（
旧

姓
寺
本
）
奈
津
子
さ
ん
か
ら
の

報
告
が
あ
り
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
た
。
そ
の
後
は
ほ
ぼ
全
員
が

壇
上
に
立
っ
て
の
近
況
報
告
会
。

大
学
人
、
拠
点
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
た

猛
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
吐
露
。
宴
も
酣
で
は
あ
っ
た

が
中
締
め
の
時
間
と
な
り
、
山

王
病
院
泌
尿
器
科
・
太
田
詔
君

に
よ
る
一
本
締
め
で
会
は
終
了
。

幹
事
の
不
手
際
で
二
次
会
は
準

備
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
八
街

市
高
瀬
眼
科
・
高
瀬
一
嘉
君
の

尽
力
に
よ
り
京
葉
線
新
浦
安
駅

ビ
ル
の
居
酒
屋
を
確
保
、
ほ
ぼ

全
員
が
移
動
し
て
の
二
次
会
と

な
っ
た
。

今
回
の
会
費
か
ら
１
３
６
０

０
０
円
を
「
千
葉
大
学
医
学
部

平
成
４
年
の
会
」
と
し
て
ゐ
の

は
な
同
窓
会
（
新
ゐ
の
は
な
同

窓
会
館
設
立
事
業
会
）
へ
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
光
栄
、

末
筆
な
が
ら
御
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

参
加
者
：
白
石
博
一
、
潤
間
励

子
、
谷
嶋
隆
之
、
小
宮
顕
、
相

庭
温
臣
、
樋
口
佳
則
、
江
畑
康

哉
、
太
田
詔
、
加
藤
里
絵
、
木

村
真
二
郎
、
川
平
洋
、
中
澤
健
、

飯
田
由
美
子
、
鈴
木
誉
、
山
本

正
二
、
久
保
田
博
昭
、
原
竜
介
、

櫻
井
健
一
、
奥
村
恵
子
、
菊
岡

修
一
、
遠
藤
恒
宏
、
三
田
奈
津

子
、
中
澤
伸
子
、
獅
子
原
薫
子
、

吉
田
克
彦
、
池
田
雄
次
、
里
見

大
介
、
里
見
あ
づ
さ
、
ヨ
ー
ダ

ー
公
子
、
服
部
祐
爾
、
阿
部
雄

造
、
市
来
真
彦
、
井
上
淳
、
石

井
敦
、
高
瀬
一
嘉
、
貞
広
智
仁
、

稲
葉
元
子
、
真
村
瑞
子
、
須
藤

英
文
、
加
藤
佳
瑞
紀
、
窪
田
剛

実
、
石
井
徹
、
浦
野
美
晴
、
冨

田
和
宏
、
山
崎
健
也
、
中
山
学
、

澤
井
ま
ゆ
み
、
平
野
達
也
、
小

笠
原
猛
、
三
橋
修
、
亀
高
尚
（
順

不
同
）

（
川
平　

洋
）

　
「
も
ぐ
ら
会
」

　

終
了
の
お
知
ら
せ

昨
年
９
月
、
本
年
も
９
月
29

日
に
大
久
保
・
板
垣
の
幹
事
で

開
催
す
る
事
を
決
定
し
同
窓
会

会
報
「
ゐ
の
は
な
」
に
も
予
告

し
て
い
ま
し
た
が
、
幹
事
両
名

の
加
齢
に
よ
る
体
調
不
良
の
為
、

開
催
不
能
と
な
り
ま
し
た
事
を

報
告
致
し
ま
す
。
昭
和
23
年
の

卒
業
以
来
、
60
年
以
上
も
続
け

て
来
た
会
を
終
了
す
る
事
は
誠

に
残
念
で
申
し
訳
な
く
深
く
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

卒
業
時
は
127
名
で
し
た
が
63

年
を
経
た
現
在
で
は
生
存
者
は

43
名
で
最
低
年
齢
は
86
歳
、
最

高
年
齢
は
90
歳
を
越
え
て
い
ま

す
。
生
存
者
で
も
殆
ど
の
人
が

何
か
の
病
を
有
し
外
出
困
難
の

状
態
の
様
で
す
。

以
上
の
状
況
か
ら
、
幹
事
を

引
き
受
け
ら
れ
る
元
気
な
人
が

現
れ
な
け
れ
ば
会
の
開
催
は
不

可
能
で
す
。
前
田
君
、
上
野
君

な
ど
数
人
と
意
見
交
換
し
た
所
、

こ
の
状
況
が
好
転
す
る
見
込
み

は
望
め
な
い
の
で
、昨
年
の「
も

ぐ
ら
会
」
を
最
終
と
す
る
し
か

な
い
と
言
う
結
論
に
な
り
ま
し

た
。
残
念
で
す
が
時
の
流
れ
に

は
逆
ら
え
ず
止
む
を
え
ま
せ
ん
。

ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
会
の
開
催
に
際
し
て
、

案
内
の
往
復
葉
書
の
作
成
と
発

送
を
平
成
８
年
以
降
15
年
に
亘

り
一
人
で
担
当
実
行
し
て
き
た

前
田
君
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
努
力
の
お
陰
で
昨
年
ま

で
「
も
ぐ
ら
会
」
は
続
け
る
事

が
出
来
た
の
で
す
。

昭
和
19
年
の
入
学
以
来
68
年
、

永
き
に
亘
る
交
誼
に
感
謝
し
ま

す
。
戦
中
、
塚
原
・
福
田
の
両

君
を
空
襲
で
失
い
な
が
ら
、
戦

後
の
食
料
難
は
３
食
芋
で
凌
ぎ
、

共
に
苦
難
を
乗
り
越
え
て
来
た

学
友
一
同
と
の
お
別
れ
は
寂
し

い
限
り
で
す
が
、
個
々
の
交
友

は
変
わ
ら
ず
続
い
て
行
く
と
思

い
ま
す
。
諸
兄
の
健
康
と
長
寿

を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

Auf W
idersehen ! !

 

平
成
24
年
６
月

追
伸現

在
、
19
万
円
余
り
の
剰
余

金
が
あ
り
ま
す
が
、
予
て
の
決

ま
り
通
り
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会

館
設
立
事
業
会
に
寄
付
致
し
ま

す
。
御
了
承
下
さ
い
。

（
大
久
保
欽
司
、
板
垣
修
造
）
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千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

会
則
の
目
的
に
、
本
会
は
千
葉

大
学
医
学
部
・
大
学
院
医
学
研

究
院
お
よ
び
医
学
部
附
属
病
院

と
緊
密
な
関
連
を
保
ち
そ
の
発

展
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
医
道
の
昂
揚
に
努
め
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
在
校
生
、

卒
業
生
の
支
援
、
感
謝
を
通
し

て
同
窓
会
へ
の
参
加
・
協
力
を

促
進
す
る
事
業
が
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
学
生
・
卒
業

生
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
今
年
度
か
ら
卒
業
後
半

世
紀
（
50
年
）
を
経
た
卒
業
生

を
対
象
に
そ
れ
を
祝
い
、
50
年

の
長
き
に
わ
た
る
医
学
・
医
療

へ
の
貢
献
と
同
窓
会
に
対
す
る

支
援
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
長

名
で
感
謝
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル

を
、
今
年
卒
後
50
年
を
迎
え
た

昭
和
37
年
卒
の
先
生
方
全
員
に

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
７
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
ク
ラ
ス
会
に
伊
藤
同

窓
会
長
に
代
わ
り
私
が
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
直
接
お
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
現
に
ク
ラ

ス
会
代
表
の
杉
岡
昌
明
先
生
、

同
学
年
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
理

事
の
岩
倉
弘
毅
先
生
、
宍
倉
正

胤
先
生
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

更
に
ク
ラ
ス
会
か
ら
の
ご
寄
付

も
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
と
し
て
今

後
も
卒
後
半
世
紀
を
迎
え
る
卒

業
生
を
祝
す
と
共
に
、
卒
後
50

年
以
上
を
経
た
卒
業
生
の
先
生

方
が
集
え
る
会
（
米
国
で
は

Half-Century Society

と
し

て
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
）
を
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

田
邊
政
裕
（
昭
49
）

卒
後
50
年
を
迎
え
た
先
輩
へ
の
感
謝

　
　
　
　
（
学
生
・
卒
業
生
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

志
田
保
に
つ
い
て
『
房
総
人

名
辞
書
』（
明
治
42
年
刊
）
に
よ

る
と
、「
印
旛
郡
佐
倉
町
並
木
町

の
人　

嘉
永
六
年
（
1853
）
生　

旧
試
験
及
第
の
医
に
し
て
同
所

に
医
を
業
と
す　

日
本
赤
十
字

社
功
労
社
員
た
り
」
と
あ
る
が
、

公
立
千
葉
病
院
医
学
教
場
第
１

回
卒
業
生
と
し
て
、
卒
業
証
書

第
一
号
の
受
領
者
で
あ
る
（
写

真
）。
こ
の
写
真
は
『
八
十
五
年

史
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

第
１
回
生
の
卒
業
は
明
治
13
年

（
1880
）
６
月
と
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
こ
の
証
書
は
同
年
七
月
七

日
付
け
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

志
田
保
は
明
治
25
年
（
1892
）

当
時
、
印
旛
下
埴
生
南
相
馬
郡

部
医
会
に
役
員
と
し
て
名
を
連

ね
て
い
る
。
ま
た
長
尾
文
庫
設

立
に
際
し
て
も
発
起
人
の
一
人

と
な
っ
て
い
る
。

明
治
９
年
（
1876
）
11
月
９
日

に
布
達
さ
れ
た
『
医
術
営
業
仮

鑑
札
交
付
人
名
表
』
に
「
鑑
札

番
号
五
百
十
六　

印
旛
郡
佐
倉

並
木　

志
田
盛
軒
」
と
い
う
名

が
あ
る
。
保
の
父
親
で
あ
ろ
う
。

盛
軒
（
盛
介
）
は
旧
佐
倉
藩
々

医
で
弘
化
２
年
（
1845
）
藩
命
に

よ
り
順
天
堂
佐
藤

塾
に
入
塾
し
て
い

る
。
慶
應
２
年

（
1866
）
以
降
の
『
佐

倉
藩
分
限
帳
』
に

よ
る
と
、「
新
番

格　

弐
拾
五
俵
三

人
扶
持
内
八
俵
勤

料　

第
三
等
医
師
」

と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
明
治
中
頃
で

も
、
佐
藤
舜
海
・

濱
埜
昇
ら
旧
佐
倉

藩
々
医
の
家
筋
の

医
師
が
千
葉
県
の
医
療
界
に
お

い
て
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
。医

学
教
場
第
一
回
卒
業
生
の

一
人
森
理
記
が
卒
業
後
更
に
学

ん
だ
「
国
家
医
学
」
と
は
、
当

時
医
科
大
学
（
東
京
大
学
）
の

み
に
設
け
ら
れ
て
い
た
教
程
で
、

講
習
科
目
は
病
理
解
剖
式
・
精

神
病
学
・
衛
生
学
・
日
本
医
制

及
衛
生
法
・
法
医
学
の
５
教
科

で
、
講
習
期
間
は
４
カ
月
で
あ

っ
た
。

理
記
は
後
に
県
立
千
葉
病
院

の
外
科
医
員
を
務
め
る
傍
ら
法

医
解
剖
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

明
治
24
年
（
1891
）
刊
『
千
葉
醫

學
會
雑
誌
』
１
号
か
ら
35
号
に

か
け
て
、18
回
に
わ
た
っ
て「
鑑

定
書
」
を
報
告
し
て
い
る
。
45

号
の
「
嬰
兒
殺
四
例　

Ｒ
Ｍ
生
」

志
田
保
と
森
理
記

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

雑
文
雑
談

と
あ
る
の
も
お
そ
ら
く
理
記
で

あ
ろ
う
。

高
等
中
学
校
医
学
部
時
代
か

ら
裁
判
医
学
（
法
医
学
）
の
講

義
を
担
当
し
て
い
た
の
は
眼
科

学
の
荻
生
録
造
で
あ
る
が
、『
三

輪
徳
寛
』
に
よ
る
と
「
荻
生
録

造
氏　

眼
科
並
に
法
医
学
（
主

に
理
論
）、
法
医
の
鑑
定
実
際
は

森
理
記
氏
行
う
」
と
あ
る
。
お

そ
ら
く
森
理
記
は
千
葉
県
に
お

け
る
最
初
の
法
医
解
剖
医
で
あ

ろ
う
。
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し
た
。
長
年
に
亘
る
ご
指
導
、

ご
厚
誼
に
感
謝
し
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

麻
生
和
雄
先
生
が
５
月
16
日

肺
炎
の
た
め
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
暮
れ
よ
り
体
調
を

崩
さ
れ
、
入
退
院
を
繰
り
返
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
回
復
に
至

ら
ず
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
享
年
85
歳
で
し

た
。先

生
は
昭
和
24
年
千
葉
医
科

大
学
専
門
部
を
卒
業
後
、
千
葉

大
学
皮
膚
科
に
入
局
さ
れ
、
昭

和
35
年
講
師
、
昭
和
39
年
に
は

助
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
42
年
か
ら
43
年

に
は
米
国
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン

大
学
に
出
張
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
昭
和
46
年
か
ら
50
年
の
間

は
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

客
員
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ

ま
し
た
。
帰
国
後
、
昭
和
50
年

に
山
形
大
学
医
学
部
皮
膚
科
に

初
代
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
在
任
中
、
日
本
皮
膚
科

学
会
東
部
支
部
長
を
務
め
ら
れ
、

平
成
３
年
に
は
第
55
回
日
本
皮

膚
科
学
会
東
部
支
部
学
術
大
会

精
神
医
学
会
な
ど
の
全
国
学
会

を
主
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
お

か
げ
で
学
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
大
分
詳
し
く
な
っ
た
。
先
生

は
仕
事
を
離
れ
る
と
、
お
酒
と

美
味
し
い
食
べ
物
が
好
き
で
、

噂
を
聞
き
つ
け
る
と
色
々
な
店

に
出
か
け
て
行
っ
て
は
お
い
し

い
料
理
を
堪
能
し
、
時
に
は
レ

シ
ピ
を
聞
い
て
き
て
そ
れ
を
書

き
と
め
て
お
ら
れ
た
り
も
し
た
。

一
方
小
歌
の
師
匠
に
つ
い
て
練

習
を
重
ね
名
取
に
な
っ
た
り
、

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
習
っ
た
り
と

趣
味
も
幅
広
く
、
一
流
の
風
流

人
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
見
え
た
。
教
室
が
で
き
た
当

時
は
教
室
員
の
数
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
医
局
で

看
護
師
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
も

一
緒
に
な
っ
て
食
事
会
を
開
い

た
り
、
毎
年
正
月
に
は
医
局
員

が
先
生
の
自
宅
に
お
邪
魔
し
て

新
年
会
と
称
し
て
食
べ
て
、
飲

ん
で
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
と

い
う
の
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い

た
。山

形
ゐ
の
は
な
会
は
、
そ
の

後
泌
尿
器
科
の
中
田
瑛
浩
教
授

（
昭
38
）
や
、
臨
床
検
査
学
教
授

私
は
昭
和
48
年
卒
で
、
大
学

紛
争
の
あ
お
り
で
精
神
科
の
教

室
に
は
入
局
せ
ず
、
旭
中
央
病

院
に
勤
務
し
な
が
ら
、
週
に
１
、

２
回
大
学
に
行
き
研
修
を
受
け

る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
っ

た
。
当
時
、
十
束
支
朗
先
生
は

千
葉
大
学
教
育
学
部
養
護
教
諭

養
成
課
程
の
教
授
を
務
め
て
お

ら
れ
た
の
で
直
接
指
導
を
受
け

る
機
会
が
無
く
、
旭
中
央
病
院

に
週
１
回
来
て
い
た
矢
崎
光
保

先
生
（
昭
34
）
か
ら
紹
介
さ
れ
、

山
形
大
学
に
医
学
部
が
で
き
る

の
で
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の

が
先
生
と
の
最
初
の
出
会
い
に

な
っ
た
。

十
束
先
生
と
矢
崎
先
生
は
昭

和
51
年
に
、
私
と
木
下
修
身
先

生
（
現
、
天
童
市
、
秋
野
病
院

院
長
・
昭
48
）
が
昭
和
52
年
に

山
形
に
赴
任
し
、
山
形
大
学
精

神
医
学
教
室
は
こ
の
４
人
の
メ

ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
同
時
期
に
、
解
剖

学
の
白
井
敏
雄
教
授
（
昭
31
）、

公
衆
衛
生
学
の
新
井
宏
朋
教
授
、

皮
膚
科
学
の
麻
生
和
雄
教
授

（
専
24
）
が
山
形
大
学
に
赴
任
さ

れ
た
の
で
、
以
前
か
ら
山
形
で

診
療
を
し
て
お
ら
れ
た
千
葉
大

学
卒
の
先
生
方
に
声
を
か
け
山

形
ゐ
の
は
な
同
窓
会
を
作
る
こ

と
に
な
り
、
初
代
会
長
に
は
吉

田
良
夫
先
生
（
昭
19
）
に
お
願

い
し
、
事
務
局
を
精
神
科
の
教

室
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
束
先
生
は
診
療
に
お
い
て

も
研
究
に
お
い
て
も
比
較
的
自

由
に
や
り
た
い
こ
と
を
さ
せ
て

下
さ
っ
た
の
で
、
山
形
大
学
の

精
神
科
の
教
室
に
は
一
時
、
神

経
病
理
、
脳
波
、
心
身
医
学
、

児
童
青
年
期
精
神
医
学
、
社
会

精
神
医
学
、
精
神
薬
理
学
な
ど

多
く
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
で
き

て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
そ
の
関

係
で
、
先
生
の
在
任
中
に
、
日

本
神
経
病
理
学
会
、
日
本
児
童

青
年
精
神
医
学
会
、
日
本
社
会

と
し
て
齋
藤
康
先
生
（
現
、
千

葉
大
学
長
）
が
赴
任
さ
れ
、
一

時
は
千
葉
大
学
か
ら
先
生
を
お

呼
び
し
た
り
し
て
活
動
が
盛
ん

で
あ
っ
た
が
、
教
授
で
お
ら
れ

た
先
生
方
が
定
年
退
官
さ
れ
、

千
葉
に
戻
ら
れ
た
り
し
て
、

徐
々
に
会
員
数
が
減
少
し
て
き

た
。
吉
田
先
生
の
後
を
十
束
先

生
が
会
長
、
麻
生
先
生
が
副
会

長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
が
、
数

年
前
か
ら
十
束
先
生
が
体
調
を

崩
さ
れ
、
ゐ
の
は
な
会
は
活
動

を
停
止
し
た
よ
う
な
状
態
に
な

っ
た
。
２
年
前
、
十
束
先
生
が

千
葉
へ
お
帰
り
に
な
る
と
い
う

機
会
に
、
私
が
会
長
、
木
下
先

生
が
副
会
長
職
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
が
、
十
束
先
生
に

お
会
い
し
た
の
は
そ
れ
が
最
後

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
生
き
て

お
ら
れ
た
時
は
、
何
か
あ
れ
ば

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
と
い
う

気
持
ち
で
頼
っ
て
ば
か
り
い
て
、

ほ
と
ん
ど
恩
返
し
も
で
き
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が

今
と
な
っ
て
は
悔
や
ま
れ
る
。

山
形
ゐ
の
は
な
会
も
先
生
の
ご

逝
去
と
と
も
に
活
動
を
休
止
す

る
こ
と
に
な
る
。

故 
麻
生
和
雄 

先
生
を
偲
ん
で

藤　

田　
　
　

優
（
昭
42
）

故 

十
束
支
朗 

先
生
と

　
　
　
　

山
形
ゐ
の
は
な
会

灘　

岡　

壽　

英
（
昭
48
）

山
形
ゐ
の
は
な
会　

会
長

山
形
県
鶴
岡
病
院
院
長

追　

悼

会
頭
を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
４
年
定
年
退
職
さ
れ
、
山

形
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
定
年
後
は
米

沢
市
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
院
し
、

地
域
医
療
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
入
局
後
、
故
竹
内
勝

教
授
の
も
と
で
、
皮
膚
の
ビ
タ

ミ
ン
研
究
に
従
事
さ
れ
、
昭
和

45
年
に
竹
内
教
授
と
と
も
に
日

本
ビ
タ
ミ
ン
学
会
賞
を
受
賞
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
米
国
か
ら
帰

国
後
は
皮
膚
の
脂
質
代
謝
、
プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
やCyclic 

AM
P

、
さ
ら
に
乾
癬
の
病
態
に

研
究
の
幅
を
広
げ
ら
れ
、
昭
和

47
年
に
は
「
表
皮
脂
酸
の
生
合

成
に
関
す
る
研
究
」
で
日
本
皮

膚
科
学
会
賞
（
皆
見
賞
）
を
受

賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

ろ
の
先
生
は
研
究
一
筋
、
朝
早

く
か
ら
、
夜
遅
く
ま
で
研
究
室

に
閉
じ
こ
も
る
毎
日
で
あ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

山
形
大
学
で
は
教
室
の
開
設

か
ら
関
わ
り
、
少
人
数
の
医
局

員
で
、
医
局
の
運
営
に
は
か
な

り
ご
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
学
生
に
は
厳
し
い
先
生
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
教
育

熱
心
な
先
生
を
慕
い
、
多
く
の

学
生
が
入
局
し
、
確
固
た
る
教

室
に
発
展
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
ご
自
身
は
研
究
の
み
な
ら

ず
、
臨
床
に
も
力
を
注
が
れ
、

多
く
の
症
例
を
内
外
の
雑
誌
に

発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

片
鱗
を
「
毛
嚢
性
・
脂
腺
系
腫

瘍
嚢
腫
」
の
本
に
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

米
沢
で
開
業
後
の
ご
様
子
は

麻
生
皮
膚
科
の
年
報
に
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
盛
業
の
様
子

に
加
え
、
先
生
の
日
常
も
エ
ッ

セ
イ
風
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
、

治
療
の
み
な
ら
ず
、
相
談
事
に

も
応
じ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

先
生
は
大
変
趣
味
の
広
い
方

で
し
た
。
と
く
に
釣
り
は
若
い

こ
ろ
か
ら
の
趣
味
で
、
実
験
に

息
詰
ま
る
と
へ
ら
鮒
釣
り
に
出

か
け
、
気
分
転
換
さ
れ
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
着
か
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
俳
句
や
写
真
、

そ
れ
に
随
筆
も
書
か
れ
、
先
生

の
退
官
記
念
業
績
集
の
後
半
は

そ
れ
ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
お
酒
も
弱
い
な
が
ら
大

好
き
で
し
た
。
と
く
に
晩
年
は

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
の
よ

う
で
、
数
年
前
、
診
療
所
で
お

会
い
し
た
と
き
、
白
衣
の
裾
を

絵
具
で
汚
さ
れ
て
お
り
、
今
絵

を
描
い
て
い
た
と
こ
ろ
だ
と
楽

し
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。

私
は
入
局
当
初
、
実
験
の
方

法
な
ど
を
手
取
り
足
と
り
教
え

て
い
た
だ
き
、
山
形
に
赴
任
さ

れ
て
か
ら
も
公
私
に
わ
た
り
、

激
励
や
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

　

同
窓
会
員
の
ご
逝
去
に
際
し
、

弔
文
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
同
窓
会
本
部
へ
原
稿
を
お
送

り
下
さ
い
。
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内
科
部
長
：
多
部
田
弘
士
（
信

州
大
・
昭
54
、
呼
内
）、
副
院

長
：
丹
羽
淳
子
（
昭
55
、
小
児

科
）、
診
療
局
長
兼
外
科
部
長
：

丸
山
尚
嗣
（
昭
57
）、
循
環
器
内

科
部
長
：
稲
垣
雅
行
（
昭
55
）、

泌
尿
器
科
部
長
：
佐
藤
信
夫（
昭

55
）、
代
謝
内
科
部
長
：
岩
岡
秀

明
（
昭
56
）、
研
修
部
長
兼
循
環

器
内
科
副
部
長
：
福
澤
茂
（
昭

57
）、
整
形
外
科
部
長
：
三
村
雅

也
（
昭
58
）、
小
児
科
部
長
：
佐

藤
純
一
（
昭
62
）、
消
化
器
内
科

部
長
：
水
本
英
明
（
昭
63
）、
心

臓
血
管
外
科
部
長
：
茂
木
健
司

（
昭
63
）、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
部
長
：
池
之
上
純
男
（
昭

63
）、
呼
吸
器
内
科
部
長
：
中
村

祐
之
（
平
元
）、
歯
科
・
口
腔
外

科
部
長
：
村
野
彰
行
（
昭
和
大

歯
・
平
６
）、
耳
鼻
咽
喉
科
部

長
：
大
塚
雄
一
郎
（
平
７
）、
眼

科
部
長
：
上
原
淳
太
郎（
平
11
）、

皮
膚
科
部
長
：
宮
川
健
彦
（
平

13
）
を
は
じ
め
、
常
勤
10４
名
中

56
名
が
在
職
し
て
お
り
、
ま
た

初
期
研
修
医
総
数
21
名
中
千
葉

大
学
卒
業
者
11
名
が
研
修
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

初
期
研
修
の
特
色
と
し
て
、

当
院
の
北
米
型
Ｅ
Ｒ
方
式
の
救

急
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
１
年
目
に
麻
酔
・
救
急
を
３

か
月
ロ
ー
テ
ー
ト
し
、
重
症
例

を
含
む
多
く
の
症
例
の
初
期
治

療
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
研
修
し
ま

す
。
そ
の
後
各
診
療
科
に
お
い

て
専
門
治
療
を
研
修
す
る
シ
ス

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
北
口
か
ら
バ
ス
で

約
15
分
、
海
老
川
沿
い
で
に
ん

じ
ん
畑
（
船
橋
市
特
産
）
に
囲

ま
れ
た
静
か
な
環
境
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
59
年
に
206
床
の
２
次

救
急
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
７
年
に
は
４26
床
に
増
床
し

ま
し
た
。
こ
の
期
に
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
東
葛
南

部
２
次
医
療
圏
の
当
時
と
し
て

は
唯
一
の
３
次
救
急
病
院
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
は
臨

床
研
修
病
院
の
指
定
を
う
け
、

平
成
19
年
に
は
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
の
指
定
、
平
成

22
年
に
は
地
域
医
療
支
援
病
院

の
承
認
を
得
る
と
と
も
に
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
４４6
床
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
救
急
医

療
と
が
ん
診
療
を
主
体
と
し
た

急
性
期
病
院
と
し
て
診
療
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
の
千
葉
大
学
か
ら
の
医

師
は
、
病
院
局
長
：
鈴
木
一
郎

（
昭
42
）、
副
院
長
兼
緩
和
ケ
ア

ど
ん
な
に
少
子
高
齢
化
が
進

も
う
と
、「
長
く
生
き
た
い
」
と

願
う
の
が
人
の
心
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ど
う
せ
長
生
き

を
す
る
な
ら
、
元
気
に
人
生
を

全
う
し
た
い
と
考
え
る
の
も
自

然
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
医
学
の

面
か
ら
そ
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
が
、
細
胞
治
療
内
科
学
講

座
の
目
標
で
す
。

細
胞
治
療
内
科
学
は
、
1898
年

（
明
治
31
年
）
に
井
上
善
次
郎
教

授
を
初
代
と
し
て
誕
生
し
た
第

二
内
科
を
前
身
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
当
教
室
で
は
、
代
謝
内

分
泌
学
、
血
液
病
学
、
老
年
医

学
を
主
た
る
診
療
・
研
究
・
教

育
の
対
象
と
し
、
医
学
部
附
属

病
院
で
は
、
糖
尿
病
・
代
謝
・

内
分
泌
内
科
と
血
液
内
科
に
お

い
て
最
先
端
の
医
療
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「specialist

で
あ

る
前
にgeneralist

で
あ
れ
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、
医
師
の
育
成
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
目
の
前
の

患
者
さ
ん
に
対
し
、
そ
の
時
代

に
お
け
る
最
高
水
準
の
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
はspecial-

ism
が
不
可
欠
で
す
。
一
方
、
全

国
に
目
を
向
け
る
と
、
あ
ら
ゆ

る
専
門
診
療
科
を
揃
え
た
大
病

院
ば
か
り
が
存
在
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
専
門

以
外
の
病
気
に
つ
い
て
も
初
期

診
療
が
で
き
、
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
専
門
家
へ
と
委
ね
る
こ

と
の
で
き
る
内
科
医
の
需
要
は

今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

内
分
泌
代
謝
疾
患
・
動
脈
硬

化
・
血
液
疾
患
・
自
己
免
疫
疾

患
・
老
年
病
な
ど
、
も
と
も
と

〝
全
身
疾
患
〟
を
対
象
と
し
て
き

た
旧
第
二
内
科
の
伝
統
を
最
大

限
に
活
か
し
、
大
学
病
院
と
千

葉
県
内
外
の
主
要
関
連
病
院
を

組
み
合
わ
せ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
度
な
知
識
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

裏
付
け
ら
れ
た
専
門
医
療
を
、

全
人
的
な
視
点
で
実
践
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。我

々
の
専
門
領
域
に
は
、
治

す
こ
と
の
で
き
な
い
病
気
が
、

未
だ
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ

の
壁
を
破
り
、
明
日
の
医
学
を

創
造
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
研

究
、
臨
床
研
究
、
そ
し
て
橋
渡

し
研
究
の
推
進
と
そ
れ
ら
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
育
成
が
不
可

欠
で
す
。
当
教
室
で
は
、
血
液

研
究
室
、
内
分
泌
研
究
室
、
糖

尿
病
研
究
室
、
代
謝
老
年
病
研

究
室
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

basic research

な
ら
び
に
千

葉
県
全
域
を
対
象
と
し
たclini-

cal research

を
展
開
し
、
国

内
外
に
成
果
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
2011
年
10
月
か
ら

は
先
進
加
齢
医
学
寄
附
講
座
が

加
わ
り
、
老
化
・
抗
老
化
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

新
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に

関
連
し
、
一
時
期
は
当
教
室
で

も
入
局
者
の
減
少
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
講
座
メ
ン

バ
ー
の
情
熱
と
第
二
内
科
Ｏ
Ｂ

の
多
大
な
ご
支
援
に
よ
り
、
数

多
く
の
優
秀
な
新
入
医
局
員
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
糖
尿
病
・

代
謝
・
内
分
泌
内
科
と
血
液
内

科
の
病
棟
は
日
々
活
気
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
良
い
臨
床
医
に
な

り
た
い
、
魅
力
的
な
研
究
を
し

た
い
、
海
外
留
学
し
た
い
、
な

ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
叶
え
て
く

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
人
で
も

多
く
の
後
輩
が
経
験
し
、
我
々

と
共
に
明
日
の
医
学
を
築
い
て

下
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し

て
い
ま
す
。

テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

２
年
次
研
修
か
ら
は
１
次
救
急

患
者
さ
ん
を
可
能
な
限
り
１
人

で
診
療
す
る
体
制
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
医
療
実
習
で

は
釧
路
三
慈
会
病
院
で
２
週
間

お
こ
な
い
、
広
く
臨
床
の
場
を

経
験
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
当
院
は
４
月
よ
り
Ｄ
Ｐ
Ｃ

病
院
Ⅱ
群
（
高
診
療
密
度
病
院

群
）に
分
類
さ
れ
、

大
学
病
院
本
院
に

準
じ
た
診
療
密
度

と
一
定
の
機
能
を

も
つ
病
院
と
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
に
は
多
く
の

診
療
科
や
部
署
が

１
つ
に
な
っ
て
治

療
を
お
こ
な
う
必

要
が
あ
る
重
度
外

傷
セ
ン
タ
ー
を
開

設
、
他
方
面
に
お

い
て
も
チ
ー
ム
医

療
を
押
し
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
研

修
医
の
皆
さ
ん
に

は
リ
サ
ー
チ
マ
イ

ン
ド
も
持
っ
て
い

た
だ
く
為
に
、
各

科
に
お
い
て
の
指

導
を
始
め
、
病
院

内
外
の
学
術
発
表
、

論
文
発
表
に
も
力

を
い
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
臨
床

研
修
病
院
と
し
て
、

時
代
背
景
に
則
し

た
研
修
体
制
、
高
い
診
療
密
度

を
も
っ
た
急
性
期
医
療
、
チ
ー

ム
医
療
そ
し
て
リ
サ
ー
チ
マ
イ

ン
ド
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
本
病
院
に
つ
い
て

は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
・
病
院
紹

介
で
動
画
に
て
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。）

細
胞
治
療
内
科
学
講
座
紹
介

“For Longevity and B
etter Q

uality of Life

”

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
細
胞
治
療
内
科
学

教
授　

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

　

院
長
・
千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

　

高　

原　

善　

治
（
昭
49
）
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れ
て
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
。

千
葉
大
学
医
学
部
社
会
医
学

研
究
会
（
以
後
、
社
医
研
と
称

す
る
）
の
こ
と
に
つ
い
て
、
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
は
、佐
久
間
光
史
先
生（
昭

和
25
年
卒
、
平
成
22
年
12
月
５

日
御
逝
去
）
が
社
医
研
の
記
録

を
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
亥
鼻

分
館
に
預
け
ら
れ
、
当
時
の
分

館
長
（
瀧
口
正
樹
先
生
・
同
大

学
院
遺
伝
子
生
化
学
教
授
）
の

は
か
ら
い
で
、
永
久
保
存
の
処

置
を
し
て
い
た
だ
い
て
あ
る
こ

と
を
知
り
、
去
る
４
月
12
日
に

分
館
を
訪
ね
、
分
館
長
室
に
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

佐
久
間
先
生
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
大
略
以
下
の
と
お
り
で
す
。

以
下
の
記
録
を
平
成
21
年
３

月
27
日
千
葉
大
学
附
属
図
書
館

亥
鼻
分
館
に
寄
贈
さ
れ
恒
久
保

管
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

（
１
） 「
社
会
医
学
」
誌
第
１
号
〜

第
13
号　

合
計
13
冊

（
２
） 社
会
医
学
研
究
会
活
動
資

料
一
式

（
３
） 保
健
同
人
結
核
選
書
№
１

結
核
初
感
染
の
臨
床
的
研

究

　
　

 （
昭
和
８
年
千
葉
医
大
卒

千
葉
保
之
・
所
澤
政
夫
著
）

実
は
、
佐
久
間
先
生
は
こ
れ

よ
り
前
、
３
月
24
日
千
葉
大
医

学
部
創
立
135
年
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
社
医
研
Ｏ
Ｂ
会
員
で
前

千
葉
県
医
師
会
会
長
渡
辺
武
氏

と
と
も
に
、
瀧
口
正
樹
教
授
に

面
談
の
機
会
を
得
て
、
同
席
さ

れ
て
い
た
環
境
影
響
生
化
学
鈴

木
信
夫
教
授
も
賛
意
を
表
明
さ

れ
、
恒
久
保
管
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。佐

久
間
先
生
は
機
会
を
見
て
、

分
館
に
保
管
さ
れ
た
資
料
を
見

な
が
ら
関
係
者
で
集
ま
る
こ
と

を
考
え
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
果
た

さ
れ
る
こ
と
な
く
平
成
22
年
12

月
に
他
界
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。佐

久
間
先
生
の
記
録
に
よ
る

社
医
研
活
動
の
概
略
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

１ 

．
昭
和
21
年
３
月
、当
時
医
学

部
３
年
生
で
あ
つ
た
居
初
良

雄
さ
ん
、
土
屋
夏
実
さ
ん
、

２
年
生
で
あ
つ
た
吉
田
亮
さ

ん
、
稲
葉
博
徳
さ
ん
、
山
口

覺
太
郎
さ
ん
、
吉
岡
宏
三
さ

ん
、
有
賀
光
さ
ん
、
山
下
修

さ
ん
、
宇
佐
美
勉
さ
ん
、
広

瀬
震
一
さ
ん
、
窪
田
金
次
郎

さ
ん
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
社

会
医
学
の
勉
強
会
を
始
め
た
。

２ 

．
昭
和
21
年
３
月
、戦
災
焼
け

跡
の
バ
ラ
ッ
ク
生
活
者
の
衛

生
調
査
を
実
施
。

３ 

．
昭
和
21
年
９
月
、結
核
予
防

会
と
共
同
で
、
東
京
都
小
岩

街
頭
で
結
核
集
団
健
診
を
実

施
。

４ 

．
右
記
３
．
に
関
し
て
、
吉
田

亮
さ
ん
が
石
川
憲
夫
教
授

（
第
一
内
科
）
に
呼
ば
れ
、
石

川
教
授
は
21
年
３
月
以
来
の

社
医
研
活
動
を
良
く
知
っ
て

お
ら
れ
、
大
い
に
賛
意
を
表

さ
れ
る
と
と
も
に
『
今
後
、

君
た
ち
の
活
動
の
医
学
的
責

任
、
医
療
面
の
責
任
は
私
が

負
っ
て
あ
げ
る
。
大
い
に
社

会
の
た
め
に
尽
く
そ
う
で
は

な
い
か
』
と
言
わ
れ
た
。
以

後
、
小
岩
の
日
本
毛
織
中
山

工
場
の
集
団
健
診
か
ら
始
ま

っ
て
、
10
年
間
に
及
ぶ
五
井

町
の
町
ぐ
る
み
の
結
核
住
民

健
診
な
ど
の
事
業
へ
と
発
展

し
た
。

５ 

．そ
の
後
、寒
川
に
お
け
る
地

域
活
動
、
長
野
県
和
合
で
の

地
域
活
動
な
ど
へ
発
展
し
て

い
っ
た
。

６ 

．最
近
の
状
況
に
つ
い
て
は
知

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
昭

和
63
年
９
月
現
在
で
作
成
さ

れ
た
社
会
医
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ

会
名
簿
に
よ
る
と
下
表
の
と

お
り
で
す
。

戦
後
、
社
会
の
困
難
な
時
期

に
医
学
生
と
し
て
、
結
核
や
母

子
保
健
、
環
境
汚
染
問
題
な
ど

に
関
心
を
も
っ
た
学
生
が
卒
業

後
、
社
会
の
様
々
な
場
面
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
の
志
を
仕
事
に

生
か
し
て
き
て
お
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
仲
間
と
し
て
大
変
懐

か
し
い
思
い
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ど
う

ぞ
図
書
館
分
館
長
室
を
訪
ね
ら

し
た
も
の
で
60
年
余
も
閲
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
句
誌
の
同
人

達
の
評
価
を
一
応
の
目
安
と
し

ま
す
と
、
一
句
７
点
以
上
を
得

た
句
は
45
句
、
12
点
以
上
は
12

句
と
い
っ
た
具
合
で
、
思
っ
た

以
上
に
得
点
を
重
ね
て
い
る
こ

と
が
解
り
ま
し
た
。
句
は
何
も

点
数
で
良
否
を
決
め
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
重
々
解
っ
て
お

り
ま
す
が
、
一
応
の
目
当
て
と

し
た
わ
け
で
す
。
早
い
話
が
新

聞
紙
上
の
俳
句
の
選
を
み
て
も
、

各
選
者
で
異
な
り
、
一
致
し
て

推
す
る
こ
と
は
希
で
す
。

さ
て
、
ど
の
程
度
、
紹
介
し

て
い
い
も
の
や
ら
解
り
か
ね
ま

す
が
、
こ
こ
に
得
点
の
多
か
っ

た
句
を
十
句
程
挙
げ
て
お
き
ま

す
。
な
お
、
装
丁
に
は
、
自
分

の
好
み
も
、
可
成
り
入
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

現
代
俳
句
精
鋭
選
集
11
に
も
102

句
出
句
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

寒
の
薔
薇
の
出
版
社
は
ふ
ら
ん

す
堂
で
す
。

　
　
（
広
隆
寺　

思
惟
像
）

モ
ナ
・
リ
ザ
に
あ
ら
ぬ
ま
な

ざ
し
あ
た
た
け
し

忘
我
い
な
没
我
と
い
は
ん
蝉

時
雨

野
仏
は
供
花
を
友
と
す
雲
の

峯蟷
螂
の
生
か
さ
れ
て
を
り
太

柱秋
の
薔
薇
陰
影
な
く
ば
軽
か

ら
ん

冬
薔
薇
開
き
き
ら
ざ
る
叡
知

あ
り

亡
き
父
母
と
輪
蔵
押
す
や
寒

の
梅

生
は
死
を
内
包
す
と
や
寒
の

薔
薇

浄
め
て
は
映
ゆ
一
月
の
草
田

男
碑

風
神
の
丹
田
太
し
年
新
た

千
葉
大
学
医
学
部
社
会
医
学
研
究
会
の
こ
と

北　

川　

定　

謙
（
昭
31
）

　

会
員
か
ら

卒年 人数 卒年 人数 卒年 人数 卒年 人数 卒年 人数
昭和31 　 5人 昭和41 　3人 昭和51 　2人 昭和61 　5人
　　32 11 　　42 1 　　52 2 62 1

昭和23 　10人 　　33  9 　　43 8 　　53 1 63 2
　　24  7 　　34 13 　　44 0 　　54 1
　　25  5 　　35  8 　　45 0 　　55 6
　　26  6 　　36  5 　　46 4 　　56 2
　　27  6 　　37 10 　　47 1 　　57 1
　　28  5 　　38  3 　　48 2 　　58 2
　　29 10 　　39  1 　　49 1 　　59 0
　　30  5 　　40  0 　　50 3 　　60 0

　

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

伊
藤　

進
（
俳
名　

木
津
凉
太
）　

著

　

句
集
﹁
寒
の
薔
薇
﹂

　
　
　
　

ふ
ら
ん
す
堂　

定
価
二
、
六
六
七
円
（
税
抜
）

伊
藤　

進
（
昭
26
）

こ
の
俳
句
集
は
、
過
去
に
出

版
し
た
句
集
「
月
桂
樹
」
と
「
探

梅
行
」
に
つ
い
で
、
平
成
18
年

頃
か
ら
23
年
半
ば
ま
で
の
句
を

自
選
し
た
も
の
で
す
。
句
は
萬

緑
誌
上
に
発
表
し
た
も
の
ば
か

り
で
す
が
、
萬
緑
と
い
う
俳
誌

は
、
俳
人
中
村
草
田
男
の
創
刊

伊
藤　

進　

著

　

内
科
か
ら
み
た
乾
癬

　
　
　
　

医
学
出
版　

定
価
四
、
八
〇
〇
円
（
税
抜
）

伊
藤　

進
（
昭
26
）

い
ま
は
昔
、
小
生
は
千
葉
大

学
第
一
内
科
に
所
属
し
、
主
と

し
て
肝
疾
患
に
つ
い
て
研
鑽
し

て
い
た
が
、
思
う
ま
ま
に
仕
事

を
し
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。こ

の
さ
さ
や
か
な
医
書
も
、

も
と
は
と
い
え
ば
、
千
葉
の
医

局
時
代
に
萌
芽
が
あ
っ
た
と
い

え
な
く
も
な
い
。
生
検
で
次
々
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と
新
知
見
が
生
れ
、
第
一
内
科

で
始
め
て
欧
文
誌
に
出
し
た
の

は
、
小
生
ら
のbenign 

recurrent intrahepatic 
cholestasis

の
症
例
で
あ
っ
た

と
思
う
。
以
後
、
次
々
と
発
表

し
た
が
、
小
生
ら
はnonalco-

holic steatohepatitis
の
硬
変

化
を
世
界
で
始
め
て
確
か
め
た

［Galam
bos JT

, Riepe 
SP:Cirrhosis, Current He-
patology

（ed, GL.Gitnick

）

1982

］。
つ
い
で
、
こ
の
肝
炎
に

合
併
し
た
乾
癬
がUDCA

で
治

療
し
た
こ
と
を
始
め
て
経
験
し

欧
文
誌
に
し
た
た
め
た
。
当
時

は
千
葉
大
も
埼
玉
医
大
も
退
職

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
乾
癬

患
者
十
数
例
を
経
験
し
、
一
例

を
除
き
、UDCA

で
凡
て
完
治

な
い
し
ほ
ぼ
治
癒
し
た
。
但
し
、

UDCA

は
治
療
後
も
服
用
し
な

い
と
再
発
す
る
こ
と
も
解
っ
た
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
副
作
用
は
み

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
リ
ウ

マ
チ
性
浸
出
性
関
節
炎
や
類
乾

癬
患
者
に
も
著
効
を
み
た
。

劇
的
な
こ
と
は
、
全
身
乾
癬

の
肥
満
度
の
強
い
女
性
が
、
二
、

三
ヶ
月
の
中
に
、
ほ
ぼ
乾
癬
が

消
退
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
患
者
さ
ん
自
身
も

大
変
び
っ
く
り
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
だ
す
。
こ
れ
ら
乾
癬
患

者
の
肥
満
度
や
脂
質
代
謝
、
既

往
歴
を
み
る
と
、
脂
質
代
謝
の

異
常
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
最
近
、
外
国
誌
で
は
、

こ
の
よ
う
な
、
肥
満
、
脂
質
代

謝
異
常
、
さ
ら
に
、
糖
尿
病
、

心
疾
患
と
の
関
連
性
が
強
調
さ

れ
、
患
者
の
症
例
に
も
こ
れ
に

該
当
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ

て
い
る
。
と
く
に
、OxLDL

を

乾
癬
部
位
に
蛍
光
抗
体
法
で
確

認
し
た
論
文
は
大
変
刺
載
的
で

あ
っ
た
。

現
在
、
医
療
、
医
学
は
著
し

く
発
展
、
発
達
し
分
化
せ
ざ
る

を
え
な
い
専
門
分
野
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
大
変
結

構
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
必

然
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
多

疾
患
に
お
け
る
相
互
関
連
性
に

目
が
と
ど
か
ぬ
嫌
い
が
出
て
こ

よ
う
。
共
同
的
医
療
、
医
学
の

必
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
本
書
は
2012
年
５
月
、

医
学
出
版
発
行
で
す
。

果
田
邊
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
、
学
術
賞
に
加
藤
直
也
氏

（
昭
61
卒
）、鈴
木
浩
太
郎
氏（
平

６
卒
）
が
選
考
委
員
会
よ
り
候

補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
旨
の

報
告
が
あ
り
、
選
考
結
果
が
承

認
さ
れ
た
。

⑺
総
会
議
題
等
に
つ
い
て

済
陽
高
穂
副
会
長
よ
り
、
資

料
に
基
づ
き
、
総
会
行
事
内
容

の
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

⑻
評
議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

吉
原
俊
雄
理
事
よ
り
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。
現

在
の
評
議
員
に
役
職
の
継
続
・

辞
退
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
106
名
中

23
名
継
続
、
39
名
辞
退
（
そ
の

う
ち
17
名
は
被
推
薦
者
を
明
記
）

と
い
う
回
答
で
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
回
答
の
届
い
て
い

な
い
学
年
に
は
更
に
連
絡
を
と

る
よ
う
に
し
、
被
推
薦
者
に
は

評
議
員
就
任
を
依
頼
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。
あ
る
程
度
評

議
員
の
人
数
が
確
定
し
た
と
こ

ろ
で
評
議
員
会
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

評
議
員
に
は
何
ら
か
の
利
点
を

付
加
す
る
よ
う
に
考
慮
し
、
今

後
の
評
議
員
会
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。

日　

時
： 

平
成
24
年
４
月
19
日

（
木
）

場　

所
： 

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
605

Ａ
室

出
席
者
： 

伊
藤
晴
夫
（
会
長
）、

大
井
利
夫（
副
会
長
）、

済
陽
高
穂（
副
会
長
）、

鈴
木
信
夫（
副
会
長
）、

青
木
謹
、赤
星
至
朗
、

岩
倉
弘
毅
、
岡
本
和

久
、
小
野
田
昌
一
、

坂
田
早
苗
、佐
藤
通
、

宍
倉
正
胤
、白
澤
浩
、

鈴
木
守
、
田
中
光
、

田
邊
政
裕
、
林
田
和

也
、
吉
原
俊
雄 

 
（
敬
称
略
）

伊
藤
晴
夫
会
長
の
挨
拶
の
後
、

同
会
長
が
座
長
と
な
っ
て
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

⑴
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
第
一

期
工
事
に
つ
い
て

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
、
資
料

に
も
と
づ
き
、
新
ゐ
の
は
な
同

窓
会
館
第
一
期
工
事
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
開
札
が
不
調

に
終
わ
り
企
画
を
練
り
直
し
、

再
度
入
札
を
や
り
直
す
。
入
札

を
千
葉
大
学
外
来
診
療
棟
新
営

工
事
の
応
札
を
待
ち
、
６
月
８

日
頃
と
し
、
平
成
25
年
５
月
竣

工
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

⑵
広
報
編
集
関
係

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
同

窓
会
報
160
号
の
発
送
が
平
成
24

年
５
月
15
日
の
予
定
で
あ
り
、

ま
た
９
月
発
行
の
会
報
か
ら
カ

ラ
ー
化
す
る
こ
と
が
４
月
９
日

（
月
）
の
編
集
委
員
会
で
決
定
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
編
集
委
員
会

を
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

同
日
に
予
定
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

⑴
名
誉
会
員
に
つ
い
て

伊
藤
会
長
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
説
明
が
あ
り
、
名
誉
会
員

推
薦
に
関
す
る
内
規
に
則
り
支

部
、
大
学
推
薦
の
７
名
を
名
誉

会
員
と
し
て
総
会
に
推
薦
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

⑵
役
員
選
出
に
つ
い
て

山
梨
支
部
か
ら
の
常
任
理
事
、

理
事
の
推
薦
を
受
け
て
か
ら
総

会
に
て
承
認
を
得
る
こ
と
と
し

た
。

⑶
平
成
23
年
度
決
算

①
決
算
報
告

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
収
入
に

つ
い
て
は
、
会
費
納
入
額
が
減

額
し
、
会
報
掲
載
広
告
料
、
名

簿
発
行
に
よ
る
収
入
の
増
額
が

あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。
支
出

に
つ
い
て
は
、
会
報
の
印
刷
費

に
お
け
る
節
約
が
報
告
さ
れ
た
。

名
簿
発
行
に
よ
る
収
入
に
よ
り
、

同
窓
会
基
金
へ
200
万
円
預
け
入

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
入
会

金
に
つ
い
て
は
、
千
葉
大
学
卒

業
生
全
員
が
納
入
し
て
い
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

②
監
査
報
告

田
中
光
監
事
よ
り
、
監
査
の

結
果
、
会
計
処
理
が
適
正
で
あ

る
旨
、
資
料
の
通
り
報
告
さ
れ

た
。

⑷
平
成
24
年
度
事
業
計
画

鈴
木
副
会
長
よ
り
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。「
千
葉

医
学
の
伝
統
」
言
語
化
は
中
間

報
告
を
終
了
し
た
こ
と
、
同
窓

会
会
員
名
簿
の
次
回
発
行
は
2015

年
で
あ
る
こ
と
、
東
日
本
大
震

災
救
援
募
金
は
一
旦
終
了
し
た

こ
と
、
記
念
誌
の
発
行
は
平
成

24
年
５
月
31
日
発
行
予
定
で
あ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
事
業
に
、
新
た
に

学
生
・
卒
業
生
サ
ポ
ー
ト
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案
）
を
加
え
る

こ
と
と
す
る
旨
、
田
邊
理
事
よ

り
提
案
さ
れ
た
。
在
校
生
・
卒

業
生
へ
の
支
援
、
感
謝
を
通
し

て
同
窓
会
へ
の
参
加
・
協
力
を

促
進
し
、
将
来
的
に
は
事
業
の

寄
附
制
度
を
考
案
す
る
趣
旨
が

説
明
さ
れ
た
。
学
生
に
対
し
て

は
留
学
時
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
表
彰
、
名
刺
、
白

衣
、
聴
診
器
等
の
授
与
が
提
案

さ
れ
た
。
卒
業
生
に
対
し
て
は

積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
卒
後

10
年
等
の
節
目
に
ギ
フ
ト
を
送

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
卒
業

50
年
に
は
同
窓
会
と
し
てHalf-

Century Society

を
開
催
、

Home-Coming Day

（
新
同
窓

会
館
の
活
用
）
を
設
け
る
と
い

う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
卒
後
10

年
、
20
年
、
な
ど
の
同
期
会
の

支
援
を
す
る
等
の
意
見
が
あ
り
、

具
体
的
な
提
案
を
総
会
に
提
出

す
る
こ
と
と
し
、
承
認
さ
れ
た
。

⑸
平
成
24
年
度
予
算
案

白
澤
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
説
明
が
あ
っ
た
。
収
入
に

つ
い
て
会
費
の
入
会
金
を
60
万

円
と
減
額
す
る
こ
と
、
会
報
の

広
告
掲
載
費
を
50
万
円
と
増
額

す
る
こ
と
、
支
出
に
つ
い
て
会

議
費
は
評
議
員
会
開
催
を
考
慮

し
て
増
額
、
旅
費
・
通
信
費
も

増
額
す
る
こ
と
、
会
報
印
刷
費

は
減
額
す
る
こ
と
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
賞
学
術
賞
に
つ
い
て
本

年
度
は
２
名
分
を
計
上
す
る
こ

と
、
猪
之
鼻
奨
学
会
が
公
益
財

団
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
た

め
年
度
を
限
っ
て
寄
附
金
の
増

額
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
今
年

度
よ
り
新
た
な
事
業
の
学
生
・

卒
業
生
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
案
）
の
経
費
は
予
備
費
よ

り
支
出
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

予
算
案
は
承
認
さ
れ
た
。

⑹
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結

平
成
24
年
度 

第
１
回
常
任
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

　
原
稿
募
集

１
．
現
代
の
医
療
問
題
に
つ
い
て

２
．
開
院
な
ど
近
況
報
告

３
．
会
員
著
書
紹
介
　
な
ど

　
　
　
次
号
は
、
平
成
24
年
１
月
発
行
予
定
で
す
。

　
　
　
原
稿
は
１
４
０
０
字
以
内
に
て
事
務
局
ま
で
！

　
　
　E-m

ail

：info@
inohana.jp
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へ
の
参
加
・
協
力
を
促
進
す
る

た
め
の
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

⑸
平
成
24
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
白
澤
理
事
よ
り
各
項
目
の
予

算
額
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

収
入
に
つ
い
て
は
、
会
費
収
入

は
減
額
し
、
会
報
へ
の
広
告
掲

載
収
入
を
増
額
す
る
こ
と
と
し

た
。
支
出
に
つ
い
て
は
評
議
員

会
の
開
催
予
定
の
た
め
委
員
会

費
を
増
額
、
会
報
印
刷
費
を
減

額
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
業
費

一
般
学
事
奨
励
か
ら
ゐ
の
は
な

賞
学
術
賞
を
２
名
と
し
、
猪
之

鼻
奨
学
会
は
平
成
24
年
度
４
月

か
ら
公
益
財
団
法
人
に
認
定
さ

れ
支
援
と
し
て
助
成
金
を
一
定

年
限
増
額
計
上
す
る
こ
と
等
が

説
明
さ
れ
、
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

⑹
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

①
理
事

白
澤
理
事
よ
り
会
則
第
12
条

に
則
り
説
明
が
あ
り
、
理
事
が

承
認
さ
れ
た
。

②
常
任
理
事

同
理
事
よ
り
会
則
第
８
条
に

則
り
説
明
が
あ
り
、
総
会
を
理

事
会
併
催
と
し
た
う
え
で
、
常

任
理
事
選
出
が
承
認
さ
れ
た
。

③
評
議
員

同
理
事
よ
り
会
則
15
条
に
則

り
説
明
が
あ
り
、
評
議
員
が
承

認
さ
れ
た
。

日　

時
： 
平
成
24
年
６
月
16
日

（
土
）

場　

所
： 

銀
座
ア
ス
タ
ー
お
茶

の
水
賓
館

出
席
者
：
56
名

委
任
状
：
610
名

済
陽
高
穂
副
会
長
の
辞
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
白
澤
浩
理
事

の
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
物
故
者

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
伊
藤
晴
夫

会
長
の
挨
拶
の
後
、
同
会
長
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

議　

事

⑴
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

白
澤
理
事
よ
り
、
内
規
に
基

づ
き
推
挙
さ
れ
た
７
名
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

⑵
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

（
１
）
庶
務
部
報
告

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
、
平

成
23
年
度
の
各
会
議
開
催
や
各

支
部
と
の
交
流
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

（
２
）
事
業
部
報
告

同
副
会
長
よ
り
、
同
窓
会
賞

お
よ
び
学
外
研
究
助
成
の
決
定
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
の
年
３
回

発
行
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

⑶
平
成
23
年
度
決
算
に
つ
い
て

（
１
）
決
算
報
告

白
澤
理
事
よ
り
決
算
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
収
入

に
つ
い
て
は
、
会
費
収
入
の
減

少
が
見
ら
れ
る
が
、
会
報
の
広

告
掲
載
料
が
増
額
と
な
り
、
３

年
に
１
度
の
名
簿
発
行
に
よ
る

収
入
が
あ
っ
た
。
支
出
に
関
し

て
は
会
報
の
印
刷
費
の
削
減
な

ど
に
よ
り
予
算
に
対
し
て
節
約

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
名
簿

発
行
に
よ
る
収
入
か
ら
200
万
円

を
同
窓
会
基
金
に
積
立
て
る
事

と
し
た
等
が
報
告
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

（
２
）
監
査
報
告

田
中
光
監
事
お
よ
び
秋
葉
哲

生
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
、

決
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

⑷
平
成
24
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て鈴

木
副
会
長
よ
り
会
報
発
行
、

各
地
域
ゐ
の
は
な
会
へ
の
支
援
、

各
地
域
ゐ
の
は
な
会
と
本
部
間

と
の
交
流
、
研
究
教
育
助
成
、

Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
事
業
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
館
設
立
（
135
周
年
記

念
）
事
業
、
同
窓
会
員
組
織
の

充
実
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。田
邊
政
裕
理
事
よ
り
学
生
・

卒
業
生
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
在
校
生
・
卒
業
生
へ
の

支
援
、
感
謝
を
通
し
て
同
窓
会

平
成
24
年
度 

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨

⑺
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
規
定
の

改
定
に
つ
い
て

学
術
賞
は
他
の
関
連
団
体
の

賞
と
重
複
す
る
た
め
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
で
は
趣
旨
を
変
え

（
第
２
条
）、
社
会
貢
献
賞
及
び

功
労
賞
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑻
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立

事
業
に
つ
い
て

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
新
ゐ
の

は
な
同
窓
会
館
の
設
立
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
平
成
24
年
７
月

に
第
２
回
の
開
札
、
竣
工
予
定

（
平
成
25
年
３
月
）
等
が
説
明
さ

れ
、
了
承
さ
れ
た
。

⑼
そ
の
他

吉
原
俊
雄
理
事
よ
り
評
議
員

の
役
職
継
続
、
辞
退
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
。
評
議
員
会
の

組
織
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
会
員

の
同
窓
会
離
れ
や
不
詳
会
員
の

増
加
、
会
費
納
入
率
の
低
下
等

の
問
題
を
少
し
で
も
改
善
し
て

い
く
よ
う
評
議
員
を
学
年
代
表

幹
事
、
学
年
の
連
絡
係
、
情
報

発
信
係
の
よ
う
な
実
践
的
な
も

の
と
で
き
る
よ
う
今
後
も
検
討

を
続
け
る
。
少
人
数
で
も
評
議

員
会
の
親
睦
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

済
陽
高
穂
副
会
長
の
辞
に
よ

り
、
閉
会
と
な
っ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
表
彰
式

田
邊
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

学
術
賞
（
加
藤
直
也
氏
、
鈴
木

浩
太
郎
氏
）
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
伊
藤
会
長
よ
り
表
彰
盾

と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

特
別
講
演

伊
藤
会
長
の
司
会
に
よ
り
、

白
澤
卓
二
氏
（
順
天
堂
大
学
加

齢
制
御
医
学
講
座
教
授
）が「
い

つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
き
る
た

め
に
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

懇
親
会

岡
本
和
久
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
さ
れ
た
。
伊
藤
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
同
窓
会
賞
受
賞

者
、
叙
勲
者
、
名
誉
会
員
諸
氏

等
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
歓

談
の
時
を
過
ご
し
、
閉
会
と
な

っ
た
。

川上　成之　氏（昭22）
石井　邦夫　氏（昭26）
鹿山　徳男　氏（昭29）
片山　　喬　氏（昭30）

佐藤　　通　氏（昭35）
加部　恒雄　氏（昭44）
鈴木　信夫　氏（昭47）

平成24年度総会において選出された名誉会員

学
会
、
研
究
集
会
、
ゐ
の
は
な
会
、
ク
ラ

ス
会
な
ど
種
々
の
行
事
開
催
予
定
と
そ
の
内

容
に
つ
い
て
同
窓
会
事
務
室
へ
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
本
会
報
に
掲
載
致
し
ま
す
。
な
お
、

本
会
報
の
発
行
月
は
１
月
、
５
月
お
よ
び
９

月
で
す
。

開
催
予
定
の
行
事
を
お
知
ら
せ
下
さ
い



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第161号 人 事 異 動   議 事 要 旨 （24）

収入の部 款項目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
会 費 等 21,400,000 20,136,000 −1,264,000
事業収入 5,000,000 5,430,556 430,556

他会計より受入 100,000 245,819 145,819
寄 付 金 200,000 500,000 300,000
雑 収 入 20,000 1,889,162 1,869,162

（当期収入計） 26,720,000 28,201,537 1,481,537
前年度繰越金受入 2,717,489 2,717,489

収入合計 29,437,489 30,919,026 1,481,537
　

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総 務 費 12,300,000 11,066,362 1,233,638
事 業 費 14,380,000 13,199,416 1,180,584
法人税等 1,400,000 1,235,300 164,700
予 備 費 1,257,489 0 1,257,489
積 立 金 100,000 100,000 0

次期繰越金 3,317,948 −3,317,948
支出合計 29,437,489 30,919,026 −1,481,537

収入の部 款項目 平成24年度予算額（円） 平成23年度予算額（円） 平成23年度決算額（円）
会議費等 20,500,000 21,400,000 20,136,000
事業収入 5,000,000 5,000,000 5,430,556

他会計より受入 100,000 100,000 245,819
寄 付 金 500,000 200,000 500,000
雑 収 入 20,000 20,000 1,889,162

（当期収入計） 26,120,000 26,720,000 28,201,537
前年度繰越金受入 3,317,948 2,717,489 2,717,489

収入合計 29,437,948 29,437,489 30,919,026

支出の部 款項目（節） 平成24年度予算額（円） 平成23年度予算額（円） 平成23年度決算額（円）
総 務 費 12,700,000 12,300,000 11,066,362
事 業 費 13,800,000 14,380,000 13,199,416
法人税等 1,400,000 1,400,000 1,235,300
予 備 費 1,437,948 1,257,489 0
積 立 金 100,000 100,000 100,000

次期繰越金 3,317,948
支出合計 29,337,948 29,437,489 30,919,026

平成23年度決算報告

平成24年度予算

2012年  第37回

ゐのはな美術展
－千葉大学医学部OBによる美術展－

10月1日㈪～7日㈰
AM11：00～PM6：30　最終日4時

初秋の候、益々御清栄のことと

お慶び申し上げます。例年通り

右記の会場で、第37回展を開催

いたします。ご多用中恐縮なが

ら何卒ご高覧賜りたくご案内申

し上げます。

懇親会　10月6日㈯午後2時　会場にて

和光

三越

り
通
海
晴

り
通
き
ゆ
み

銀座通り

銀座三原通り

あづま通り

日産みずほ銀行松坂屋
松坂屋別館

巴馬
ロハスカフェ ギャラリー向日葵

銀座ギャラリーあづま

銀座四丁目交差点

地下鉄銀座線、日比谷線、銀座駅より徒歩2分

銀座
ギャラリー向日葵

ひ ま わ り

〒104-0061
東京都中央区銀座5-9-13
銀座菊正ビル2F
TEL　会　場　03-3572-0830
TEL　事務所　03-3573-1680

教
授

麻
酔
学

　

磯
野
史
朗
（
昭
59
）

 

（
准
教
授
よ
り
）

特
任
教
授

総
合
医
科
学
講
座

　

木
村
文
夫
（
昭
57
）

 

（
臓
器
制
御
外
科
学

 

準
教
授
よ
り
）

准
教
授

臨
床
腫
瘍
学

　

田
口
奈
津
子
（
平
元
）

（
附
属
病
院
講
師
よ
り
）

人
事
異
動

講
師

消
化
器
内
科

　

石
原　

武
（
昭
63
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授
就
任

藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部

臓
器
移
植
科

　

剣
持　

敬
（
昭
58
）

　
　
（
千
葉
東
病
院
臨
床

 

研
究
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
）

順
天
堂
大
学
医
学
部

乳
腺
・
内
分
泌
外
科
学
研
究
室

　

齊
藤
光
江
（
昭
59
）

（
同
先
任
准
教
授
よ
り
）



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報 第161号（25） 評 議 員   

改定　ゐのはな同窓会賞規定

旧 新

（顕彰の種別）
第 2 条　顕彰の種別は学術賞及び功労賞とする。
1 ．学術賞は、医学あるいは医療活動の顕著な業績によ
り、学術的あるいは社会的に高い貢献をした会員（個人
あるいはグループ）に授与する。
2 ．功労賞は、医学あるいは広く文化の各領域において
千葉大学および千葉大学ゐのはな同窓会に多大の貢献を
したものに授与する。
　功労賞の区分は以下の四種とする。
　国際賞：国際交流及び海外医療の向上に尽くしたもの
　教育・文 化賞：教育、芸術およびスポーツなどの領域

において功績顕著なもの
　医療・福 祉・行政賞：医療・福祉・行政の分野におい

て優れた業績のあるもの
　社会功労 賞：自己の危険を顧みず人名救助したもの、

公益のため私財を寄付するなど功績顕著なも
の

（顕彰の種別）
第 2 条　顕彰の種別は社会貢献賞及び功労賞とする。
1 ．社会貢献賞は、医療活動の顕著な業績により、社会
的に高い貢献をした会員（個人あるいはグループ）に授
与する。
2 ．功労賞は、医学あるいは広く文化の各領域において
千葉大学および千葉大学ゐのはな同窓会に多大の貢献を
したものに授与する。
　功労賞の区分は以下の三種類とする。
　国際賞：国際交流及び海外医療の向上に尽くしたもの
　教育・文 化賞：教育、芸術およびスポーツなどの領域

において功績顕著なもの
　福祉・行 政賞：福祉・行政の分野において優れた業績

のあるもの
　社会功労賞は削除

註
　 社会貢献賞：社会的に高い貢献は秀でたプロフェッショナリズム（患者・家族、医療者、一般人に対する優れた関係性、長年

の研鑽による卓越した診療能力）による医療の実践を意味し、対象には診療所、地域の病院で診療に従事する開業医、勤務医
を広く求め、自薦、他薦による申請を受け付ける。申請者より原則として開業医 1 件、勤務医 1 件、その他 1 件を受賞候補者
として選考する。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
常
任
理
事

　

評
議
員
検
討
委
員
会
委
員
長吉　

原　

俊　

雄
（
昭
53
）

　
評
議
員
に
つ
い
て

卒年 氏　名
昭16⑫ 清川　素道
昭21 齋藤　豊一
〃22 新田　実男
〃23 市川平三郎
昭25 宇井　　清
専25 円城寺　栄
昭27 鍋谷　欣市
〃31 上原すゞこ
〃31 小川　道一
〃31 小野清四郎
〃32 仙波　恒雄
〃32 藤本　　茂
〃33 嶋田　俊恒
〃33 髙木　學治
〃34 神田　芳郎
〃35 神田　　敬
〃35 河野　　宏
〃36 前嶋　　清
〃38 谷　　修一
〃38 鳥羽　　剛
〃39 崎山　　樹
〃41 里村　洋一
〃42 岡崎　卓見
〃44 渡辺　義郎
〃46 松岢　　理
〃46 渡部　恒夫
〃47 大野　一英
〃47 大橋　浩文

卒年 氏　名
〃48 灘岡　壽英
〃49 菅野　治重
〃50 高林克日己
〃50 平井　愛山
〃51 高橋　和久
〃53 新井　貞男
〃53 山口　哲生
〃54 軍司　祥雄
〃54 巽　浩一郎
〃55 神﨑　哲人
〃55 佐藤　慎一
〃56 伊丹　　純
〃56 高　　在完
〃57 下山　直人
〃58 後藤　茂正
〃58 丹野　裕和
〃59 伊豫　雅臣
〃59 藤本　　肇
〃60 岡田　朝志
〃61 林　　偉明
〃61 新島　真文
〃62 鈴木　正人
〃63 横手幸太郎
平元 粟生田　輝
〃3 赤坂　　武
〃5 花岡　英紀
〃6 大鳥　精司
〃7 竹内　　男

卒年 氏　名
〃7 山口　和也
〃8 三階　貴志
〃9 腰塚　周平
〃10 太和田暁之
〃11 小林　圭介
〃11 三宅　敦子
〃12 川辺　純子
〃12 山田　伸子
〃13 大島　　拓
〃13 杉本　晃一
〃14 金　　宇鎮
〃15 篠原　　翼
〃15 新津　富央
〃16 内野　康志
〃16 寺谷　俊康
〃17 大野　幸恵
〃17 鳩貝　　健
〃18 今井　恵理
〃19 細川　淳一
〃20 丘　　育容
〃20 岡原　陽二
〃21 幸本　達矢
〃21 山村　智彦
〃23 椎名　裕樹
〃23 若井　　健
〃24 秋葉　　歩

同
窓
会
の
問
題
点
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
将
来
に
向
け

て
、
評
議
員
は
ク
ラ
ス
代
表
幹

事
の
役
割
と
し
て
、
診
療
、
研

究
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
病
院
、

研
究
所
や
診
療
所
間
の
連
携
、

情
報
伝
達
の
要
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。
評
議
員

の
先
生
方
の
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
の
連
絡
網
の
整
備
か
ら
は
じ

め
、
第
１
回
の
会
合
も
開
催
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
新
評
議
員
の
名
簿
一
覧
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

総
務
会
、
常
任
理
事
会
の
検
討

を
経
て
同
窓
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
そ
の
基
軸
と
な
る
組

織
を
評
議
員
会
と
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
、
同

窓
会
評
議
員
の
仕
事
、
義
務
、

権
限
な
ど
全
く
実
態
が
な
く
、

本
人
も
評
議
員
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り

ま
し
た
。
昨
今
の
若
手
同
窓
会

離
れ
、
支
部
会
員
の
減
少
な
ど



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報第161号   オ ン ラ イ ン 会 報 （26）

オンライン会報案内 
http://www.inohana.jp/online/index.html

検索オンライン会報

　インターネット動画会報のオンライン会報では、順次、新企画番組を提供しております。例えば、千葉
大学大学院医学研究院における留学生の学位修得後の状況や海外共同研究者らの国際交流先機関の情報を
掲載しております。また、刻々と変貌している母校の姿をキャンパス便りにて配信しております。一方、
千葉日報社や志学書店との協力により、ゐのはな同窓会員の福利厚生に資する情報の提供も始めています。

カテゴリー一覧
・病院紹介
・同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介
・生涯学習講座　　　・「ほっとひといき」ちば通信
・インタビュー　　　・国際交流
・同窓会　　　　　　・クラス会・他大学等
・キャンパス便り　　・都道府県医師対策
・オンライン書庫　　・話題
・135周年記念事業協賛企業の紹介



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（27） オ ン ラ イ ン 会 報   第161号

　オンライン会報「ゐのはな同窓会会員が
経営する医院や病院の紹介」を、９月より、
県民紙である千葉日報の医療新世紀面（月
２回・だいたい木曜掲載）の「頼りになり
ます　街のお医者さん」でも紹介すること
となりました。広く千葉県民に良質の医療
を知っていただくためのコラムです。
　ゐのはな同窓会員の病院・医院の紹介を
オンライン会報と千葉日報へ同時掲載する
ことをご希望の場合、ゐのはな同窓会本部
事務局（TEL：043−202−3750、FAX：
043−202−3753）までお知らせください。

千葉日報の医療新世紀面で
病院紹介を開始

　オンライン書庫から志学書店ゐのはな同窓会販売サイト（おんらいん書店）へリンクできる
よう準備中です。同窓会会員執筆書籍の販売窓口の提供や医学書から一般書まで様々な本の購
入がオンライン書庫を通して可能になります。

企画中

志学書店と連携
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寄
付
者
ご
芳
名

 

（
敬
称
略
）

　

一
般
個
人　

片
野　

鈴
枝

久
保
田
勘
也

稲
瀬　

道
和

進
藤　

輝
山

　

医
療
機
関　

上
都
賀
総
合
病
院

埼
玉
県
厚
生
連　

熊
谷
総
合
病
院

（
医
）
社
団
よ
つ
葉
会
介
護
老
人

　

保
健
施
設　

さ
か
き
光
陽

（
医
）
三
愛
記
念
病
院

（
医
）
三
愛
記
念
そ
が
病
院

下
都
賀
総
合
病
院

（
医
）
み
は
ま
病
院

聖
隷
浜
松
病
院

聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

聖
隷
横
浜
病
院

（
医
）
船
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

新ゐのはな同窓会館設立事業募金状況

平成21年の千葉大学医学部創立135周年を機に
始まりました募金につきまして、下記の方々、
施設、団体等からご協力を頂きました。ご芳名
は新会館の銘板に刻させて頂きたく存じます。
なお、日頃よりご厚情をお寄せ頂いております
医療機関等におかれましても、なお一層のご支
援を賜れますれば誠に幸甚に存じます。

芳名板デザイン

（平成24年8月31日現在）

　

企
業
・
法
人
等　

赤
星
工
業
（
株
）

旭
化
成
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

あ
す
か
製
薬
（
株
）

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
株
）

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

石
井
食
品
（
株
）

（
株
）
石
渡
商
事

（
株
）
ウ
チ
ダ
和
漢
薬

栄
研
化
学
（
株
）

エ
ス
エ
ス
製
薬
（
株
）

エ
ー
ザ
イ
（
株
）

エ
ー
ス
損
害
保
険
（
株
）

（
株
）
エ
ス
ア
ー
ル
エ
ル

エ
ル
メ
ッ
ド
エ
ー
ザ
イ
（
株
）

大
塚
製
薬
（
株
）

（
株
）
大
塚
製
薬
工
場

小
野
薬
品
工
業
（
株
）

科
研
製
薬
（
株
）

化
研
生
薬
（
株
）

鹿
島
建
設
（
株
）

勝
又
自
動
車
（
株
）

（
株
）
北
原
防
災

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
（
株
）

杏
林
製
薬
（
株
）

興
和
（
株
）

協
和
醗
酵
工
業
（
株
）

キ
リ
ン
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
株
）

ク
ラ
シ
エ
製
薬
（
株
）

ク
ラ
シ
エ
薬
品
（
株
）

京
成
建
設
（
株
）

（
株
）
小
山
商
会　

千
葉
営
業
所

佐
藤
製
薬
（
株
）

サ
ノ
フ
ィ
・
ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
（
株
）

（
株
）
サ
ラ
ト

沢
井
製
薬
（
株
）

参
天
製
薬
（
株
）

（
有
）
サ
ン
・
プ
ラ
ニ
ン
グ

（
株
）
サ
ン
リ
ツ

（
株
）
三
和
化
学
研
究
所

（
株
）
志
学
書
店

シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ウ
（
株
）

塩
野
義
製
薬
（
株
）

白
鳥
製
薬
（
株
）

（
株
）
正
文
社

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
（
株
）

大
正
製
薬
（
株
）

大
日
本
住
友
製
薬
（
株
）

大
鵬
薬
品
工
業
（
株
）

タ
カ
イ
医
科
工
業
（
株
）

武
田
バ
イ
オ
開
発
セ
ン
タ
ー
（
株
）

（
株
）
千
葉
銀
行

千
葉
中
央
会
計
事
務
所

千
葉
日
産
自
動
車
（
株
）

（
株
）
銚
子
丸

帝
人
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

テ
ル
モ
（
株
）

ト
ー
ア
エ
イ
ヨ
ー
（
株
）

（
株
）
東
葛
幸
文
堂

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
（
株
）

東
和
薬
品
（
株
）

富
山
化
学
工
業
（
株
）

（
株
）
ナ
リ
コ
ー

成
田
山
新
勝
寺

ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
（
株
）

日
本
イ
ー
ラ
イ
リ
リ
ー
（
株
）

高
額
寄
附
者
ご
芳
名

（
１
０
０
万
円
以
上
ご
寄
附
）

 

（
敬
称
略
）

　

医
療
機
関　

旭
神
経
内
科
病
院

（
医
）
大
平
会
嶺
井
第
一
病
院

JFE

川
鉄
千
葉
病
院

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　

企
業
・
法
人
等　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
（
株
）

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
（
株
）

小
太
郎
漢
方
製
薬
（
株
）

第
一
三
共
（
株
）

武
田
薬
品
工
業
（
株
）

田
辺
三
菱
製
薬
（
株
）

（
株
）
千
葉
京
成
ホ
テ
ル

中
外
製
薬
（
株
）

（
株
）
ツ
ム
ラ

財
団
法
人　

同
仁
会

鳥
居
薬
品
（
株
）

フ
ァ
イ
ザ
ー
（
株
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
　

臨
床
医
学
研
究
助
成
会

　

医
学
部
後
援
会　

小
塙　

清

医
学
部
後
援
会

　

同
窓
会
員　

土
屋　

與
之
（
昭
24
）

羽
生
富
士
夫
（
昭
29
）

谷
嶋　

俊
雄
（
昭
34
）

谷
嶋　

つ
ね
（
昭
35
）

加
藤　

昌
義
（
昭
36
）

岩
倉　

弘
毅
（
昭
37
）

伊
藤　

晴
夫
（
昭
39
）

今
津　
　

曄
（
昭
40
）

赤
井　

壽
紀
（
昭
43
）

唐
澤　

祥
人
（
昭
43
）

中
村　

陽
子
（
昭
44
）

大
西
久
仁
彦
（
昭
47
）

旭　
　

俊
臣
（
昭
48
）

早
乙
女　

勇
（
昭
48
）

秋
葉　

哲
生
（
昭
50
）

福
井　

博
行
（
昭
56
）

角
田　

隆
文
（
昭
57
）

仲
野　

公
一
（
昭
63
）

岡
本　

和
久
（
平
２
）

土
井　

茂
治
（
平
３
）

矢
野
浩
二
朗
（
平
11
）

小
山　

虎
信
（
公
衆
衛
生
学
）
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日
本
化
薬
（
株
）

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
（
株
）

日
本
新
薬
（
株
）

日
本
製
薬
（
株
）

日
本
臓
器
製
薬
（
株
）

日
本
た
ば
こ
産
業
（
株
）

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
（
株
）

ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

バ
イ
エ
ル
薬
品
（
株
）

（
株
）
パ
イ
オ
ニ
ア

萬
有
製
薬
（
株
）

（
株
）
富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

ブ
リ
ス
ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
株
）

（
株
）
ほ
て
い
家

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張

マ
イ
ラ
ン
製
薬
（
株
）

丸
石
製
薬
（
株
）

マ
ル
ホ
（
株
）

丸
万
壽
司

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
（
株
）

（
株
）
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬

明
治
製
菓
（
株
）

持
田
製
薬
（
株
）

（
株
）
ヤ
ク
ル
ト

山
崎
製
パ
ン
（
株
）

（
株
）
ヤ
ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ

ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）

ワ
イ
ス
（
株
）

わ
か
も
と
製
薬
（
株
）

　

医
学
部
後
援
会　

浅
井　

俊
治　
　

安
達　

哲
夫

新
井　

英
雄　
　

有
里　

敬
代

飯
田　
　

豊　
　

飯
田　

義
三

井
窪　

保
彦　
　

池
内　

英
男

石
神　

博
昭　
　

石
田　

和
弘

和
泉
み
ど
り　
　

伊
東　

龍
也

井
上　

憲
二　
　

井
福　

正
博

岩
花
久
仁
子　
　

海
村　

昌
和

大
橋　
　

茂　
　

太
田　

昌
男

大
庭　
　

恵　
　

緒
方　
　

一

岡
本　

弘
子　
　

奥
山　

広
明

小
野　

文
雄　
　

小
谷
野　

信

小
林　

洋
一　
　

笠
間　

昭
彦

片
岡　
　

清　
　

勝
俣　

賢
二

加
藤　
　

誠　
　

金
子　

浩
一

上
川
床
総
一
郎　
　

川
端　

基
彦

菊
池　

敏
美　
　

北
爪　

秀
政

木
下　

富
夫　
　

工
藤　

琢
也

熊
谷　

武
久　
　

蔵
田　

昌
子

黒
川　

道
徳　
　

小
曽
根
卓
朗

後
藤　

喜
章　
　

小
関　

洋
男

小
西　

敏
郎　
　

酒
井　

雄
一

櫻
井　
　

茂　
　

佐
藤　

千
鶴

佐
藤　

恒
明　
　

下
平　
　

坦

鈴
木　

壽
郎　
　

須
賀　

秀
晃

杉
浦　

英
一　
　

泉
水　
　

卓

高
浦　

和
彦　
　

高
橋　
　

修

高
橋　

恒
雄　
　

竹
本　

勝
己

田
島　

啓
二　
　

田
中　

清
七

塚
田　

俊
行　
　

坪
井　

良
眞

富
永　

庸
平　
　

豊
田　
　

弘

豊
田　

浩
史　
　

永
井　

玉
枝

中
川　
　

康　
　

中
川　

洋
一

中
田　

徹
亮　
　

名
倉
謙
二
郎

東
ヶ
崎
邦
夫　
　

日
野
修
一
郎

平
山　

敏
雄　
　

広
沢　

邦
浩

廣
瀬　

俊
夫　
　

藤
井　

康
史

藤
田　

邦
臣　
　

堀
井　

宏
志

前
田　

雅
治　
　

松
岡　

才
二

松
田　

一
男　
　

松
村　

雅
生

三
田　

信
明　
　

武
藤
大
二
郎

森　
　
　

豊　
　

山
田　

雄
一

山
本　

幸
一　
　

与
儀　

実
久

吉
井　

仁
実　
　

吉
岡　

雅
之

吉
澤　

尚
嗣　
　

与
芝　

真
彰

若
松　

英
彦　
　

脇
田　

正
実

和
田　

正
英

　

医
学
部
教
職
員
等　

環
境
影
響
生
化
学

鈴
木　

敏
和　
　

吉
田　

政
高

神
経
生
物
学

山
口　
　

淳　
　

久
保　

武
一

薬
理
学

坂
下　

育
美

発
生
生
物
学

川
内　

大
輔　
　

室
山　

優
子

免
疫
発
生
学

細
川　

裕
之　
　

岩
村　

千
秋

山
下　

政
克

救
急
集
中
治
療
医
学

仲
村　

将
高

放
射
線
医
学

川
田　

哲
也

細
胞
分
子
医
学

宮
城　
　

聡

臨
床
分
子
生
物
学

武
川　

寛
樹

総
合
診
療
部

大
平　

善
之

先
端
和
漢
診
療
学
寄
附
講
座

関
矢　

信
康　
　

地
野　

充
時

久
永　

明
人

循
環
型
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
学

馬
杉　

綾
子　
　

計
良　

和
範

病
理
部

谷
澤　
　

徹

千
葉
大
医
・
旧
助
手
会

事
務
部

清
水　

富
雄　
　

堀
江　
　

寛
　

同
窓
会
員　

昭
15

田
中　
　

洋

昭
16

薬
丸
比
呂
志　
　

渡
邉　

彦
憲

昭
16
⑫

倉
田　

博
夫　
　

横
江　

康
夫

昭
17

浦
野　

英
夫　
　

森
島　

猪
二

下
山　

賢
次　
　

西
澤
英
三
郎

橋
本　

孝
平　
　

藤
江　

寛
忠

水
間　

正
冬

専
17

吉
田　

芳
樹

昭
18

梶
山　
　

豊　
　

佐
藤　

進
一

竹
蓋
荘
一
郎　
　

田
中　
　

進

専
18

川
辺　
　

敏　
　

山
𥔎　

康
弘

山
田　

悦
朗　
　

来
仙　
　

隆

昭
19

井
出
源
四
郎　
　

北
澤　

幸
夫

清
水　
　

衛　
　

野
際　

英
雄

平
形　

義
人　
　

専
19

池　
　

二
郎　
　

村
島　

正
博

山
崎　
　

衛

昭
20

長
田　
　

浩　
　

草
間　
　

隆

近
内　

康
夫　
　

横
地　
　

尚

渡
邊　

昌
平

専
20

今
島　
　

浩　
　

久
保
田
亨
一

鵜
澤　
　

壽　
　

勝
呂　
　

安

昭
21

石
原　
　

眞　
　

大
磯　

英
雄

郡
山　

春
男　
　

国
井　

光
智

齋
藤　

豊
一　
　

佐
藤　

壹
三

中
島　

浩
二　
　

萩
野　
　

裕

古
江　

増
蔵　
　

本
間　

三
郎

三
宅　

和
夫

昭
22

石
郷
岡　

寛　
　

神
山　

英
明

清
水　

健
三　
　

千
田
喜
久
雄

新
田　

実
男　
　

信
藤　

羊
一

福
島　

渓
二　
　

茂
又　

眞
祐

鷲
田　

一
博

昭
23

板
垣　

修
造　
　

一
色　

重
義

伊
東　

和
人　
　

上
野　

高
次

海
老
原
恒
雄　
　

九
島　

璋
二

窪
谷　

満
雄　
　

斉
藤　

嘉
一

多
賀
谷　

譲　
　

奈
良　

四
郎

西
堀　

乙
彦　
　

平
岡　
　

眞

藤
崎　
　

滋　
　

前
田　
　

裕

宮
崎　

隆
次　
　

和
田　
　

寛

専
23

梅
沢　
　

亮　
　

大
野　

信
次

大
平　
　

馨　
　

柿
栖　

米
夫

香
取　

郁
雄　
　

斎
川　

俊
一

三
瓶　

善
康　
　

鈴
木　

東
洋

竹
内　
　

盈　
　

橋
本　
　

眞

中
山　

重
男　
　

水
沼　

三
郎

宮
入　

繁
夫　
　

渡
辺　

兼
司

昭
24

石
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信
乃

本
村
八
恵
子　
　

矢
島　

義
忠

山
口　

正
敏　
　

山
下　

明
美

山
下　

武
広　
　

山
本　
　

弘

米
満　

道
子

昭
40

青
木　
　

至　
　

天
海　

照
夫

遠
山　

敬
介　
　

漆
原　

昌
人

海
老
沼
光
治　
　

大
木　

健
資

大
本　

恭
平　
　

小
澤　

弘
侑

冠
木　

徹
彦　
　

小
島　

荘
明

税
所　

宏
光　
　

辛　
　

京
碩

関
谷　

宗
英　
　

島　
　
　

毅

妹
尾　

素
淵　
　

曽
野　

文
豊

黒
田　

紀
子　
　

高
野　

元
昭

瀧
澤　

弘
隆　
　

竹
内　

龍
雄

田
中　

則
好　
　

角
田　

興
一

栃
木
亮
太
郎　
　

長
尾　

龍
郎

西
村　

和
子　
　

野
口　

眞
利

伊
藤　

ル
ミ　
　

服
部　

芳
夫

日
景　

高
志　
　

武
者　

廣
隆

石
神　

敏
子　
　

柳
沢　

貫
一

山
浦　
　

晶　
　

山
田　

勝
巳

吉
川　

広
和　
　

渡
邉　
　

攻

昭
41

天
羽　

達
郎　
　

新
井　

茂
郎

飯
島　

幸
雄　
　

飯
島　

一
彦

大
島　

仁
士　
　

王
子　
　

明

大
塚　

明
彦　
　

落
合　

武
徳

若
新　

洋
子　
　

神
谷　
　

努

菊
池　

義
公　
　

桑
木　

絅
一

小
林　

英
夫　
　

小
林　

伸
行

三
枝　

俊
夫　
　

佐
々
木
徳
秀

里
村　

洋
一　
　

塩
沢　
　

博

島
田　

哲
男　
　

白
濱　

龍
興

鈴
木　
　

豊　
　

鈴
木　
　

弓

髙
橋　

淳
一　
　

高
山　

和
夫

竹
内　
　

豊　
　

竹
島　
　

徹

田
中　

文
隆　
　

塚
本　

嘉
一

飯
田　

龍
一　
　

中
島　
　

忍

中
村　

宣
生　
　

市
川　

清
子

半
澤　
　

儁　
　

平
澤　

博
之

福
田
康
一
郎　
　

御
園
生
正
紀

溝
口　
　

勝　
　

安
江　

万
二

鎗
田　
　

努　
　

竜　
　

良
方

渡
辺　

一
男　
　

渡
辺　
　

寛

昭
42

関　

三
千
代　
　

石
井　

従
道

伊
藤　

達
雄　
　

大
沼　

直
躬

関　
　

隆
郎　
　

片
倉　
　

透

勝
俣　

剛
志　
　

冠
木　

敦
子

更
科　

廣
實　
　

鈴
木　

一
郎

谷
口　
　

克　
　

高
崎　
　

健

高
部　

吉
庸　
　

田
中　

弘
一

内
藤　

準
哉　
　

宮
坂　
　

斉

中
島　

克
巳　
　

中
村　

謙
介

鍋
島　

和
夫　
　

忍
頂
寺
紀
彰

服
部　

孝
道　
　

林　
　

龍
哉

比
嘉　

英
麿　
　

日
笠
山
一
郎

平
賀　

一
陽　
　

藤
澤　

武
彦

藤
田　
　

優　
　

宮
本　

忠
昭

森
田
喜
崇
子　
　

森
田　
　

清

守
屋　

秀
繁　
　

安
田　

耕
作

林　
　

益
子　
　

吉
野　

紘
正

渡
辺　

道
典

昭
43

青
木　

靖
雄　
　

赤
尾　

建
夫

足
立　

英
雄　
　

石
井　

豊
信

磯
村　

勝
美　
　

一
瀬　

正
治

伊
藤　
　

進　
　

岩
間　

汪
美

網
代　

成
子　
　

太
田　

東
吾

小
澤　
　

俊　
　

鹿
島　
　

孝

梶
尾　

高
根　
　

加
藤　

之
康

川
村　
　

功　
　

北
原　
　

宏

栗
山　

喬
之　
　

久
野　

宗
寛

小
山　

哲
夫　
　

神
津　

玲
子

斎
藤　

弘
司　
　

佐
藤　

英
樹

佐
藤　

文
彦　
　

佐
野　

元
昭

宿
谷　

正
毅　
　

鈴
木　

昭
一

鈴
木　
　

秀　
　

諏
訪　

敏
一



ゐ　の　は　な　同　窓　会　報（31） 会 館 設 立 第161号

高
山　

直
秀　
　

滝
川　

弘
志

田
代　

亜
彦　
　

玉
井　

輝
章

千
葉　

彌
幸　
　

土
田　

弘
基

鳥
居　

雅
江　
　

鳥
居　

敏
明

仲
尾　
　

清　
　

中
嶋　

弘
道

中
村　
　

宏　
　

高
岡　

邦
子

藤
塚　

光
慶　
　

藤
原　

克
己

舟
橋
満
寿
子　
　

星
野　
　

聡

堀
井
文
千
代　
　

堀
川　

義
文

松
清　
　

央　
　

盛　
　

克
己

李　
　

思
元　
　

竜　
　

崇
正

和
泉　

佳
子　
　

横
堀　

直
孝

和
田　

源
司

昭
44

浅
野　

武
秀　
　

飯
島　

信
行

飯
塚　
　

登　
　

石
川　

達
雄

石
渡
堅
一
郎　
　

内
海　

武
彦

遠
藤　

晴
久　
　

岡
崎　

壮
之

奥
村　
　

康　
　

落
合　

靖
男

加
部　

恒
雄　
　

河
崎　

純
忠

高
橋　

容
子　
　

黄
田　

悦
子

窪
田　

勝
也　
　

高
地
刀
志
行

神
津　

照
雄　
　

齋
藤　

康
榮

篠
原　

義
賢　
　

辛　
　

秀
雄

須
藤
壮
一
郎　
　

東
山　

都
紀

高
良　

宏
明　
　

千
本　

英
世

東
山　

義
龍　
　

西
島　
　

浩

西
村　

則
之　
　

林
崎　

勝
武

林　
　

恒
男　
　

林　
　

雅
意

萩
巣　

敏
子　
　

星
山　

圭
鉱

細
井　

湧
一　
　

堀
江　
　

弘

間
山　

素
行　
　

矢
田　

洋
三

高
橋　

秀
禎　
　

山
岸　

厚
子

吉
井
與
志
彦　
　

吉
田　

明
弘

吉
田　

行
夫　
　

吉
田　
　

操

渡
辺
孝
太
郎　
　

渡
辺　

義
郎

和
田　
　

力

昭
45

相
田　

尚
文　
　

新
井　

裕
二

ア
ン
ト
ニ
ー
ジ
ョ
セ
フ
ナ
ポ
レ
オ
ン

小
俣　

政
男　
　

家
里　

憲
二

一
戸　
　

彰　
　

伊
藤　

文
二

細
山　

公
子　
　

梅
津　

亮
二

榎
本　

正
満　
　

北
島　

忠
昭

木
村　

邦
夫　
　

黒
田　

重
史

腰
塚　
　

格　
　

堺　
　

常
雄

杉
山　

吉
克　
　

菅
ケ
谷
純
弘

住
吉　

徹
是　
　

高
橋　

正
年

高
橋　

長
裕　
　

滝
沢　
　

淳

千
見
寺　

勝　
　

寺
澤　

捷
年

天
神　

弘
尊　
　

伴
野　

悠
士

中
野　

義
澄　
　

中
山　
　

章

永
岡
喜
久
夫　
　

野
田　

宏
子

橋
本　

英
明　
　

長
谷
川　

毅

花
輪　

孝
雄　
　

林　
　
　

泰

平
山　

博
久　
　

宮
薗
千
代
子

古
川　

隆
男　
　

榎
本　

純
子

宮
原　

弘
次　
　

向
井　
　

將

湯
原　

幹
男　
　

与
儀　
　

裕

吉
田　

光
宏　
　

渡
辺　

義
二

渡
部
十
九
六　
　

済
陽　

高
穂

昭
46

千
葉　

幸
恵　
　

高
瀬　

直
子

今
田
屋　

章　
　

牛
嶋
紃
二
郎

内
田　

朝
彦　
　

大
友　

一
夫

大
森
耕
一
郎　
　

荻
原　

奉
祐

加
来　

俊
貞　
　

門
井　

隆
司

礒
部　

洋
子　
　

金
田　

庸
一

神
崎　

頼
仁　
　

木
澤　
　

功

木
口　

博
之　
　

北
野　

邦
孝

久
保
木
正
夫　
　

結
束　
　

温

大
川　

昌
権　
　

小
林　

弘
忠

櫻
井　

幸
弘　
　

杉
本　

和
夫

鈴
木　

直
人　
　

河
村　

和
子

高
瀬　
　

学　
　

高
橋　
　

誠

多
賀
谷　

茂　
　

谷
口　

瓔
子

田
畑
陽
一
郎　
　

中
村　

欽
哉

丹
羽　

有
一　
　

浜
崎　

智
仁

濱
野　

賴
隆　
　

久
田　

俊
和

平
野　

和
哉　
　

川
村
ひ
ろ
み

船
津　

恵
一　
　

文　
　

隆
雄

保
坂　

瑛
一　
　

保
阪　

善
昭

柳
橋　

京
子　
　

三
浦　

利
重

矢
端　

幸
夫　
　

山
室
美
砂
子

吉
田　

孝
宣　
　

与
那
嶺
和
子

若
林　

康
之

昭
47

石
川　

詔
雄　
　

伊
藤　

文
憲

稲
葉　

憲
之　
　

宇
津
見
和
郎

榎
本　

貴
夫　
　

大
岩　

孝
司

大
野　

一
英　
　

岡　
　

信
男

尾
形　
　

実　
　

河
西
十
九
三

加
藤　
　

誠　
　

菊
池　

友
允

北
沢　

栄
次　
　

栗
原　
　

正

眞
山　

和
徳　
　

菅
野　
　

勇

勝
呂　
　

徹　
　

鈴
木　

光
二

鈴
木　

信
夫　
　

相
馬　

光
弘

田
井　

東
風　
　

若
山　

曜
子

唐
司　

則
之　
　

中
嶋　

征
男

中
村　

和
郎　
　

長
尾　

啓
一

西
川　

哲
男　
　

西
野　
　

卓

檜
垣　
　

進　
　

松
川　

正
明

山
森　

秀
夫　
　

力
武　

知
之

若
山　

芳
彦　
　

脇
坂　

正
美

渡
辺　
　

滋

昭
48

浅
野　
　

誠　
　

一
木　
　

昇

岩
田　

泰
子　
　

上
村
加
代
子

猪
股　

弘
明　
　

岩
本　

逸
夫

上
野　

正
純　
　

上
村　

重
明

梅
田　
　

透　
　

大
内　

美
南

大
場　

敏
明　
　

小
川　

富
雄

小
川　
　

清　
　

笠
貫　

順
二

兼
坂　

俊
章　
　

金
塚　
　

東

木
内　

信
二　
　

君
塚　

五
郎

木
村　

秀
樹　
　

片
桐　

博
子

髙
圓　

博
文　
　

河
野　

陽
一

小
林　

健
一　
　

小
林　

道
生

後
藤　

澄
雄　
　

坂
口　
　

明

佐
藤　

展
將　
　

白
井　

厚
治

須
崎　

勢
至　
　

鈴
木　

晴
彦

鈴
木　

洋
文　
　

高
島　

常
夫

高
安　

賢
一　
　

千
葉　

次
郎

徳
久　

剛
史　
　

内
藤　
　

威

中
村　
　

明　
　

永
山　

洋
子

灘
岡　

壽
英　
　

内
田　

宏
子

野
口　

哲
夫　
　

野
村　
　

馨

羽
鳥　

文
麿　
　

広
瀬　
　

彰

千
見
寺　

徹　
　
千
見
寺
ひ
ろ
み

前
川　

岩
夫　
　

保
阪
亜
莉
沙

保
高
由
美
子　
　

南　
　

昌
平

守
田　

政
彦　
　

森
山　

紀
之

安
野　

憲
一 

山
路　

正
文

山
本　

義
一 

横
山　

淳
一

昭
49

青
柳　

光
生　
　

浅
井　

隆
善

有
田　

正
明　
　

石
神　

博
昭

岩
津
都
希
雄　
　

江
原　

正
明

入
江　

澄
子　
　

片
桐　
　

誠

金
子　

作
蔵　
　

田
辺
恵
美
子

菊
地　

紀
夫　
　

木
村　
　

純

五
月
女
直
樹　
　

佐
藤　

武
幸

鈴
木　

亮
二　
　

高
原　

善
治

武
井　
　

泉　
　

田
中　
　

正

田
中　
　

眞　
　

田
邉　

政
裕

田
町　

誓
一　
　

土
佐　

純
一

中
村　

文
子　
　

西
山　

裕
孝

西
山
眞
理
子　
　

野
村　

恭
子

長
谷
川　

純　
　

鳩
貝　

文
彦

渡
辺　

博
子　
　

三
上　

恵
只

森
川　

眞
一　
　

弓
削　

一
郎

渡
辺　

順
子

昭
50

秋
谷　
　

徹　
　

麻
生
誠
二
郎

入
江　

氏
康　
　

上
田　

志
朗

大
塚　
　

裕　
　

大
森　

景
文

沖
本　

光
典　
　

上
村　

公
平

鴨
下　
　

博　
　

河
内　

文
雄

川
口　

英
昭　
　

木
村　

道
雄

小
出　

義
雄　
　

後
藤　

信
昭

斉
藤
万
比
古　
　

佐
伯　

直
勝

佐
々
木　

健　
　

篠
遠　
　

彰

篠
宮　

正
樹　
　

勝
呂　

慶
子

隆　
　

元
英　
　

高
林
克
日
己

土
佐　

寛
順　
　

戸
塚　

清
一

富
谷　

久
雄　
　

中
尾　

照
逸

永
瀬　

譲
史　
　

小
林
け
い
子

高
橋　

道
子　
　

登
坂　
　

薫

西
山　
　

徹　
　

野
積　

邦
義

野
村　

文
夫　
　

増
田　

政
久

増
村　

道
雄　
　

松
谷　

和
徳

宮
崎　
　

勝　
　

村
野　

俊
一

森
野　

正
明　
　

山
岸　

文
雄

山
本
日
出
樹　
　

山
本　

博
憲

横
須
賀　

收

昭
51

赤
嶺　

正
裕　
　

秋
田　
　

徹

森
本　

典
子　
　

井
坂　

茂
夫

岩
崎　

秀
昭　
　

大
塚　

芳
克

小
野　

純
一　
　

小
野　

元
子

小
野　

和
則　
　

鏡
味　
　

勝

門
山　

周
文　
　

川
村　

健
二

黒
崎　

知
道　
　

伊
古
田
裕
子

児
島　

孝
行　
　

小
松　

健
祐

坂
本　
　

薫　
　

斎
藤　

典
男

佐
藤　

兼
重　
　

篠
塚　

正
彦

高
橋　

和
久　
　

寺
崎　

太
郎

寺
野　
　

隆　
　

中
山　

朝
行

南
波　

美
伸　
　

林　
　

春
幸

姫
野　

雄
司　
　

布
施　

秀
樹

紅
谷　
　

明　
　

蒔
田　

国
伸

蒔
田　

順
子　
　

松
谷　

正
一

松
村　
　

勉　
　

八
木
橋
美
範

由
佐　

俊
和　
　

山
本　

和
夫

昭
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五
十
嵐
辰
男　
　

奥
野　

妙
子

稲
田　

晴
生　
　

大
迫　

政
智

尾
崎　

正
彦　
　

海
宝　

雄
一

香
村　

衡
一　
　

香
村　

玲
子

北
澄　

忠
雄　
　

木
村　

正
幸

久
保
田
浩
一　
　

小
林　
　

彰

小
林　
　

純　
　

鈴
木　

孝
雄

須
田　

啓
一　
　

高
田　

俊
一

高
橋　

敏
信　
　

塚
田　

和
美

中
沢　
　

肇　
　

中
村　
　

勉

中
山　

大
典　
　

林
田　

和
也

檜
前　
　

薫　
　

兵
頭　

明
夫

福
田　
　

薫　
　

古
川　
　

斎

堀
部　

和
夫　
　

升
田　

吉
雄

松
岡　
　

明　
　

松
前　

孝
幸

湊　
　
　

明　
　

山
口　
　

一

山
田　

善
重

昭
53

新
井　

貞
男　
　

安　
　

徳
純

石
川　
　

洋　
　

伊
藤　

公
道

上
田
源
次
郎　
　

上
野　
　

泉

宇
田
川
晃
一　
　

遠
藤　

和
男

荻
野　

幸
伸　
　

織
田　

成
人

石
川
て
る
代　
　

川
俣　

泰
男

小
林　

敏
生　
　

菅
沢　

寛
健

鈴
木　

文
晴　
　

高
良　

健
司

武
永　
　

博　
　

塚
本　

哲
也

寺
井　
　

勝　
　

徳
重　

克
彦

得
丸　

幸
夫　
　

仲
田　

勲
生

中
村　
　

弘　
　

野
々
村
裕
子

花
岡　

明
宏　
　

三
潴　

忠
道

塚
田　

純
子　
　

森　
　

照
男

山
上　

岩
男　
　

山
口　

哲
生

吉
澤　
　

卓　
　

吉
田　

英
生

吉
原　

俊
雄　
　

李　
　

元
浩

若
林　

正
治　
　

和
田　

二
郎

渡
邊　
　

淨

昭
54

五
十
嵐
忠
彦　
　

伊
澤　

英
次

石
毛　

俊
行　
　

今
関　

文
夫

萬　
　

伸
子　
　

小
林　
　

進

小
林　

繁
樹　
　

近
藤　

福
雄

篠
遠　
　

仁　
　

下
条　

直
樹

杉
浦　

信
之　
　

杉
田　

克
生

鈴
木　

良
一　
　

高
野　

正
一

田
川　

雅
敏　
　

巽　

浩
一
郎

鶴
田　

好
孝　
　

宮
崎　
　

泉

中
村　

眞
人　
　

林　
　

北
見

福
田　

幾
夫　
　

宮
本　

恒
彦

吉
田　

弘
道　
　

渡
辺　

恒
家

昭
55

有
我　

隆
光　
　

植
松　

武
史

雄
賀
多　

聡　
　

長　
　

雄
一

神
𥔎　

哲
人　
　

久
木
田
親
重

栗
原　

和
男　
　

潮
平　

芳
樹

柴
橋　

博
之　
　

杉
原　

茂
孝

須
藤　

義
夫　
　

砂
田　

荘
一

田
中　
　

篤　
　

亀
井
太
美
子

十
川　

康
弘　
　

鳥
居　

俊
男

永
井　

將
道　
　

長
島　
　

通

野
田　

和
男　
　

橋
本　

尚
武

蓮
沼　

桂
司　
　

氷
見　

京
子

氷
見　

寿
治　
　

深
澤　

一
雄

藤
田　
　

明 

前
田　

勝
久

宮
崎　

三
忠 

湯
口　

恭
利

羅　
　

智
靖

昭
56

足
立　

武
則　
　

伊
藤　
　

隆

伊
藤　
　

博　
　

岡　
　

陽
一

小
川　

利
隆　
　

笠
松　

紀
雄

加
藤　

邦
彦　
　

亀
井　

克
彦
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川
副　

泰
成　
　

座
間　

秀
一

繁
田　

美
香　
　

清
水　

俊
行

鈴
木　

裕
子　
　

瀧
口　

正
樹

道
永　

麻
里　
　

武
内　

重
康

友
利　

秀
憲　
　

中
島　

一
彰

中
村　

広
志　
　

永
嶌　
　

薫

長
谷
川　

潔　
　

馬
場　
　

章

松
本　

俊
一　
　

福
武　

敏
夫

堀
内　
　

啓　
　

松
村
竜
太
郎

松
村
千
恵
子　
　

三
浦　

正
義

森
永　

哲
文　
　

湯
山　

琢
夫

吉
川　

正
治

昭
57

天
野　

穂
高　
　

岩
井　

直
路

ピ
ア
ス
洋
子　
　

大
嶺　
　

靖

小
川　
　

真　
　

川
島　

利
彦

小
森　

功
夫　
　

篠
崎　

克
己

下
山　

真
彦　
　

下
山　

直
人

島
田　
　

薫　
　

白
澤　
　

浩

角
谷　

明
子　
　

龍
野　

一
郎

酒
井　

直
美　
　

丹
沢　

秀
樹

中
村　

清
吾　
　

幡
野　

雅
彦

古
川　

敬
芳　
　

守
月　
　

理

山
口　

卓
秀　
　

山
西　

友
典

和
久　

真
一

昭
58

池
田　

政
文　
　

石
川　

信
泰

加
藤　

雄
一　
　

亀
山　

伸
吉

今
田　
　

進　
　

近
藤　

克
則

平
井
真
紀
子　
　

品
田　

良
之

鈴
木　

俊
英　
　

高
木　

一
也

滝
口　

裕
一　
　

田
島　

和
幸

田
中　

泰
弘　
　

豊
𥔎　

哲
也

長
門　

義
宣　
　

西
村　

元
伸

日
野　
　

剛　
　

深
沢　
　

毅

武
城　

英
明　
　

星
岡　
　

明

丸
山　
　

浩　
　

宮
副　

一
郎

森
田　

昌
男　
　

山
本　

修
一

昭
59

赤
倉
功
一
郎　
　

磯
野　

史
朗

市
川　

智
彦　
　

伊
豫　

雅
臣

岸　
　

雅
子　
　

岡
本　
　

弦

奥
脇　

治
郎　
　

小
野
崎
郁
史

桑
原　
　

聡　
　

幸
田　

圭
史

下
山　

恵
美　
　

高
石　
　

聡

高
梨　

一
紀　
　

高
橋　
　

弦

田
中　

尚
武　
　

露
口　

利
夫

中
川　

宏
治　
　

西
島　

由
美

藤
本　
　

肇　
　

星
野　

育
男

松
原　

久
裕　
　

光
永
伸
一
郎

村
井　

尚
之　
　

持
田　
　

晃

吉
田　

正
美　
　

渡
邉　

和
義

昭
60

阿
部　

恭
久　
　

安
蒜　
　

聡

有
田　

洋
右　
　

五
十
嵐
裕
章

石
島　

秀
紀　
　

井
上　

雅
子

岡
田　

朝
志　
　

佐
藤　

典
子

菊
野　
　

薫　
　

北
川　

憲
一

北
崎　
　

等　
　

木
元　

正
史

窪
田　

徳
幸　
　

興
村　

義
孝

古
口　

徳
雄　
　

坂
井　

誠
一

鈴
木　

昌
彦　
　

田
邉　

信
宏

豊
沢　
　

忠　
　

豊
根　

知
明

堂
垂　

伸
治　
　

鍋
谷　

圭
宏

並
木　

隆
雄　
　

林　
　

秀
樹

宮
澤　

幸
正　
　

森
嶋　

友
一

師
尾　
　

郁　
　

保
元　

明
彦

吉
野　
　

薫

昭
61

安
達　

智
江　
　

有
田　

誠
司

石
井　
　

浩　
　

石
井　

光
子

石
田　
　

厚 

伊
藤　

宏
文

今
牧　

瑞
浦 

小
田　

健
司

香
川
晃
太
郎 

片
橋　

立
秋

加
藤　

直
也 

金
田　

庸
一

菊
地　

浩
之 

木
村　

直
弘

佐
藤　

晴
彦 

沢
田　

貴
志

新
藤　
　

寛 

須
藤　

知
子

園
田　

昌
毅 

高
谷　

美
成

寺
内　

隆
司 

中
澤　
　

亨

長
門　

文
子 

西
村　

美
樹

西
脇　

哲
二 

萩
原　

雅
司

林　
　

偉
明 

古
谷　

雄
三

松
永　
　

保 

三
浦　

信
之

村
上　

康
二 

村
松　

俊
範

結
城　

崇
夫 

渡
辺　

啓
治

昭
62

青
江　

知
彦　
　

青
柳　

正
彦

秋
元　

英
里　
　

坂
本　

明
美

江
畑　

龍
樹　
　

大
曽
根
義
輝

朝
比
奈
真
由
美　
　

加
藤　

大
介

熊
谷　

匡
也　
　

小
山　

秀
彦

呉　
　

青
洋　
　

今
野　
　

慎

三
枝　

敬
史　
　

坂
本　

直
哉

佐
々
木　

一 

佐
藤　

直
秀

志
賀　

英
敏 

新
見　

將
泰

菅
谷　

啓
之 
鈴
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正
人

関
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敏
彦 
田
島　

康
夫

中
馬　
　

敦 
二
宮
栄
一
郎

野
首　

光
弘 

佐
藤
さ
ゆ
り

福
田　

浩
之 

松
江　

弘
之

松
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正
訓 

安
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晃
一

山
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浩
史 

遊
座　
　

潤

昭
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青
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俊
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安
達　

佳
宏

石
井　

秀
始　
　

石
川　

輝
彦

内
田　

佳
孝　
　

宇
野　
　

隆

柿
沼　

由
彦　
　

笠
原　

靖
紀

金
井　

文
彦　
　

黒
須　

克
志

小
林　

欣
夫　
　

小
松　

尚
也

佐
藤　

正
俊　
　

獅
子
原
正
樹

白
井
よ
ん
え　
　

杉
浦　

敏
之

中
世
古
知
昭　
　

徳
山　

竜
彦

中
村
伸
一
郎　
　

松
井　

芳
文

松
下　

一
之　
　

丸　
　

泰
司

三
木　

隆
司　
　

村
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秀
樹

茂
木　

健
司　
　

横
手
幸
太
郎

渡
辺　

絵
里　
　

渡
部　

良
夫

平
元

植
田　
　

健　
　

大
森　

繁
成

菊
池　

周
一　
　

北
村　

伸
哉

金　
　

民
世　
　

佐
粧　

孝
久

真
田　

昌
彦　
　

杉
戸　

一
寿

鈴
木　
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須
関　
　

馨

須
藤　

真
児　
　

関
根　

郁
夫

高
瀬　
　

完　
　

田
垣
内
祐
吾

知
久　
　

毅　
　

手
塚
健
太
郎

中
島　

文
毅　
　

花
澤　

豊
行

濱
野
ナ
ナ
子　
　

原
木　

真
名

平
栗　

雅
樹　
　

船
橋　

伸
禎

皆
川　

真
規　
　

南
野　
　

徹

宮
内　

英
聡　
　

八
木　

毅
典

平
２

安
西　

尚
彦　
　

安
藤　

策
郎

石
川　

文
彦　
　

石
和
田
稔
彦

老
沼　

和
弘　
　

太
田　
　

真

大
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徹　
　

小
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暁

岡
田　

吉
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勝
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明

川
名　

秀
忠　
　

木
下　

知
明

五
月
女　

隆　
　

佐
藤　

悟
郎

佐
藤　
　

宏　
　

清
水　

栄
司

鈴
木　

淳
也　
　

鈴
木　

洋
人

髙
栁　

建
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田
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保
彦

中
川　

晃
一　
　

藤
井　

克
則

丸
山　

紀
史　
　

湯
浅　

譲
治

吉
村
光
太
郎

平
３

早
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睦　
　

天
野　
　

晋

市
川　

千
秋　
　

今
井　

直
樹

石
塚　

伸
子　
　

草
塩　

公
彦

倉
持　

宏
明　
　

小
島　

広
成

小
島　

博
之　
　

小
林　

弘
一

斎
藤　

雅
彦　
　

鹿
間　
　

毅

清
水　

公
一　
　

白
鳥　
　

享

諏
訪
部
信
一　
　

福
山　

郁
修

中
島　

光
一　
　

二
村　

静
子

宍
倉
め
ぐ
み　
　

松
本　

伸
行

三
浦　

文
彦　
　

三
池　
　

聡

平
４

阿
部　

雄
造　
　

石
井　
　

徹

磯
部　

公
一　
　

井
上　
　

淳

梅
澤　

正
美　
　

遠
藤　

恒
宏

奥
山　

恭
子　
　

加
藤　

里
絵

小
泉　

健
一　
　

小
宮　
　

顕

阪
井　
　

守　
　

櫻
井　

健
一

貞
広　

智
仁　
　

高
瀬　

一
嘉

樋
口　

佳
則　
　

獅
子
原
薫
子

町
田
南
海
男　
　

三
橋　
　

修

三
橋　
　

繁　
　

谷
嶋　

隆
之

矢
花　

孝
文　
　

山
本　

正
二

吉
田　

克
彦

平
５

天
野　

景
治　
　

太
田　
　

詔

岸　
　

宏
久　
　

坂
尾
誠
一
郎

鈴
木　

陽
一　
　

杉
本　

克
己

関
谷　

武
司　
　

奥　
　

佳
代

徳
永　
　

進　
　

中
村　
　

晃

花
岡　

英
紀　
　

原　

佳
奈
子

深
町　

唯
博　
　

福
田　

和
司

藤
本　

善
英　
　

本
橋
新
一
郎

増
田　

真
一

平
６

鵜
飼　

伸
一　
　

碓
井　

宏
和

大
鳥　

精
司　
　

唐
木　

千
穂

小
高　

謙
一　
　

笠
川　

隆
玄

門
野
源
一
郎　
　

黄　
　

舜
範

香
西
由
美
子　
　

河
野　

世
章

齋
藤　
　

武　
　

諏
訪
園　

靖

宗　
　

永
元　
　

髙
森　

尉
之

大
門　

雅
夫　
　

松
尾　

幸
治

丸
田　

哲
郎　
　

水
鳥
川
俊
夫

吉
田　
　

元

平
７

伊
藤　
　

彰　
　

金
子　

透
子

神
作　

憲
司　
　

木
原　

真
紀

陣
内　

彦
良　
　

竹
内　
　

男

武
田　

真
一　
　

野
村　

知
弘

服
部
功
太
郎　
　

松
井
由
紀
子

橋
本　

光
宏　
　

東　
　

守
洋

細
井　

郁
芳　
　

前
田　

仁
士

松
本　

桂
子　
　

溝
渕　

輝
明

宮
内　

秀
行　
　

村
田　

勝
宏

横
張　

賢
司

平
８

浅
井　

利
大　
　

阿
部　
　

敦

天
野　

佳
子　
　

井
上　
　

博

岡
田　

尚
子　
　

岡
本　

英
輝

小
倉　

孝
一　
　

川
名
有
紀
子

玉
井　

恒
憲　
　

千
葉　

哲
博

豊
田　

玲
子　
　

豊
田　

智
彦

菱
木
は
る
か　
　

平
野　
　

剛

平
野　

好
絵　
　

和
田　

曉
彦

平
９

伊
豫
田　

稔　
　

志
田　
　

崇

富
田　

美
佳　
　

河
村　

治
清

沼
田　
　

理　
　

星
山　
　

琇

河
野
千
代
子　
　

照
井
エ
レ
ナ

鈴
木　

修
一　
　

多
田　

弘
子

多
田　

素
久　
　

田
宮　

亜
堂

外
岡　
　

亨　
　

日
暮　

浩
実

日
暮
真
由
美　
　

田
中　

政
道

吉
田　

一
也

平
10

窪
田　

伸
矢　
　

愛
波　

淳
子

大
森　

佳
子　
　

窪
田
真
理
子

照
井　

慶
太　
　

藤
井　

朋
子

溝
口　

雅
子　
　

伊
藤　

彰
一

平
11

岩
田　

剛
和　
　

上
原
淳
太
郎

上
原　

七
生　
　

岡
本　

明
子

木
下　
　

香　
　

清
水　

秀
文

新
保　

正
貴　
　

西
村　
　

基

所　

知
加
子　
　

松
浦　
　

玄

三
澤　

園
子　
　

宮
本　
　

牧

森　
　

有
紀　
　

吉
住　

博
明

平
12

長
谷
川
宏
美　
　

幸
部　

吉
郎

椎
名　

明
大　
　

立
石　

順
久

栃
木　

直
文　
　

野
口　

美
香

Visser 

藤
尾
純
子

森
谷　

純
治

平
13

岩
澤　

真
理　
　

太
和
田
彩
子

門
平　

忠
之　
　

櫻
井　

隆
之

中
村　

順
一　
　

李　
　
　

泓

平
14

上
野　

高
尚　
　

嶋　

謙
一
郎

清
水　
　

怜　
　

半
田　
　

聡

吉
井　
　

淳

平
15

上
原　

孝
紀　
　

鈴
木
英
一
郎

高
橋　
　

宏　
　

髙
柳　

俊
作

土
居　

厚
夫　
　

新
津　

富
央

野
口
佐
綾
香　
　

花
岡　

大
資

宮
城　

正
行　
　

山
地　

沙
知

平
16

有
川　

俊
輔　
　

内
野　

康
志

岡
山　
　

大　
　

片
桐　
　

明

杉
山　

雅
彦　
　

松
木　

悟
志

山
本　

憲
子

平
17

仙
波　

宏
章　
　

高
瀬　

正
幸

渡
辺　

美
佳

平
18

金
井　

慎
一　
　

齊
藤　

景
子

髙
市　

麻
貴　
　

高
本
真
己
子
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田
所　

重
紀　
　

永
井　

勝
也

野
村　

亮
太　
　

増
田　
　

渉

渡
邉　

大
智

平
19

佐
藤　

明
男　
　

武
藤　
　

剛

山
川　

貴
菜　
　

吉
村　

健
佑

平
20

有
川　

理
紗　
　

片
桐　

諒
子

武
内　

祥
子　
　

松
岡　
　

歩

平
21

吉
原
晋
太
郎　
　

吉
村　

晶
子

環
境
影
響
生
化
学

喜
多　

和
子　
　

菅
谷　
　

茂

橘　
　

正
道

環
境
労
働
衛
生
学

井
上　

雄
元　
　

木
内　

夏
生

北
原　
　

漠　
　

能
川　

浩
二

環
境
生
命
医
学

熱
海
佐
保
子　
　

門
田　

朋
子

森　
　

千
里

公
衆
衛
生
学

荻
野　
　

彰　
　

関
根　

憲
治

竹
腰　

昌
明　
　

羽
田　
　

明

水
野　

武
昭　
　

安
戸　

一
皓

法
医
学

佐
藤　

彌
生　
　

茂
谷　

久
子

麻
酔
学

伊
賀
恵
美
子　
　

高
地　

光
世

呼
吸
器
内
科
学

清
水　
　

栄　
　

宮
崎　

瑞
明

橋
爪　

一
光

診
断
病
理
学

田
那
村　

宏　
　

中
谷　

行
雄

神
経
生
物
学

小
平　
　

昌

代
謝
生
理
学

桑
木　

共
之

眼
科
学

石
渡　

東
海　
　

大
原　

む
つ

柿
栖　

米
次　
　

高
綱　

陽
子

山
中
三
千
代　
　

渡
部　

美
博

脳
神
経
外
科
学

石
川　
　

徹　
　

永
野　
　

修

遺
伝
子
生
化
学

芦
野　

洋
美　
　

岩
瀬　

克
郎

腫
瘍
病
理
学

北
川　

元
生　
　

張
ケ
谷
健
一

古
木　
　

新　
　

三
方　

一
澤

泌
尿
器
科
学

石
引　

雄
二　
　

梶
本　

伸
一

茂
田　

安
弘　
　

鈴
木　

文
雄

冨
岡　
　

進　
　

角
谷　

秀
典

真
鍋　
　

溥

病
原
分
子
制
御
学

野
田　

公
俊

薬
理
学

井
上　
　

優　
　

門
田　
　

健

中
谷　

晴
昭

感
染
生
体
防
御
学

野
呂
瀬
一
美　
　

青
才　

文
江

守　
　

正
英

分
子
生
体
制
御
学

木
村　

定
雄

細
胞
治
療
内
科
学

池
上　

智
康　
　

風
戸　
　

豊

小
林　

淳
二　
　

齋
藤　
　

康

清
水　

公
子

臓
器
制
御
外
科
学

小
林　

賢
二 

鈴
木　

啓
之

皮
膚
科
学

黒
田　
　

啓　
　

伊
藤　

文
子

佐
藤　

千
鶴 

松
本　

英
夫

分
子
病
態
解
析
学

米
満　
　

博

形
態
形
成
学

年
森　

清
隆　
　

豊
田
二
美
枝

外
山　

芳
郎　
　

森
山　

行
雄

発
生
生
物
学

齋
藤
哲
一
郎

動
物
病
態
学

伊
勢
川
直
久　
　

伊
藤　

勇
夫

生
殖
機
能
病
態
学

小
野
寺　

勉　
　

葛
田　

憲
道

小
林　

章
弘　
　

生
水
真
紀
夫

芳
野　

春
生

遺
伝
子
制
御
学

齊
藤　
　

隆 

中
島　

裕
史

宮
武
昌
一
郎

分
化
制
御
学

内
田　

昭
夫　
　

近
藤　

正
大

免
疫
発
生
学

中
山　

俊
憲

小
児
病
態
学

阿
部　

博
紀　
　

花
城
恵
美
子

太
田　

節
雄　
　

金
澤　

正
樹

川
上　

武
子　
　

上
林　

直
子

多
田　

裕
司　
　

露
崎　

俊
明

渡
辺　
　

福

整
形
外
科
学

小
野
𥔎　

晃　
　

篠
原　

寛
休

鈴
木　

弘
祐　
　

武
内　

重
樹

田
波　

秀
文　
　

土
屋　

惠
一

渡
邉
英
一
郎

耳
鼻
咽
喉
科
学

岡
本　

美
孝　
　

鎌
田
慶
市
郎

亀
谷　

秀
夫　
　

小
関　

洋
男

橘　
　

昌
孝　
　

寺
田　

修
久

山
越　

隆
行　
　

三
橋　

麗
子

腫
瘍
内
科
学

足
立　

公
代　
　

宇
野
沢
隆
夫

奥
田　

桂
子　
　

越
後
貫
道
子

川
島
柳
太
郎　
　

久
原　

厚
生

小
林
千
鶴
子　
　

佐
久
間　

淳

及
川　
　

貞　
　

須
田　
　

恵

多
田　

式
江　
　

寺
田　

洋
臣

馬
場　

勇
次　
　

日
暮　
　

恊

矢
沢　

孝
文　
　

米
満　
　

裕

伊
藤　

俊
夫

精
神
医
学

日
下　

忠
文

放
射
線
医
学

荒
居　

龍
雄　
　

伊
東　

久
夫

遠
山　

富
也　
　

中
村　
　

修

呼
吸
器
病
態
外
科
学

恒
元　
　

博　
　

吉
野　

一
郎

細
胞
分
子
医
学

岩
間　

厚
志　
　

太
田　

要
生

循
環
病
態
医
科
学

江
原　

和
枝　
　

小
室　

一
成

杉
林　

昭
男　
　

元
山　

妙
子

宮
内　

郁
枝　
　

諸
岡　

信
裕

臨
床
分
子
生
物
学

石
山　

信
之　
　

鵜
澤　

一
弘

内
山　

清
春　
　

大
木　

保
秀

小
河
原
克
訓　
　

小
野　

可
苗

木
村　

孝
雪　
　

工
藤　

逸
郎

大
川　

和
子　
　

坂
本　

洋
右

佐
藤　

匡
司　
　

椎
葉　

正
史

嶋
田　
　

健　
　

翠
川　

鎮
生

盛
永　

智
子　
　

横
江　

秀
隆

先
端
応
用
外
科
学

伊
賀　
　

浩　
　

海
宝　

雄
人

久
保
田　

亨　
　

佐
久
間
洋
一

篠
原　

靖
志　
　

神
宮　

和
彦

　新ゐのはな同窓会館設立事業会募金状況報告書　
平成24年7月31日現在

寄付者
千葉大学基金 ゐのはな同窓会寄付金 合　　計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

企業等 125 44,769,000 14 2,890,000 139 47,659,000

教職員
（元職員も含む） 182 21,762,000 120 3,990,861 302 25,752,861

同窓会会員 1,465 112,080,000 926 39,291,217 2,391 151,371,217

後援会会員 66 4,838,000 49 2,730,000 115 7,568,000

合　計 1,838 183,449,000 1,109 48,902,078 2,947 232,351,078

原
田　
　

昇　
　

牧
野　

治
文

元
山　

逸
功

生
命
情
報
科
学

田
村　
　

裕

心
臓
血
管
外
科
学

松
宮　

護
郎

手
術
部

飯
寄　

奈
保

総
合
診
療
部

生
坂　

政
臣

薬
剤
部

大
森　
　

栄　
　

北
田　

光
一

先
端
和
漢

笠
原　

裕
司

43
ク
ラ
ス
会

4248 

ゐ
の
は
な
同
窓
会

七
葉
会
（
専
25
）

五
窓
会
（
専
23
）

八
千
会
代
表
大
沢
弘
和
（
専
26
）

葉
々
会

昭
和
61
年
卒
同
窓
会

矢
作
会
代
表
永
野
俊
雄
（
昭
30
）

西
千
葉
医
師
の
会

北
田
光
一
教
授
退
官
記
念
事
業
会

千
葉
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
学
教
室

も
ぐ
ら
会

ゐ
の
は
な
37
会

千
葉
大
学
医
学
部
平
成
４
年
の
会
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新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
設
立
事
業
に
つ
い
て

　

７
月
９
日
に
新
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
Ⅰ
期
工
事
の
再
入
札
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
前
回
と
ほ
ぼ
同
様
の
理
由
で
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の

仕
様
の
変
更
は
難
し
い
た
め
、
再
々
入
札
に
向
け
て
入
札
予
定
額
を
増
加
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
更
な
る
ご
寄
付
の
お
願
い
を
会
員
の
皆

様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
再
々
入
札
の
具
体
的
な
日
時
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
10
月
以
降
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
落
札
す
れ

ば
、
竣
工
は
、
来
年
７
月
末
と
な
る
予
定
で
す
。
一
日
も
早
く
、
ご
寄
付
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
と
も
設
計
担
当

者
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

建
物
・
設
備
等
整
備
委
員
会
委
員
長　

田
邊
政
裕

平成24年度役員及び助成事業給付決定
　当財団は大正4年（1915年）に医学及び薬学の研究を奨励することを目的として創設され、多
くの方々からの善意の寄付金により事業が継続されています。そして平成24年 4 月に公益財団
に移行しました。当財団の活動を支えるために、ご支援くださる皆様方に心より感謝申しあげ
ます。
　当財団への寄付は、税制上の優遇措置の対象となります。今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。今年度の役員が決まり、下記の通り助成事業の給付が決定し
ましたのでお知らせします。

記
1 ．研究助成　　各50万円
　　　　　　　　千葉大学医学研究院　分化制御学　　谷口俊文
　　　　　　　　千葉大学医学研究院　脳神経外科　　八巻智洋
　　　　　　　　千葉大学薬学研究院　薬化学　　　　根本哲宏
2 ．奨学金貸与　各30万円
　　　　　　　　千葉大学医学修士課程 2 年次　川村美香
　　　　　　　　千葉大学医学部医学科 2 年次　白鳥太一

　なお、研究助成等の情報は猪之鼻奨学会ホームページでご覧いただけます。

公益財団法人猪之鼻奨学会
電話　043−226−2509　FAX　043−226−2509
ホームページアドレス　http：www.m.chiba-u.ac.ip/zaidan

平成24年度　役員名簿

役　名 氏　名
名誉会長 村山　　智
名誉会長 清水　文七
名誉会長 近藤洋一郎
名誉会長 千葉　胤道
会長・代表理事 鈴木　信夫
副会長・理事 山本　恵司
常務理事 白澤　　浩
理　事 服部　孝道
理　事 橘　　正道
理　事 立﨑　　隆
監　事 瀧口　正樹
評議員 税所　宏光
評議員 野村　文夫
評議員 田邊　政裕
評議員 清水　栄司
評議員 上野　光一
評議員 戸井田敏彦
評議員 高山　廣光

第19回日本航空医療学会総会開催
　配備され4年目を迎えるドクターヘリで活躍中の、北村伸
哉（平1）国保君津中央病院救命救急センター長が会長とな
り、航空医療に関する学術集会を、千葉県木更津市にある

「かずさアカデミアホール」で開催する。昨年の「安全運行」
に続き、「迅速性」をテーマとした。

日程　平成24年11月9日（金）
　　　パネルディスカッション
　　　　　Total prehospital timeを考える
　　　平成24年11月10日（土）
　　　シンポジウム
　　　　　航空医療、多機関の活動　
　　　一般演題
　　　ドクターヘリ市民公開講座
　　　　　基調講演　　北村伸哉
　　　　　記念講演　　海堂　尊
　　　　　トークセッション
　　　　　　国松孝次、海堂尊、北村伸哉、他
　
　同窓の皆様のご参加歓迎。問い合わせは国保君津中央病院

（0438−36−1071）又はHP（http://jsas19.org/） 参照

当公益財団への寄付は、税制上の優遇措置の対象となります。

公益財団法人猪之鼻奨学会お知らせ
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。
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お
く
や
み

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
第
161
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
関
東
地
方
で

は
今
年
も
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。
昨
年
夏
は
大
学
も
電
力
使
用
制

限
の
対
象
と
な
り
エ
ア
コ
ン
の
使
用
禁
止
な
ど
涙
ぐ
ま
し
い
努
力

が
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今
夏
は
昨
年
来
の
節
電
生
活
が
身
に
つ

い
た
た
め
か
さ
し
た
る
ス
ト
レ
ス
も
な
く
ま
た
懸
念
さ
れ
て
い
た

電
力
不
足
に
も
陥
る
こ
と
な
く
夏
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
誌
が
皆
様
の
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
少
し
は
秋
の
気
配
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
ご
覧
の
よ
う
に
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
は
本
号
よ
り
全
面
カ

ラ
ー
印
刷
と
な
り
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
報
告
、
就
任

挨
拶
、
受
賞
挨
拶
等
に
続
き
今
回
は
各
地
ゐ
の
は
な
会
だ
よ
り
お

よ
び
ク
ラ
ス
会
の
報
告
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
節
目
の
学
年
で
の
企
画
も
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く
大
震
災
後
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め
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ク
ラ
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の
絆
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同
窓
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の
絆
と
は
何
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を
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ら
れ
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方
も
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か
っ
た
の
で
は
な
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で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
集
合
写
真
が
つ

い
て
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す
の
で
ク
ラ
ス
会
に
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で
き
な
か
っ
た
方
も
懐
か
し

い
級
友
の
表
情
を
カ
ラ
ー
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

若
者
の
同
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会
離
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と
い
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葉
を
聞
い
て
久
し
く
な
り
ま
す
。

研
修
制
度
開
始
以
降
卒
業
生
の
多
く
は
大
学
病
院
に
は
残
ら
ず
千

葉
県
外
へ
と
出
て
行
き
ま
す
。
い
か
に
し
て
優
秀
な
若
い
医
師
を

千
葉
大
学
に
戻
す
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
学
生
時

代
に
「
母
校
愛
」
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
基

と
な
る
の
が
同
級
生
や
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輩
で
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た
り
教
員
の
熱
意
で
あ
っ
た

り
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
で
あ
っ
た
り
そ
の
中
で
の
思
い
出
で

あ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
母
校
を
誇
り
に
思
い
い
つ
か

は
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ
う
な
も
の
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
紙
面
装
い
新
た
に
な
っ
た
同
窓
会
報
も
若
い
同
窓
生
の
母
校

愛
を
育
む
の
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
編
集
部
一
同
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
報
誌
に
関
し
て
お
気

づ
き
の
点
あ
る
い
は
御
提
案
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く
編

集
部
ま
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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千葉医学会雑誌88巻3号　2012年6月
原　　著
　 AFP産生胃癌の臨床病理学的検討
　　　　　　　　椎名伸充　滝口伸浩　永田松夫　山本　宏　池田　篤　貝沼　修
 早田浩明　趙　明浩　伊丹真紀子　荒木章伸　宮崎　勝
　 多重折りハムストリングスを使用した陳旧性アキレス腱断裂およびアキレス腱再

断裂の治療成績
　　　　　　　　赤津頼一　森川嗣夫　平山次郎　藤田耕司　橋本将行　土屋　敢
 竹内慶雄　岩崎潤一　中川量介　乗本将輝　佐粧孝久
症　　例
　J字型髄内ピン固定法による小児前腕骨骨折の治療経験
 小川泰史　板寺英一　國吉一樹
研究紹介
　環境影響生化学　その4（最終講義編）
　─ヒトSOS生理機能の紹介と低線量放射線被曝問題への提言─ 鈴木信夫
話　　題
　ゲッティンゲンにおける講義と並行の神経生理学実習 髙野光司
海外だより
　ウィスコンシン大学マディソン校への短期派遣を経て 豊留孝仁
学　　会
　第1234回千葉医学会例会・第29回神経内科教室例会
　第1237回千葉医学会例会・第11回呼吸器内科例会（第25回呼吸器内科同門会）
OAP要旨
　JNJ-10198409は神経芽腫がん細胞に対し選択的に細胞障害性と
　細胞増殖抑制性をもつ
　　 藤谷真弓　Natalie Grinshtein　Kristen M. Smith　David R. Kaplan
　 Haemophilus infl uenzae type b髄膜炎患者より分離された髄液・血液・鼻咽頭由来

株の制限酵素多型性解析
 星野　直　石和田稔彦　河野陽一
編集後記 岩瀬博太郎

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Original Paper
Potent and selective cytotoxic and cytostatic activity of JNJ-10198409 against 
neuroblastoma cells
 Mayumi Fujitani, Natalie Grinshtein, Kristen M. Smith and David R. Kaplan
Restriction fragment length polymorphism analysis of Haemophilus infl uenzae type 
b strains isolated simultaneously from cerebrospinal fl uid, blood, and nasopharynx
of Japanese children with bacterial meningitis
 Tadashi Hoshino, Naruhiko Ishiwada and Yoichi Kohno

千葉医学会雑誌88巻4号　2012年8月
最終講義
　呼吸調節研究への道─ マイ・ウェイ 西野　卓
話　　題
　科学技術の世紀と医学 寺島東洋三
海外だより
　留学経験記 高見洋司
　ニューヨーク滞在記 横須賀　忠
学　　会
　第1230回千葉医学会例会・第32回歯科口腔外科例会
　第1244回千葉医学会例会・第45回麻酔科例会・第73回千葉麻酔懇話会
　第1回臨床研修報告会
OAP要旨
　プロスタグランジンE1製剤リマプロストは腰部脊柱管狭窄の症状と
　ABIを上昇させる
　　大鳥精司　山下正臣　村田泰章　江口　和　青木保親　安宅洋美　平山次郎
　　男澤朝行　森永達夫　新井　元　三村雅也　鴨田博人　折田純久　宮城正行　
　　宮下智大　岡本　弦　石川哲大　鮫田寛明　木下知明　花岡英二　鈴木　都　
　　鈴木宗貴　粟飯原孝人　伊藤俊紀　井上　玄　山縣正庸　豊根知明　高橋和久
　Krab-zincフィンガー蛋白Nczfのアポトーシス制御における役割の検討
　　 Harik Firman Thahadian　幡野雅彦
編集後記 松江弘之

CHIBA MEDICAL JOURNAL Open Access Paper
Original Paper
Limaprost, a prostaglandin E1 analog, improves pain and ABI in patients with 
lumbar spinal stenosis

Seiji Ohtori, Masaomi Yamashita, Yasuaki Murata, Yawara Eguchi
 Yasuchika Aoki, Hiromi Ataka, Jiro Hirayama, Tomoyuki Ozawa 
Tatsuo Morinaga, Hajime Arai, Masaya Mimura, Hiroto Kamoda, Sumihisa Orita

Masayuki Miyagi, Tomohiro Miyashita, Yuzuru Okamoto, Tetsuhiro Ishikawa 
Hiroaki Sameda, Tomoaki Kinoshita, Eiji Hanaoka, Miyako Suzuki

 Munetaka Suzuki, Takato Aihara, Toshinori Ito, Gen Inoue 
 Masatsune Yamagata, Tomoaki Toyone and Kazuhisa Takahashi
Possible role of Krab-zinc fi nger protein, Nczf, in regulation of apoptosis
 Harik Firman Thahadian and Masahiko Hatano


